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1 B 1 火山哨伐勅中 l：：現われが37Cs
ぽ火痢） 0 ~ji藤 純・費爺棺嘉
（愛火褒館） 彩藤和即

4. 堕立 Mei.er が叫、水和の火山船ふ含む世落各地の火山噸糾輯IZ含
参れゲ叫u.げ）レブィ螺ズベクト巧い）.- l'Zざリ定量レ、 10―叫g/gオーク’.,,. n4直
直釦てり。 我々 lオ、この結果豆如す町切I2、灼即輝紀の1火叫狐
叩如フいて｀非破複ガン噂スベクトロメトリー IZ ~ 1), ぜ畔lz／含紅てい
麻枷性暉d)剰足を行パz。

2. 塾圭し 翻l紺誂即籾叫紐f§知滋印厄輝輝硯·型的
な標禾を力りんであり。 水祈祐lZ於いて痢l定 lZ 荻レ rz試料l4 すべ｀て、 吃北ぞれの
招疇直蒻l 'Z. ~ lj、ぜ叩標和わ噴印fz 合のであね (*1 表）。 ：：：の
研知輝疇ぅ霞¥レて冴、いわ1/1わの如和改叫狐年、指質虹＇ゎ蔦n
試科り＼釘魏要で紐。 が和の火山噌戯卿オ、守山弟貿のもの灯＼｀号ぃぶ、玄武搭
貿 0ヽ遣麟貿 I切紐）＼‘紅印,,. I項か暉｀料と這す n ：：ぃ d湘系り。 手
位、畔噂知1御結しft繹疇畔d) )l ヽさ m次砕癒嘩頑ね各種叫砕
心鰭束匂。 さiJ \2 、一つの知 1巧虹iレfZ喝合、滝虹我恥恥蜘t入呑
す n ：：：とも可能であわ。

3. 実象・詩果 穏があり<fiき IZ レてイグリ）浅名搭IZ希噸レ、細LL) 検
伐紺1. x,) 直埒ガ｀ン 4念殷スペクト）レを観褥l レ也。 括濯ヤf n ：：との戯条fふ W慮禾l}、
暉蜘呵J沿レて］琳揺I1痢l尼を比 rz。 スペ 7 卜）レの一例を＊ 1 団 l'2示す。
::d) ~う l切遣砕f噂果むわ知示す。

4. 壺呈 こ碩果t慰町化）かな籾0 知知\1.11 、 10―°ci/9 0 が
ク｀ーの 43...,Cs4滉りれm馳渾Iげくなく｀最大:Z,5x~o""'冷I9 I吐tすりものけ輝lさ
叩い％。 この mes叶紐、液輝叫柑質f3 ど｀ 11- 11関係匹i. \叱叔釦鰭
It i卿虹｀談め刃れ砂。 咬s直射育知）釦 l1、捗狂的うン・日ウム
這程複て••あリ、数錢釦哨虹蒻 11.も見出さ北、虹島椋島~iq75~76慣島
直疇11 'i‘釦＂蝕撃 11. Iれもふ＾ aれ切。 従？て、こIf) ”’cs1オ、直紺が9“
心 b 力ftりさオしfa n と 11知釦、とく I'Z、最並dJ噌繹で、心俗珈輝
レていイ』パ<f) 1 1. I請麟I さ氾1.f\/1 k:”dヽり 11.,,.)レ衿1- 11. ~り↓のと知紐o
頌臼紐d) r ク It、外観上雌滋l'Z固釦1.. ¥¥ 1a'鯰内刹a回Cs の移和ぶ穏
的礼ごれが1ガタ）レ1~)-11.ざわものとす如ふゼの影睾瑶元采~\1.凶｀手
げ、叩揺多で｀及ん'2.‘.\\n ：：とを系 V て＼ 1 1-'a 0 
11 ーJレイウ1-由の "0Sr 心和いの初射釦属、ラ名が2) の報告 IZ ざりと 10-2 のガ
ーク、ーであリ｀咤s とq°Srm紐製り項ぶ諏該であわので｀、こえい1ヽり火山哨似物1
む”知和 d0%I9 t釦祀す n ：：ヒぶ釦まね。 ごがわ、 Mei.er ~ (-1)の殺
告レてい刷直い眼践のものであ＇）｀破名叫直11. 11 づ1' ✓ Jレイウト-11'~ "壻和げ｀天
きV\ f)で 1が4 い 4ヽ幻忍わ札り。
さ乙うじゅん・さいとうのぶふさ•さとう dヽす＇わ
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冴 1 粂火山嗜虹碑窟

叱 祇‘ 沢 lu 名
愛ぅ埠本弧 恐山、楷糸山、鳥侮山磐梯山｀ラ戌間山
}打豆•~ l) 1 -f弧 慮士山｀多派山夭斌此面之島
⑳絹日禾弧 鬼界う）臼手、力、拾良ガ))/*·ぅ｀加知楳ガ）レ斧ラ、桜島

商篠炉vq-.＇力、和ム

冴 2 来類哨即糠雄柑加叱s

試料

鵡加（ n8'3"紅暉元 II)
釦山 (1101 u ~永山 1 つ 1) i'")
囁士山 (1101" 多束虹鯰｀＇）
瑣砂111'達泳紐＂）
多康山 l 1421" 応永落俗）
怨山じ＇釜知紐＂）
“山（怜01‘' 釦紐り
親釦（｛繹紐輸）
虹9)レオ｀‘ラ（須む滋縣~)
而釦）レチ｀り（希史炊祈 火砕琉）

噂；）
48 

＇（勺~)!

137Cs ()(~0~3Ci./Q) 

o.q士 0.2

1.36 土 0.07

o.q4:I:o.fO 
0.3'2士 0.05

/.5 :I:o.l 

0.(2:I:0,06 

2.66 士 O.12

o.fQ :t o.oQ 
0.4 :I: O.4 

ィ． 75 * o,20 

冒□［三
1
,
'

し

9
9
,
9山

〇
原
4
2

―
―
ー
。

ia 

>,f 1 団、こ
三寮山森相 (1421) tf) 

骨‘ン 4 緩スベクト lV

（一初）

C珈"”et)

(O H.Meier, 7).8函he, G.ZeU幻r, w.IItbrecんt, u.Hecker.mMenge, E.ll” ger, 
E Zimmerhac々e; ¢位ィ必必n'I..4cta-,召，ィ10 (IQァ4)

(2) 多匂駐雌易城彩維．彩利埓勇j叱痢溝鑓鯰（東1!)（付14)
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1 B 2 探海窓土中の 2bAe
手し'Re四・楠叫紅 (,/A 町，荷汀謬村熊センg-).
0 田中甫男（弔大枝百）

麟炭I紅素の閉吋 IV ぎ一宇宙繹：よ汀環砕反応て生炭す口紅四鰈の半
叩月 E もつ放卸填種としマ IOBe (T 冶：： 1.5 而・y.) と 26Ae. (丁必= 0.72 
m.y.) かある。 また，主て大燥フレァ粒知よっで惑的された宇宙意中に生炭
して如哨 K峰下す訂譴としで 20Aじ およびtJ M n (T  1/2 = 3. 7 rmｷ Y・） があ
3 。 .::..れら枝槽叶鯰 I, 1#深海底危積灼ま巳さ極地のういが最も適した総如ある
ヒされてし 1 る。 これら核穂の測定 1-:: Jリ過去粒石万年いわたる海底土の堆樟痣度
の未定あよい宇宙崖の央予屑への峰T量の誼定が｀でさるとされて'\ ~ • 10 Be ぅ去 k
ょか恙底危積年代のう杞定 1て·っ II マ lお地釦碍~ fr I 年喪年会そ田中ら 1迂 I) 発表さ
れる。 本研究て 1さ海底土言討科中の IOBe ヒ 2b他の I司蒔測定 1こよリ大気生成晋と
宇宙塵降下量につ、，マ誤論す§。
試料 I こ ld スリ．，ピンぅ毎盆 (23 ゜ oワ，N / 135 ゜4S- E) の水深 u439 面の所よ I) 諒取した

海底危積物コアも用 II た。 田中ら (I968)1) によリ詞究された鵡0遣麒料の
iA, 113, 2A の 3個（コアの 0~7J C而秤当）をひとまとめ I, してノフうンスの

微麟射熊セ＞ 7 ーで莉しく開知疇しべ 1レ丈涅 N迂た『同時計敬装置マ｀、西測定

した結果日報告すさ。 同疲置 Iよ 30c心 x 25c心の半円箭翌＇心I (T.Q.)シンテしーア
2.,(回を主絵此器とし 30-x 5c洲 N"-I もライトガ｀イド！こしたもので｀， 55 ，靖t敗試
料E シンテピ 7 の間に 1古さんて．．測定した。力｀ードカウンター＼て 1 さ 5 cm 層の 7•うス

予、） 7· シンテレー 7 E 用•), 1 0 C"" 11)恥 03 入＇） ／ぐうスン， 2 CIM (J)ら， I 2c,.... の

氏および 15 CIW'の刊b て・シールドした。．）可吋t牧スペフト Iレ 1 さ 409b ヂマネ 1バー了
波高分坊路、で測定した。 '3アCs ヒフィーい</7 回路ごよ＇）ザインの包動網闘が行われた。

この測定奈 1;!: '80"".....,.e. の央TI, 設置された。 最終f-7 ぶ 。．511 -2.34 Hev 
(o.511 + 1.8'5 MeV 加心゜ーフ）同蒔t習文 1-= む巨。 この時先たられるサ営さ 208花

(0 、 58 -2.bo MeV コシフ°トン）のみ．であるが，この試料：： 1よ Th のぅ艮＼辞認められ rJ力＼

素。試粁さ邸，92b 分， 1< ックグうウント・ 1古 S7, 288 分測定された。 この測定の
結果，賓の比放射熊<J) A直としマ 0.081 "t 0.046 軒／埒的 se,:J;"'~"tも碍衷。
オー表 1豆函去の締果も合わせて素柔する。田中ら1.)ヒ I司し試料這＇＼って、93 が

疇這果とも矛眉せず，しかも／今回の測定沼統計託差を藷fめ ~Iさか＇）で唸く 26Ae
躙い対しマ蓬択’l•生も増して II @ • 26卯／ ’0Be 比 lもコア年戊の山caり莉角正もす 3
ヒ 0. Ol qさ0. 012 と埒＇），凡C。 r k 吐ら 5) の o.o I 1 に I3,よい一致を示すが｀’
Am;n ら 2) の 0.12 と 1む矛盾す 3 俎マあ百． Venk心vぃ直o..n 4) も Wo..sson ら 3)
墨料 E 再測定し麻ぃ 26A~ 含量も令えた． v\ すれにしても今まで 1勺廃張された
麟土中の蔚I 26 A/2,含量ぁよ v· 26AQ/ IOBe 比疇直叶砂マ疑わしヽヽ：：：しか＇•
宗さ汎「てに、、之百。 疇虎にお、 I ℃疇土および｀栢応のうlくと、しぅ全く進哀畔料

て｀ほぼ町じ痣繋か碍りれ百こと力ゞ示ざ ~l 巨。しがしわれゎilliさりに向栂遺＇科 1-S:
ついて「iぉ信頼のお 1/d fーアも碍るよう厖究中 z· ある。
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大気生蕨量のわれわれの誼定暦こよ百t. 2知／ lOBe 1 す 0.013 土 0.006 ,..あリ，

牟淫塵舜下によ 3 クが暑の 26AQ痕入を危之~ C7) I託酌奎tl)よっに恩う。ま疋戊茸への
亨疇暑下是 E 1..3X LO4 tonAr しし 26AQ <7)廣索保粒も 0.5 ヒしてノ守匡愚 I ご
ょ~ 26邸売入も括定す 3 ヒ 0.6 " I 0-9年 2泣／呪主~r t rJ'J,欠気起源叫鯰値
5" 10立戸加／心え・甘r と比較す 3 に約 10 ¼叶高与ヒ埓る。

TABLE1 

Iwesti令at。 rs

s~()..,,.. J fー resv｣ts of 叫心d. '0Be Me.o..<p u叫e~ts

1) 

Iげ呵i c se虹ents

割re冠V\t work 

To..血.KO..沈c,.Q.

A.. ：ぃ成cJ.. 2) 
峰SSO l'I成tJ_. 3) 

4) 
Venka訟vo..r-o..必an

In Gree l'I島叫しc.e
均C。 rke Q必cJ.. 5") 

26AO,, ,o13e 

(~朽／k9 °f的 se釦~eY1t)
0.081 土 o.o4 6 4.G 士 0.9

0.02 ! 0.26 4.4 亡 0.9

0.4 6 

0. 81 

0.0 o 

0,3 2 

亡 O. i7 

! 0.12 

と 0.i7 
( ーム

し〇

さ 0.09 

3. 9 土 0.2

2.8:!:0.2 

虹m/L)

t8.4 !認

文煎 1) ~-To..no.Ko. eto.l!., 3ciente 1bO ' 
1348 (1968) 

2) 認． A心 n et o.Q., 1)eep-SeCl Kes. 旦， 805 (I 966) 

:D.LiJ ふ9., Sc.iel'lce 151 • , ¥381(l9bb) 

3) J".T. 1.,\/4虚0h 吠成， Sc;ence 155 , 445 (1967). 

4) V.'.S. Ve"ka.t()..v紅凶an, Wesis , 3ombay (¥970) , 
5) ? ̀  MCC。rke Q,,;.oJ., :Sci虹 ce !58 , 1690(1967). 

す—~ ~e.廿s~. よこやまひうゆき·た熔かし 1ずお
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1 B 3 

1 緒言

凧碩枷か、）ぅン叩加叫怜源測足

（日本原―§刀皐 {KK) O il-\埓健‘
冷沢八霞）樟い郎•あ島J和也• 1紐対

宇‘砂芍的穂昧，i‘う，，， 1 つの訊ぉとし 1 ，ん鉄隕／b " H畔、加(pall憂）げ I心 1: 、, < 
つかの m ，氾f氏沿ふのい，あ• Jびぅ尋饂鉱吻の 1司—箱試叶につ II て，喝(,,,_,
f, /1ダ）惰の琲I 足， 23ru （叶）13如£および＂が5Sli,n 廿11.CkS（町） q浄1 足と行 II I l,(かも並 1-: うの構成｀
鉱靭間にお II ん，l7i'，印ヶ一求めんと共に， 三つの方マご広 9 、t釘［と相互yL 較した。 一象p "試
糾区）" ·1 は 1虞如9 I 浄1 定によリ、 い（っ h‘ q元素0) ／が仲須Il 庄 (NII~) も竹っf:。
加：見農 [‘‘I i p lIII,n r/ I叩 (Hr) ~麟，兒球".) a.加｀U と lircon l こ） " ？段階ヵ専（SH)抽
ねしレtal i叩ク (TH) 1紅t }. IL較した。
z 庚験ぉょ只緒果
（ぷ料t逓1足項日および・中悦j賤判 (A) All碑 (C3)") (j)令苑／ ② Cho叫呻 ®whitP iH-
e,/usiort @鴫1x (11 7'’ れも ha叫pick で｀合紐）一 PT,NAA- (B) 船i11.view {H5)麟吸eSH-TH-{C) 加ir磯
粒蒻阜危窯 SH- (D) a噸知晶雇茫賃—(33xoSH- (E)式叩オ山鬼っ①合席，®鱈／が離鉱

碍訂，叫 (F) H畔加(pailas,'tR)-,(])危羞／ ＠鱈／疇離麟霊，伽TH, FT, NA1/ーと（（サ IB-l
弓r ]か／と共 I匂位1 足目的 lー応じ＇森いい炉の丘い謹（耐I燃！鴫応＇で｀紅叫り
紅·<I tした。試料•1;f.、長翻／が£除去使d／久―三r1"砕ぃた．釦叩亀戒／か麟祠/Jrj (d 
=2.8). CHiI2 (d辺），が｀統タリウム 30も知疇夜（心，6)， 7 レ＇1 ;氏夜(daIf.,l) による，狙り麟（和g.3),
9 ら（＇：れぅt逍虔，よ倫岳（し[ ltjぃん、］、、噂ら今、諏鑓／か饂32fracTi/)m)I: Jァ T二 o
（町） 試泊lA, E ぉ［ 1,1'. h l:') I9 ? AI203 象L 録（‘＇ ~Iq,“血＄嘩、し，初リル版に欠t1F 7 

［ふt双／“ししt咀め込ん「こ"。 1哨 lliJ 17)四照、かI4灸，11(9瓜ば“伶Hf 7勺'tch呵 LT[ra改嘉汎｛も計刷
し，精、<1 訊料 Er (TB-!;/).=/.h杷1<) II) 7 れt ［L 較 L 「こ。
｀り 1 雌胤訊t，，，詣＼、叩 (Hucki廿a) l: 9,, 7 ，咳りと 5pike L, 1 （伽0加ゆん）茶叫， 7lく酸

4L 帽，蔽化・豆元とり l 1 の 7,14頃）：＂§と、操逸し，義後に c.HCN仕で唸イオン文 1袋 n
うムド柘d, o、 /M H山＇：苓ぬしfく。忍崎澤直し I (o.がf H2らOf/.,()ふむ吋HCOONHI/., o-75wf.喝肱ば、
“す ().IVHC[,0.f贔渇0.J,,,.j J l hD え l 電脩夜ヒし， s1血 l .eS'S 血 l 上 3碕 I こ咆羞しf: 0 
鳴）および＇年(L,)応ふ疇叩以鳴の履麟（d (OU.ふ）後， /0丑／4肛応叩r.
し， Iow-bk§贅伽研計枚と 4和 1/ d£cau亨尋s汀嗚／咄（鳴 dau.鮫r) £東め頂I ~ 
綿叉し比較し (U 青t ]|'庫した o 「；；お、 1計1J 7゜-e,v 内の臭った位置で＇異·., rこ着遭射
し「ご賢 I の 2帰／吻p·血lt u¢I1htが岬/£.. IJ'火、秘澤差内 1＇＇一致した。
図£項11足l F ig 1 に希 n'’A 1紅精附姥盈t，テ、す。、忍線内（1 オー？＇ン？＇嘉捻 1'’ ？ん。

和＼迅仇＇丞度 IJ.~/)(/0-7Torr 1•ヽ打ふ。 7 IV ：：惰 1::. 包J.... F｀｀試料 (5)k Mb隈ん 7 （和皐元 1，，径下
: I!.,島 l目叩碍 I)0熟す）；；。最加雌杞訊 I1/doo恥らん。放出 L 「五Xa し令｛如ふ
を冷即卜）、1 ず (dry i幻該）と逸し，、なl這卜う、グア（dry llC温度）鳴‘•第すん。午りン炉
（依oo°C）と冷評卜う、ソ 7゜7."f青惚液， br舷kabk charcoal ft'!ter(CA-h) 1::. 1紅集レ紫置~n‘ うt]り梅佳
ず。年(Li) or NaI(Ti) 1.. ChI!.ck1あ五p/ar pu恢p l ：より手i.. 2 に訂、レf< 7‘ うス＿いクシン介

ゃよざ｀さげんじ'•よこやましみう・「くかしiた＜ゃ・： 1J‘しヒ｀—う
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レータ一般猿似鴛、 I~ 13;/Xe. I:.導入し双、を危と：和1 足‘すみ。
虚心の目烈訂数年 11 幻帆り釣レ々ヘヽ I f l‘` 

`t"あん。 ぅン午レーターり屑J-t- l1 r /If.吹で＇，／
暉よ 1" d) ;3 疇疇fl’' ス£ふ心度・「攣 1" 2 ん。
＠．試料 B(plai'll view)吠f心<JO 叩信、且 I~ っし 1、
1 f惰J}該儲 (5H;200°C sT.Jp 1'`doo°炉／600℃バ訊
料いa熟、 1 冷遥危毎に放ぬした '3知直慇鯰
する） t to馘 m改（TH)印 1 度に／600℃ i 1‘’ 疇、）

t過用し「：：。 SH汝q合百果，／200℃ !:. /600゜C にビーク

が現われた。 I20{)℃阻進っヒ° -7 ii勺（の陽／b に
ついて見られ h 11¥, /60D℃のに° -7 1 J知ぅいて 1 l 

「J I I 。 2 7 の C° -7 l i試詞滑石乎")ウランの存
在状態のふ、と反応？ぃみと恩叫1 みガ＼‘‘，反
麟県 1 ご↓リ／0~／圧｀’ce II 年わ罪：れ？ぃ
みはずで＇あん。なみ‘)ふH~ 各 7 うクシづンの鯰
知 1 'J TH え（（｀ふる瑚1足綽果とJ "—孜と元した。
@.試粁 F (Huck;廿a)，①②-応訓間囀1-につ

ぃ？ 1L1H 沃（：より庄灰‘I33Xe と抽出・う和1足 L f：：：。

以上の准I 足のうち訊程仔にフ 11 1 の U 骨今伸
q翁果t Fio. 3 l ：寸｀す。 d0.2 q 7 ぅ 7 ::--,lン／て

U （も濃締バ見ぅれ，／％；去／％丸町孤の綽果 IJ. 
恥該差内t'’一致し， I33双ぅ捕1足q名足，H t i 
す。l,(イ幻濃度") J.2〈以J,6 7 う 7 ション 1;!.. かんうんんによ

')放んヒ麟り。主 1巖ニッケJレ合沿J. ‘I 以~ d>認
7 う？ション［っ麟'c I印彗(/J u p\`r珀すんが＇／一般的
直泊叱賣ニッケ Iレ／讀沖 l21do.003-(),2 ffb 0 U 爪＇令 1
れんので，ー、") 7 う 7 :. 1‘/ lf l ＜他o ぶ／か(troi／ふ、 519/;―
叩i11.cluぅ l訊）が佑（ェすみことと、子、して、、ん。 ©.底紅1•C 
(L ir凶， D （平titR)-p11-2 I !叶間、0庄 I□ 11 ? l1 叩訊科t..
巣ー 5i l 直£ `L の放疇の IL較の「~ JI), Sf-/法により＇知
t 1紅測足した。しにつ" 7(i依過で＇わず1J‘//J放出ぶ見
ぅ紅。急歳＜放似、パ目ん温度 l1 み呵這社、の厖？‘あ
1), F吐の輝l に従う Vofu111.e 叫加io孔 l: 『}っものであみ。

低品ドおりん放ぬば、表面効児/: Jみも＾と思われみJ
D 疇疇／ふt'’%IK1Heditf応I,0:n.p＼屁ら払「~ 11\ '1(\；翻這ぬ恨思· !'人下 1`’ あ 7 iー。
犀ば／口玖房えられ7..、、fこ r精鱈ムり加鳴緯 lーよみが｀ A 炒、ま」と (1麟すみ，
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Fig. 3 Huckitta (No.487-10) 
mineral separation and 
Uranium contents 
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三：言：
"'X• 98,5 (7.7) -“59‘’ 

d:.  d<12 

I T誌 • 99 1,., くげ，・<d<C ou 
、 OO28 gOJ以，口g OO OJ巧g 0S29g 2,.,g 

●9`'土 92`“'99, 99̀  

u (ppb) 
9叩p 75'15 

FT 釦

糾
i

3
3
3
 

13,2四 <2

、? ¢ぅ

rJか，叫虹／詞〈 NAA〉の只、験k i疇児 l: -)、、t rJ疇q‘¢摩てよ＇）恥蓋 r-0
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1 B 4 1員届中□ ロム 1甜立4和t.頑l足

(1L這）゜転糞・加痢麦矢•高島良正
（東犬珈考） 源主礼亮•本田稚撻

穫后と年畠ぷ泉との相L履—核函年反応 I ~、よ＇）主成する核穫のうf,.
埓I浮麟l.、対すみメインターケ｀‘ットの一-,t··,）み咋el 吐如ヽ該獲碍l足t行う、、

と ll. 辛紐詞囀l 心ふ意氏があみ。こい迄名畠々お知填碍捉l i.
坂負ft封亥穫(~列えば｀i;3M ,11.、 5qN i u池•、)及以辛足ネ租む双方に一ういて一通り幸告があ
みぶ．辛知譴 1:...., 、‘t．峙l ： “Fel ：噴量蚊が進＜雌遠知訊：ともづクロムに
ついて l i畔 l ；少な•V‘ 。このようり＾理由がり噸董屈蒻l ―、よみ年釦県によし）主成
し［こグロ碍亥穫這りもを行.,t:. i I 洞—？夏£診沿l ~ついて”凡の中怯拉刃批法
! ：ふ料順t併せて行、｀． ~3ねー況遣 I: よみ隕J:,の年畠縁P、ぜ負諄ぶ入箪幻試れ
r ·‘゜
逹欽隕后を用いに．この訊甜斗l Jすべて希塩威．水．アセトンで｀十分l ：長面を
迄び‘叫佐分離t1和に表面が晨みしく、べび｀て、、い場合I 3｀埠釦濃度f J:. 
l1て超、音瑣洗ぅ争を行う： t f↓゜ど‘l ~ J I) 、 さ伏を兒全1 項~又＇）除可·‘•
心恥澤 誤糾滋H駈 li王水（ 3弐洸手 I i I ・対し王 1)<..^ 104 の割合）で‘免全

t滋和ヽし亀 そいを三-,<!l 7 ラ 7 ション l冷lTf: •―合目(/) 1 ラ 1 ション li叫1~(})
剤足用で｀、てンがンのヤャリアーを～ 1 oo /Ill.i加えt：．二希目(/J 7 ラ 7 ジョンはクロ
ム(7) I司4訊和頃1j足用，三堪目のフラクションnl取以続杖麻麿l: Jんグロム含
も刻足用で‘,ocr (/\スパイクを～ l ドgカロt r~. 、ヽの三....,の 7 ラクション l ：ついて．
そいをいを 9N 埴緩邁痕~とし、ク1t心邑酸化水素水を加t、 4 、/ 7゜ロビ）レエーテル I : 
ょ 1) Fe"3-tを盾機相 1 ：抽出する。

クロムり紅釦）場合I J.得ら払に水オ目を蒸発章乞固し、要、ブl<炭酸ナトリウムを加t
てよくシ昆合し r ：往．匂企み→ 1.、中で｀浴融1 み．少量加k い加え、力噂知「み： tl: J. 
1) 、、(J)邁枷物を抽出 1 み． ミ叩如汲~ S'N 斌馘で•中和 l t-、復、更 I ：少董加t t 
0.2~O. lj N拭威洛液とする． 、‘払 l ^、ジフェ;:;.)レカルバジド(JI (I : 1) アセトン溶及
と飽和鑓水を加t. A 、)アミ）レァルコー）レでクロムと肴1幾相へ抽出 1 み．、＇の肩
磯相をノy董(J) 1 OM硝蔽アン毛ニウムで塩束イオンが｀fJ.、くがみ迄琺浄しt：彼蓋発乾
国すみ。 3諷I 淵威斌蔽—鴫研素炉J.、とヽ、を加えてヵ忍 L ｀麻檄疎を兄合に分
絆しに復少量”誌麦を加t、更 l :景紐固 L.‘、いを買董介析用パ故斗としに。
ミ鱈灘追ほ呈ではテフロンヌはる英製のヒ‘`--カーをA吏用し．がラス少＆廷液用
t J.でさみ[ ~·11避m ・し。
マンガ‘｀ンの分離磁易合l3、エ--テル雑叫知恥いに水耗目を萎、発乾固 l. ISN塩戚
索応して P易A オン麦森ぽif\,‘、要 l ―、q N 塩酸藩液として陰｀A オン交袂を行っt:.
、、）して得ら以ドマンガ｀‘ンフラ 7 シgンとアルミニウム孫(}\..t.で烹発乾固し、中性
如碍捕叶叙斗t l に。中性子烈如1 も原研0\ JRR -3 で行I,‘、中寸まみブルエンス I1-

L I ぶt ：也、ヽ‘も、勺‘じとし L` ` t : n‘l 3 よし 1 、べ． l1"/,\_ しょういv' す l 1 • l i Kr ｷ:1 
さt ^、 l • 
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~1 0 18 n.,/c.帆2 (.., r ·ヽ。月翡諏．マンかンを硝威で競和‘l~ し．怜： 4 ォン交戌 TT
紐むし．、よ収青製して、 Ge (Li)検叫器l ：よリ r スペグトロメトリーと応て｀
を足骨 l ド．
覧 噴董肪叩． l.&l租紅淘軽哨骨知町（JMS- 05 RB 、 r:::: 30c飢

、 90 ゜）と用＼‘て年に 7 4 うメント l サ［さ o. 0 2 S 4 -m爪福 0. '7 S mll\.(J)レニウム
さ麻ヽ シリガ兄レをAもt.、シンゲルフ 4 ラメント法1 : J.隣提 l に利知懇li 
．珈駁知‘‘低噴董刷がら高噸量創へ．更 1 ：そ逗詞 1 ：行う、、とをぷ軋返プし、 20往
心J..とり｀ そい勺‘らフ A ラメント温度を変え．フプーガスを謡｝整して，再仏｀、2.0往主
枷.t..と.., t、ヽいを I I釦のデータとしt:. A オンビ｀ーム l iニン欠電墳4告噌t麿‘て
蝉 l: !縁計t :3喝臼ft ；．囀 ll i;-2.Cr (J)ビー 7 l.、)ーマラ A ス‘.l. ニン墳譴
伶吊l ；吋れ而万：の平扉 r ~. 
皐 1 0 ヵ月ジ江叫に項j足し［＾、試兼曹クロム酸カリウム中のクロム 1司4立

A和比注）知直を丁a.ble 1 に、子、 1 ．楯 l恥 0澳l足直 1 ；対すみ怒差 I i.慣量分莉(J)P知統
計袂差であみ。平均4直（：対すみ提差l l'.、 6 回の刹足l ：賓パ叩識限罫を 1和ヽ［．、
．知知 I)釦 L. r:、 7 ロム滋lj足A直のA9Il t丁able 2 じヽヽず、 1. §知ォン(/)‘影翡貼克全
l'、と釦応t・＄叫l ~.....,いて！ H4(J)ヒ＇ーグ幻直1.、対寸し和 r•;‘l1 碍雄度さを見込ん
で沢心誤差を一 I fT ~.診導靱クロム及伏｀、鉄隕みC:rrad n‘ 遁出し r ~ Jロム l ~対し
てィ恥囚濱量スペJトルの刷を Fig. 1 及伏｀下ij、 2 I ~、ホ 1·
芹訊訊‘グロムオ訊む和l i．究r げ聾t l て、他研綱勧謬平成量を

求訊．り2Cr t紅蒋麟姐知によ 1) 主成して\、み(J,て••ヽ：の主戒量 l1 叫(J)主
紅の 80/ tして計算l.、齊ヽド．鐸線桂知I :Jみ訊｀量 l i叫邸‘叫 l ←ついて
狂ppb~20 ppb と求ぁ以訊‘む割合は珈麟←9ヽ‘t l i l f叫：叫：

~4~r = 0.2: 1 : 1 t··~.., t“‘• 53Mぃn足量礁とlj3Qの卑畠媒如l ：よん主戒量t勺‘ら、
鐸繹射恥を箪出し r:、勺‘‘`冷(})廷果旧虚（ 40K_41 K知｀ t｀・）ャ‘ら得らいr: t
のt l 該す｀l tよく一致 l -t•h`..., t．ヽ•、、(7)｝t,因 l :-｀いてtオ愛訂t加え r :..r.報告しt •、
\,‘ ・ T心le 1. Peak hei,kt .. atios mea.sumd in naね,..../ chl"0111i1L") (<>c,.~ ... .) 

5'>c,../汽ャ 5如／＇知 呪..だCr

2.'fo4-:to.oot 
2. 汀'I o.oot 
2. f33 0. 004 
2. 釘f4- o. 006 

2. 『f'j o. 006 

Z.8'I? o. oot 

1
2
3
4
5
6
 

ふ277 :t 0.006

5.31+ 0.01/ 

s. 255 o.oos 

ふ 238 0.00'/ 

S. HE 0,010 

S. 26'1 0.010 

1/. 4-60:!: 0.oIO 
ll. 440 0.ol1 

II, 37S 0.009 

II.'I-35 0. ol3 
fl. 3J3 o. o/2 

11. H2 o. ofo 

Hean 5. 2ヽ？ 0,020 II. 40f 0.038 2. 'i,,。

fleteontt、℃/‘知r

lrroJ1t 5. 5'17 :!:.0,00『
ThKnda. ~.283 lJ,ooS 

T•lua S. 2 ヽ 9 0.o/4 

Odessa.. S, 2$/ 0,012 
TmLsa S. 373 b.093 

巧． I fl鼻如•I Ci-

” 
o.ozf Fi,.2 如"t

.t2 ” 汎

Ta.Mt l. Er4rfles •1 f"'I<呼t匹匹 meii.s~,-edirt meteorites 伊年 1“)

”GI59CY ·.やYたCy

12, 9 『5 工 o,o/6 4-.r11 士 0.OO3

“. 514 0, 009 2. 972 b.• 04 
f{. 41? D, Ol3 2, 'J o ヽ 0,0(0 

/9.“‘0 、 013 2. 133 0.O•t 
II. ??t o. 9 L2 3 、 2)6 o. 0/I 

50 52 ” 糾
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1 B 5 ニオ 7.、の長羊裁胴篠藉につし＼ 7

（栗大祝碑）゜謡紐痴鳴う•本叫道

曇叶ギ鵡麒如 /974年J. D. 叫
kn』けらによって報告ざれ、や地に対 l 因a ―戸1HNら紐
平； • H ぷ～2 X (O9年と財むら“ているか、 らのrr{er
印婚めてみ廂足て。ある。i「ご邑呻年オプ（:rI ;戸:esi'1ue
フ.,, ｛沐紐紅でのみ内定l て取り狼えた。 5NHF•INHNO3 Solh. 

蝉．叩呻歪紐冷年 I）． 呟ィオlン交換（ 9｀イヤイオン SA 井 /OD)
c.a rrie r-ヤee がNb e放射fむ学的に暉し．
疇む祐配攀l r：：のて禄告する。 j旦亡霊盆：出
立で匹17,1•1 V ヽoJ I I I I ヽ＼

頸射 L 邸。令A（～旬げ
り l竹舛

紐砂l975年2月にかげて堕船証。
拭秤l逗叩這攘誌叫（m，研N1, 抽mo.2か•oe~z.O inox
叫 (M, P沖Nb 苓て生じ「：： Carrier ヤee の i cchlom如 soln.)
*Nb を Mo より碑l k ．頸射により該し逆抽俎
印如頑即．知，li2TG\, 12夕Sb, 124品、 C.H⑫ 唸 ‘03にであ，fこ。 M。全島t l : I HNO5 し．HNO3 、 c.HQO4
に溶印．升逢1ご刈 Nbがク0- ゎ芦lil如峠． 質骨令竹
HF-HNO絲戌イオン交換によ 1) Mo,6沿，192 石，
唸c., 103訟社潔tした。更に HF狐
紐ィオフ交硬により＇24趾唸b の（c門訳1：：蕊釧H(: 0.lNHF•7NHa 令釦叩疇紐如岬l 「-:. 8 「 ni n”?qsx) 
質骨令祈4懲妨宅ヒなるなより Nb
f 0.2¾ が- ben2.oin0Xlme (chlorr>fl>rm I 6 
soln.) で袖出し．c. H位 soln ．て Nbf; 
逆螂することにより曾骨令祈用討~·
とし［ご。

（3) 放細喩l足
網れた訳秤ヤのNb 放粒紅．東 I 2. 
大吻甘研伍(L;)知尉療皮lTて。
得られた rースペクI- Iレt 4art 2,3
に寸、す。 ビ里3450123456 7 f (colu一 volu綱•)
1 3 のしもこ・ほりえ 3ぬこ・（よし［＜‘士ざた 1T

20 

4
 

10 

c:hut-1 

樹
翡
に
引
¢
2
N
b

) ““ 
ら
( 
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玲 ET
q4地 2.0 x ID¥. : ｷ g'7I keV : 30. 8 1 0.5 c.pm 

'701 : 36.'I:I:0.5 

紐b 35.66 d. :'766 : 4ggエ 2 血／l<.cV)
叫b 10"~ 108y. :q35:  0.og1 0.03 ば
q1Nb 62 d.. : 120s : 2&.g:t0.5 

q2Nb の吋懃ま夕6l1 935kev （それぞれ 1001) の
2ふある bヽーダ lkeVの吋縁ばむNbのコン 70 トンのた
め出固紅1でざ砂。q4N恥紐b(/)1酎漢度の比11,

2.1 

2-31e1 ci3 と得られ［こ。q3!ikeV 1::汎 l keV に於る B.~.12.0
(/)如珠1 乃であり．虹b の decay 1:更に 3 ャ月程糸
叫'Q2園（夕61 紅） I l検出され｀q1Nb の decoyによ
りq2Nb(q 35 lceV) の痴1定精度b⑰吋られるものヒ予
想、される．q2“Nb の成知紐切り翌視臼る。 11.9 
(4) 曾骨碕
ニオプ(1 シリカ'f lレヒ共に Re の Si ns le ヤlauntに

玄吐鑓雛法により 10、 (6 XId2m）程度丑応 I 1.s 
籾l定呵釦紐。今国の試料中（：心Nb br5x108 

如9t •2

‘7ヽ Aut‘

42?0.5111in. 

叫b

(3`IO'3m) 呻するヒ疇もられる。叫b (7)
豆扇10ty．遁定B ヒq2Nb 勺 •ヽ0,1)4叶偲3
れ貿骨令布に免が渇であり．既にな， Mふ(l') mr各に
砂蒻吐視て蒻幻雌にとり出かれている．し：こ匹q30 q心佃 (ktV)

976Au,.6 13q.5 呻． 禾紀物磁知Nb放射能 c.hort3 
四nts位） qCNb 

10斗 561 ビV q4Nb 
q4Nb 

1叶――\ l I¥ I 

10 ̀  ー~Lノロl«V

10 

600 700 goo qoo 1000 1100 

く対わ
I) J.D. Kni~ht etal., &eochf111. Cos111ochi111 Ac.ta謡， 14&5 C /q'74) 

2) J. D. Kni~ht, Los Al心os Sc.ie11t;fit Lab. report uq?a.) 
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1 B 6 碍了照射しf護石中1/)地即碍む順
（東知齊声絣） ゜源虹し免
（東犬芽嶺線研） 析餌咽粂
（阪大理） 高閾麿維

いんも叱 1l Neの氏似和組成ほ．面惰、いんわが桂成し択 1祭に窮里望閑の力＇，1..を取
l) こん代＇成今乙｀いんも杞成4度蒋燐線 1-:. ぶぃ杖破砕麟で‘注じ‘衣成令々‘ぅ成I/立っ
ていも乙ざ孔｛。しがし．淡魚賃つ｀／ドラペトに＼な、上記の成分としす累な 3 犠／潔
叫叫！囁レしかいす‘れも（飼鯰か念ま札 1) 、そパ起凍が尽喝条 n‘ ｝ネi~わの
が、尼疇 l’、比き桟？て \l f-、'.2.Wa /Jlず囀 r、 X 令が眼題にして戎ぐれてい令．
漁危う Iぷ、こ1f)奇砂｀な麟（知0mponen t) t輝町扉析ず了鱈紋として、I,\
心試料Ia幻ネ IV や’- If) V易を這、乳に、 Z悩(p,d.,) 1ONe 反応 I ＾、芥リ）土じ＇た紅未
鱈まれてい了 Ne をク文熔的、然シいを用いて同似和凶ll足も行い．そのポ日閲P¾lい‘}
起塘、tf界 3 しいう狐を忽認。こパ稟r、シるって 4 差礎史荻いや綬紅を加げ、の
て‘．そf/)糸名果をここ＼透鰭レ衣1,\。
C更瞭）。雙卓：兼煮夭咤隊を力，t忍合也ンダ--のダ‘／ァ‘ム、ゥ‘、ク‘／デ否！和速器
を用 v\ -r<, 1豹各エ冬 l\rや｀ーしよし Me寸とし衣。こ如i全， M8』以i‘} \1Meが‘知必ず
叫入(\),d,.)'.2.6庫反応珂みが起 3 ぶぅ選択しfべものでわる。坪匂 0.3知A ，延べ 8 峙
眼、認藁 6.5" 10'怜'(Oton ll)で0紅竹·.., 1べ。 o ぎ、り紅試料：戻蒸賀っンド‘ラ
A 卜叫en北 vヽんるを用 vi f,:.。膚ざ＼ mm の I紅‘閂板~状疇約糾を嶺鍋製＄若 r、.“
厚相ょ．照釈俊、薔11 成しf< S7Co t毛＝ダーとレ．-l ?とも氏妓紺との高雌紛
(.｣mm x よ mm) を以］リ取＇），儀易分祈困試料又し衣。 ゜級邊今析： 1反久、rf)，低又
1‘ ラング金馬製為ヵ‘'ぐ噸量分析扇↑ュ）にとリ戎Iし足を埓 7 代。

Sample Temp. 22 Ne 2 0 NeI 2 2 Ne 2 1 NeI 2 2 Ne 4 He 3 He| 4 He 

Weight (oc) (ccSTP) (ccSTP) 

Allende* 700 2.32xlO-lO 3.62 士 0.01 0.584 士 0.002 3. 6 4x 1 0 -7 l. 76 士0.04

irrad. l 000 5.57xlO-lO 2.82 士 0.02 0.682 士 0.004 5.80xl0-? l. 78 土 o. 01 

80.24mg 1300 5.80x10-10 l. 85 士 0. 01 0.819 士 0.002 l.6lxl0-? 2. 41 士 0.03

1700 4.09xl0 —10 2.38 土0. 01 0. 773 士 0.003 2.20xl0-S 1. 80 土0.03

Total l. 7 8x l 0—, l. l 3xl0-6 

Allende** 700 3.25xl0 —l 0 2.50 士 0. 01 0.699 士 0.002 6.72xl0-? 2.39 士 0. 03 

non-irrad. 1000 4.67xl0 —10 3.27 士 0.01 0.653 士 0.004 4.33xl0-? 1. 65 士 o. 01 

62.76mg 1300 5.88xlo-10 2. 2 6 士 0. 01 0.788 士 0.003 l.29xl0-? 2.55 士 0. 02 

1700 4.67xl0 —l 0 6.00 士 0.02 0. 421 土 0.003 9.2lxlO_g 2.73 士 0. 03 

Total l.85xl0-g 1.25x10 -6 

ｷs 1 an k 1800 2.53xl0-ll 6. 51 土 0.02 0.263 土 0.005

Calibration —=l. 3lxl0- 8 10.21 士 0.01 0.0359 士． 0001 =l. 05xl o-8 く 3. 2xl 0 —6 

＊呼ぶレた試料； Ep::; b Me.V, Np = 6. s X 10'" p roton, ギ＊翌知していな 11 試料

I) 1),C.'Bla.ck : G-e~c.hirn. C.osmoch.im. Acta.,廷、 377 (lq 72..) 

2) NTakQ0ka : MassS pe.c℃o .sc..o py,牡， 7 さ (I q 76) 
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a tmosp he四 e

Isoto;e_ic Ratio of Neon 

•厚： Irrad.sample,Temperature

0 700: Non-Irrad. samle, Temp . 

.., 

blank 
1700 

゜

゜

•70 
1000 

゜ • 700 
竿°咤300

･ • 
1300 

゜

゜ 0.2 0.4 0. 6 0.8 1.0 

21 22 
Ne/ Ne 

（結果） 表 1誼系叩鳴t 4He の合温度にわ‘1戸蓬 lな、衷玖疇心苦に分取叩
久気試料（2.1-/\le."'/. 3 I メJ O辛， “He= /. o.!5 X,o-'3cc.)の人オン強虔を甚浮乙し、合
試翡くついて剌足ざれf訊オン我知‘ク算出しf← “He(/) 息の温度文如汀絲t惰
懇に X リやや翌 1£ $。--r。てん(/') 22Ne..亀 11-.'fれぞれ Z，え乙 X IO-3ceS丁Pl 'J I 

z. 9む 10-ZccS,Plo l'.'..烹釈していなし 1 ものが認器移皮高い。いす‘'れもぎ{,q、「 I~
x 3勘警で‘·今伐、ぶリオ俄叫印忍行う \1駅）問題とならう。ぇONe/22心氏 '(2)応／

知e.人の担叫麟を図に示しfく。
（菟桑J 団 I：示されわ貝I\ 知直 11'.捕履成分t枝破§謬、｝ゞ‘I べ｝ ；亨（そのじ'(Iな
疇！咽：：： /, 喝／2We = I に近いとされる）がぅ成る:::,乙を示 4 ぷうに、 I呑

1令｀直線)::, I~ ft,IJ' 屯燻知鯰成分が｀ 2／ 3 以j:..を占め 1. E -com po l")e.n 七 1 ミ栂§

ずい成今 IJ知ぐれな-IJ¥ }に．これ 1i A廷e..Y) ol e..いんるが製序、質つンドラ｛卜の東
でも笈成を愛 Iffこダイプ゜豆 I ：属し．組紅合、1 l濱叫成令が少ないf’、めであろう。 E-
componen七の検虹 11 魯訊段爵遺f ~ J',?;｀和‘•ある。

23応(p、 d)惰e 1--:、おる臥似わ嗅鯨も印訊＇茶斗に見払されてい 1jいが‘.Er = ｢ 

M~v(A1 '1の臨n1e 70, 8 吋／ヽ），えHIi,で紐、11 で＇の印か新印積 30mb として計
惰ずもし 20Ne が｀ '?.3 メ IO ー12ce S脅 と依 u こと 1 べぶも。

《たって、f易汀、＂狂し衣 L で印いがC炉l定を行うに 1J.いんる生成呼 l＾輝履ーした
成今を令＜念かダ 4 1, I 1 け衡ず各いんもt用ヽ＼ 3 こと、錫易そのり，そ奴邊 l屯’ツ‘くとも
101i pv-otcY'I i、人：で‘あ 3 ことが 1兄‘穿であろう。
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l B 7 低醤に奇げるトラックの生成

（棗大物性祁） 0永井尚生、吉田邦夫味氾雅復

〔儲言J 枝偕試住成 1こ影響左＆ m. 環境の李因 lこは．温度圧力、放打線笞
がか） ｀唄在まで 1：：：ヽ々れらの要因 lミつ＼ l ての田彫な研究がなされZ いうがその
サげIJ:．アニーリン 1‘葛．生成後の環境の変4乙につ＼l 2 の研究て苅 l) 、卜うック
釦放晒の曖肴， 1：：つヽ 1 -Z lす、命慮されて、ぼI.\.屹こ乙＼今 l恥吏勇知古‘f甜1考の
咽知ぅち、温定 1追目して、祇湯て｀｀のトラ Iy 1 午成を，煙瘍ヒ比薮柁訂t試みた
・イ印訃這んで据虹 L z.ば l) 祇喘 l：：ai' \IZ, 夜彗材の物悟渡-tt: I二尻，梗
出されぅトラッ 171= 、如とが堤われる可砕1)硝る， 2）トラックの庄成様祖1還
L z （ず、視在まで，須足な談雨がなく、比毘嬌｀庭厨極K 良ぃ一致左京すものとし
て，ion exp105ion model, R E L (rふ心にi ene咆')'loss-）モデ＇［し笥の，半経

酸約モデ｛しが，提哨訂奴 l ＼う I逸ざないのず，々れら叩吃対臼．布吊な惰殺1J`•
伶られる． 3）在品、揃員釦いう条件が，苧諺釦這印条件を．再現す研砂
ら，宇宙物質 l二阻す 3 知見疇られる可低性炉蒻．
直酪J o<線嘩m ．叡ljJ裂厄庶酎
屯，いずれも堅温 L祇祖て冴テ呑，，た。
叫釦縣1 線和．ステンしス板（直径
25ml1¥.) 1こ覧肴 l t凶Am (0,4ｵ Ci)左，
昂さい M侃パマイラー丑直し乙使用し、昂
さら， lO, /7, zo 厄0)点）カーボえート 7

ィルム (Makro位 I K q)を叡刀£とし Z 用
¥ I. 4_q~2,5 M~Vのo(線庄得た．ダーゲッ
トは，硝蒻セ lし 0 ーズ 7ィ（しム (Daicel # 
紗0 I (8()M 爪）庄， eo·c-z’ら峙朗アニ-')

こゲし在綬、固 l -(d) の様I::, 4ぅ゜の食痩に

置さ， （しラック0) "fjj布： 45° t.7') S-呵
間照身すしt係、 6N ぬ OH を印 l 、〈 30 ::t I)

℃ぜ、bQ.,__ 45D 勿，複拝しながら 1 yケン
，，‘＇出行な＼ 1, 光珀麟釦畔し応
t叫砂蜘卑1 提恥．ステ＞し項（ 国 1. 00射菱置
直径乙011111)\)ヒ．蒸発乾国し下オ2c;(O`0|µ
C,.)主，辰ざ 2A血叩 Mak函I k' er ず複履
し7...使用し E 。ダーゲットは，白要砂孜 (l4
＂1 角、インド危）及が．石要がラス板（直
径 l2 叩 WI. 日本石走硝手 ES) i... 141...,. 函

ながいがざあ‘，よし E`< 1：：：巧｀．ほん在すさ下け
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ta l source ON 
(b} source OFF 
(C} absorber 

Cd) target (Cellu los~ N北rate)
te) target (Mica, Quartz) 



了竺：：：言 I直［日］畜十［ぎIqぎ I十：誓□：OO勿
表 I. 硝論セ lし IJース 7 ィ ILム（：：：おける、以トラッ 7 C1/影

1 -(e) のようt: ｀水平に置き，（トラッ 7 0)倫苺竹布．｀ qげ 1ダ） ZZ ""Z4 呼間照
約げ食'.白雲母戒は． 50% HF 左吊ぃ．（ 2/, >1  0．夕） •c で /0分、石英力’'フス萩
は．郷 NH叶1Fz 左用い．（参ら土 0．ら）゜C -z.'2苅・セれぞれ．損拌しながらエ
lyチングも行ない，知顔骸鳩九錮惹訳T互 1ミ．
［鱗J ti) d,.トラック エッチ：ゲ（いよる表面の遜台 lミより住成し'f.トラ
ック a長さ｀譴 l：：／＼いラッキがあり．戸．罪斑知叩象も噂缶‘~').唄釦
に?,"凶喝滋愛を．確認していないがエッチ＞ク｀門要時間＝つ＼I-z Id 
、稔むの叶 lしキ‘ーの d トラック（：：び‘LIz 、匠喝照射のフィルムは・喫瘍印立比
配ぅと・トラック出硯疇が．ぅ0行がら鱈差＼9 。ミの現象の解釈とし乙は、タ
ーゲット0/ I＼汀しグ 0 :rッチ＞グ涅度ゃ．
しい値4 度化i知｀頓鳴度の変化が
考えられゥ．
譴囀訪トラッ 7 表 2 にますJ-う
（こげ、yクOJ ~)ft'I 由現時間心碍

I 

石英打‘‘ラス枝

白固母ね

トラック0)長ざ(/Jill)

索唱 10,7t o,5 

イ配品 10.5, 0.5 

哩潟 q,7 す 1 、 0

10, z + oq ト．冶危の差 Iサせられをかっt。
［問題点］ 直知紐 Id ｀楚患祇長 2 ．釦澤這財により，生かし下卜

伶蓋

城鱈ぃ，イ合誼値績化＼こょ，マ，藩危 ラックr:J/長さ
を戎’l定し芦ミのとき．函 2 に T、す様な
顔街屯使用したが、之ゥ場定街の寸ーす
嚇角が・ダーゲ外」渇稲］の私窟をます
いう禰証が尋られなかも
(Z)光蒻紐錢でが羅危は．急々土 IA 吼
虹辺えられが(/)-z:'今媛．走査型覧
手麟錢心 EM) 等左臥IZ ｀より恰青
惚な顧あ行なつ決単がある．

1..'3)：：：： m け1J'、礁卸物噴｀エッ今ング吸竹
＼ゴ：フては．蓉蒲□魯品で釦約すぅトラ
`̀1 7a 閉 l：：：．下きな差左住ずう司能性が
布クと思われな
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1 B 8 核反応によって生じた令定 l司f立体の質量分析ー AO( p,J'. )Mg尊

（東大吻性研） 0 ／ご籐 修•本田雅健

炭素質コンドライトに酸克 1司位体比異尊が見出Jれて以釆，酸素以外の元素 Cll I司
i詞 1-:0 いてし没翫叫屑八｀らハている1J、99 9 AIIende いん屈中のマグネシウムにわず＇
Uヽ l浅耐叫忍励れ 3 ごとが報告されている。こ(7)'変動,~酸秦とは相間がり I I ヒJ
れ,そ(})微構 lてついて Id 試料内t•`の 26AQ芍の喉‘変 l::: 』 3 しのと醇3 れている。 I)
HQy叩叩ら2)ほ初期大｝易系て，、太喝租恥、’'気i立あ，た時賜 3訓謬受けて
(1017~to 19 protovis/ c記，y MQV at IMQV) 26Mg(7)一部が｀ 26Mg(p n)26Aい反応 l て
より攣（ T灼＝ 7.4x105y)として朽在し，アルミニウムに畠む詢質が気相かわ瀦
粕豆と 26喝l：：正の異粘が生じ＇ 3 と諭じ＇て＼ \ 3 。しiJヽしこの程度 Ol f lux があれば
箱爾曼 A0(ppn)恥名にJっても丁分—-(7)異藉が生じ｀得る IJずてある， a fて他 0 元
素にも斐軌ど生じて＼＇る可能性があ IJ'例えば｀ FQ(p.ス) 53MH (Tl/2=3,7')(106y) 
直由するら3Cr (7)没衝に勺いても釦りする必要がある，＼ I す｀＇礼にしてし字自練照射
に』 3I司i詞比0 度載と方える時、島 I ネ 1 しギー spaI l o.tio几反応ヒ同時に：四
ぅり低エネルギーの太瘍字自稲も芍慮，する―ーとがW渇て｀あるが，直汚1て国位f本比 l ：：
鱈ぶ与え~Jうが合定 I司i釦本と生旅‘す 3 核反んについて IJ、その励足間敬に関し
ても希がス＆除いてほとんど訊八｀い礼てい b‘ い。
質量か桁法にJ /j f.亥反応生屈雑茂測定することに』ぅて～一礼ど求d1)ようヒ言うの
が本癸験の目的tあり、今回 la 昨年に31 J糀、いてアルミニウムもi易3蜀，射し，生脱
したマプネシウム令定 I司賊体と胄量分析計て｀直疱唄l)定＆i謬｀った。
賜疇射 MARZ gmdQ(7)粍ア lしミ板 (0.013 に直） 3杖＆汎玖ck ヒし｀浬研サイ
？ロトローノで 4 時間， 1 5M囀3に』謬射釘子 b‘ った。積鼻照射量 IcJ:万うテ｀、一
打、‘I ブ゜に』って未｀め． 84 Wt coulo呻('5 .3x I o17prntovis) が得わ摩。
化ぎ分離蛍射したア Iしミ板ど虚（Li)横庄賂て、訂‘'ンマ稲唄l) 定し，ビ＇ームの当っ

た郎分（へ I I ら呼）と切斬し 6N虚飯に溶解，乾 I司ののち蒸留水，アシ E ニア水て"
pH>7 として，ア近干 Iしア々ト―/ -7 日ロホルム溶焚r，'ア Iしミニウムも抽出した。
）灯瞑乾固し王）丘＇沢いた曲と分雨したのち 1 Nt畠陵府淡として喝イオン交1糾勧i酋
(DowQX 50W-X8. 200-400 川Qsh, 1 叫）ど通し 10 -11 カラム分応浪l)定試料とし

た。いず汎叩謹這，曾、 ar-:::Id畔したものい用い，熟紅加えふ部紅｀はテ 7 ロ
-.,..科の合品ぎ月心。マグネシウムの定着ぽ点 3吸光法， l司frr 体希釈法にJ 1 た。
質屠分析 賜イオン交戒樹胎釦通し「：：溶離淡＆惹，祁農柏しそ(7)J J =,,,, I) 灯ゲ'lレヒ
ヒもにしニウム万うメント上に途和し，固体哀面危離型質量分祈計（ AEI社殺
MS- ら R~30cw,. 90゜）て｀二次爾 3噌倍管ふ用いて涸）定したっ
和揉と名賓 ta叩t中に生じた放射能 l戸 Iしミニウムからのも Ol lct苔＜，予純

詢 l1、い生じ＇「：： 48V, %Co, 61:>か， 7FjSQ. 139Ce 芍て｀いずれも(p．汎）反応にJる生成

にとうおJt;·ほんだJ 1 たけ
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詢て、あった。

照，豹し仁エネ Iしギ＇一範囲て協 27成 (P.()()24ug反ん(QVo|uQ + 1 6MQV)Uヽをとし
て足ご／）， 2ワAQcp. 2p)26Mg反ん（同ー 83MQ_V) し足ごり得る。 下図に 1 枚且
0i tarりat (I S-_11. MQV) から湘応したマグネシウムと，照射して＼ I 苔＼＇ア I しミ板
u、わ同様9 か離痛i乍＄して得 r：：マブネシウムの窟量か祈計に以）須I)定酌果応示す。
諏り(2t -l の 1司町紅謬疇射訊料と比較して明汀 l：：そ0i fro..c tio叩tio凡 l: J
る変鱈f峨3/)、わ I JQ'、い、手亥反ん＇にJ'て生じ‘I：：マプネこウムにJ I) 没耐し 24Mg­
r icれ o i酋と 5 っていi. taViりQtとしたア Iしミ板中のマプネシウム農度が見菰っ
ていたJ I) も 1 桁も (~3.1 pp爪）鳥 u、，た「：：め、予粕拘ヒして初め u、りあよ？？ヽ9
ネシウムに核麟にJって全じ＇「て 24Mgか加わ，て 1可iii和詞戌慟としご頂I)足J仇
に訂：：ロ汀l)定編 17ヽわ 1 a: 26Mgもやや多く b` 9 て＼，るJうにも証みヒ仇(p,2p)

反たにJ 3 和gが加 n") て＼＇る可能性p、,、ある。
こ(7) 24Mg{7)絶対層応求れぶごヒ l: Jって 2ワ凶(p 9 (X )24Mg反応の反応脂酌讃ど

未｀ぁるごとか＇ど＇ 5 るが、化ぎ心雌における収率 covito..W¥ i v10.t i o几の量芍も検訂し
r-:- .t.て'報告した 1 \。

25Mg/24Mg 

0.126 

+/ +. _ T_/  l reference 
9井十

0.125 

0.124 

0.123 

0.122 

0.121 ［長
屯

target-l 

26Mg/24Mg 

O.l35 0.136 O.l37 O.l38 0.139 O.l40 

啜ll定柄果
• ；未、昭射ア Iしミ
中 Ol Mも I司侃体比

0: 1 らー 11 M叫｝易
豆＂照射し「ご了 Iレ
ミ中叫修 1司i詞比

這 D T LQe., D. A.-Papo.viasto.ssiou-0.11d G. J_ WassQrburりGQophysi叫麟a八h
LQttQV"S, J., 41 CI 976) 

2) D. HQJ叩叩 ovid M. Dziczko.viiQC, Sc iQvt CQ,凶」， 79 (1976) 
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1 B 9 祇・骨親知姓扇憧のための知鴫16'7T況q製姦 (1I)
- Y砂ターゲットから 0 161T11t 0 無印縞紐一

（な紅・理） 戸日紅仰・バ町鱈・麦伶久美子
0級爪府・ rk .t:.正 4言

RI 這直釘知貴・I 屯ー（病巣粋 lく？劇這幽すゐ□ 111憂il1. rりも囀悲翫賢の
l)  1•9 ムリ，喝（T炉俯．3 hr) が＇／広く位麟、に使 l札 1 れ 1 l9 んもの＞問題ぶク II 。;"ウ
の共（司m．侑久（丑と名屎這囀／ぷ応：：わ rてん好元素fo4L冷物につい？遣訂，＂
かりfanthanides，町（2,Id-加，jld..!6'扇l印fて災、瞭り知，も疇鳴親位性庄見ぬし rこガゞ
麟的見地から r l よ（）雉寿／如鱈d-／ヽ？砧 (Eし， 2釦 K叩加裕·iしく，動叩良、瞭‘レベ‘I いの
諸沢験，紛↑ q §い、経験I~ J'.り，うq優秀杵t言正明しつ＞ぁん。：襄者ら (1,I‘紀約
し II 、世担 1本駁進法しし7.'如緑 LINAt 1: ょが叫（r,11.) 16クYb点如冗りえ豆愈1 レ I
先"> -;t 18 叩這I叡（＇’}の、特屎と鱈した。応f,,で｀＇ l ;J.，叙 Id.!:名；管辰寿命Trn核絹い手
う「J I 、特長 n\' あん爪‘，喝も＾大然 l司釦和麟 n< 0,I吹＇と低く，河専q'字 (l^/0心）い専ん
に,Jふ伯 rJ濃綿(6]4釦本 (^20芦＇輩03／サ（1^ り） K) 数 /00"'i k_汗 1叙とし，名面が 1か肴賊，捐床 r1 〈
国収し／再使 1-f)'I厚があん。尻q萩皆t'I3,‘(b-T悧今籠：ふhydroxy-isobuiy/icti.Cid 1 森離刺
ヒ｛ん陽ィオン人應広と 1打、， r： nヽ．／差温で行 7 ド為に／讀肛長昨間と喉レ/ fl¥ 7 介、
輯疇厨I 1J‘う11) /6'lT1ffパい（日収処理が‘月‘ばり,i)倒t"あっf-:: p ／ふI司／ ：れに 1やみもの
とレ？ I DaifI。t1-HDEHP (di (2-｣.thyl)he1yl phosph昨ic, aci~)岳7.，囁鍍と痛町ll k すゎ逹雑りIJマト
ゲう 7 ィー11)校訂を応f:。他js' 戸rJ天然、 (b とターゲ、'lトとすみことも可能で＇み

み”\', Yわら数/()塩1001 と処理すん，少浮fJゞみん。 1 つの試H しして，昇泉牲"I '(b(d,·-

pi v占l叫伍）3 tg忍易1 レ／昇和残帆□ I:“ね釘農、締 1 せん： tじ絵討レて， 知恥
討崎心•'イベ旧と？及J::が‘尉し「こ。ふ、：知肩炉’'あみもの遺、紅着、いま庫燻的
と除く澤印があ 1) /ビ‘ーム強度似‘低（(J 1), 呵玉の収甘n\’ ヤれf：：、 IT 蕗ぢん。樟方パ如

枷建彗tし，励伍痕元在齢(lI}5~ 賃殷除去すん方床も試わた。 以下，こ "'Yb(JI) SOほ逗
租クロて卜式につ 1) 1 述べ＇ん。
叫）504 法］ 怜 1 にi、す closed脅11I t詞し，fヽfrb と吟州と卜しーサーとして釦粉·尋

(22.5'双M)を 1科， l, 庫504, H250“i rこ／ 1 う 4 両肴q伶{1 qもしで， これうり董，誦祓現度，
Na(Hg)加ll 着 0 Yb 除去辛＇ぉ 5 因伝 1月収奇L に及ばす影響と紡べ＇「こ。 ＜装罰> f.'g. ! ~ (1) に

(rKa(eti1い翻尉鯰＃祐sa,）と入礼ルgas i t介逍じてから(2) J') o.(.~ii.2 Na 砒•かf /-
＇）クムアて 1レガ｀ム N噂）と退下すね。還元 4 進行と共 I~'(!) の衰 l ifb(J[) l7)黄緑色とは
') YbSO“ q,"文が＇縣、シ広｛み。 三う・コ、1 7 H （こふ＇）肱7て 1バ‘ムt蛉 II ? -/J‘ら (3) の H63習＇）
t..t:.昇 z ぜ 1 Ybso」懸、虫紅 chi、蝉y知nd('崩ぅ広厄；戸過．しか応羞印t-tJ‘り Yb 玲去
翠並 I可ぶlE] 収平£噸広すん。 （虎，験‘と緒果〉はじ＇めに足惹の酢戴 Na{HtJ.)直 II/
如011濃度I!f/..If-虚炉Hr'0Yb P.釦伝平変化5:.凋ヽ， ｝の、袴梵に基 {’'3 ／る益蔽ィオ‘＇a: y如
101昔当青と吠め，以下，前「いJiよい‘'Na(H，）世q彬響とが「こ。 tの 1列と玲2 1: ,1、す。
馴め喝）Di＇り応pH が＇，聞＜ばリ， Yb, T仇のJJ D1k碍塁紅l があ h. pH 砥（オ用を h T: 
めに僻巖鯰と八う〈し 1 /Jヽク］幽sa,. 0\—卸{ f: I 璃卸と H幽 l: 1ぺえて 50濯、崎：行う
tよい。 Fig, 2 ヴ炒I jJ‘う， / ·7 ヽ茶；fャーし 1, yかacttaわ 22.、夕祉1 (l/.幻畔勿 200 釦疇

し代1J‘ず‘のリ・し ~r、1 よしわさ・む5'‘KI ：：：くわこ・さかもとこう・ さガ‘のうえiさのぶ＇
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し卯鼠叫00がげあ‘よj;\" 225祉1H五0りと令ふ｀よう 1 こ 7ヽしあ寸1 N惰) Fig. 1 Re~~雷ごor Amalgam 
叩0 すれ 1 J''p H/.-..Jtl)変位？•＇, fo災 Yb叩ぷ闘1 i• 1’` ?)-) J : q 

際／砧 /4 20、30 必loss !:. r』みヵ＼＼適当 rJ升遠1L,r11 Lバ"'/iold b叫
carricrt JID えれば，ー、の絹戻 I J /J\「J 1/ I] 、J <レjみう。も

し／数!09 勾 Yb ターゲットと紐1阻すんとして， 上比．色た 1 乍

と 2 1印綬逸U.: Iぶ教 !00、ヴrb t「Jリ，次の逸柏 7 0 2 卜（いも

令，Iか細が叫熊t「iん。

随相 7 °マトゲラ 7 1-) 炉知 IL 窟q科紅麟恥近
店，J o マトグ｀ぅ 7 'i -と灼 If)やa 耗告，i9,, JI¥', l ヽすれ

もt-し一 1r —惰;i. f•こ Id それに迎ヽ｀唱で｀Ji,),,。）＼／｛，J 2 100 

呵Yb pヽうの 967Tm 抱1釦砂＼離i疇、 1 こし／綬知座（麟恥 中 cock

～“ぃ似！Jゞ許げしる）し危也レ 9[ H釘麟t
絵訂した。 〈力う砧It)附〉 D心tfon (tr;.f!uoro -

Fig. 2 Yb decontamination(Circle), 

ch/oroefhy/ene poly双er, ダ1 fシ M300) り2~§O 爪esh • 

珈HOEHP寸 1レエン乎 l< /0u ：夕0祉の和1伶 T縣凍：
じ数麟放星綬，珈f/rill. l 恥｝心レ I pH 'l~3 の前岐
すトリウム— I疇頃 l, 1 1 碕 x((g^26) りれ~ II 7 ム

とし rく。（乎］， l k HDEHP li半f化習製玖加purf級
であ 7 たが，柚れ年 1: 残く影響すん11I.OHo-) ti-, 
あみ,, 11 pyro-ester 等内f釦広，，，，為 ether so/n,. t : 

Tm recovery(Square) and pH change 
(Triangle) vs Na-amalgam added, 
closed: 225mM H於04

open: 108mM H2SO社108mM NazS04 

°l。pH
5 

•ー·一コ A'4

‘‘ ヽ'

が．．．．

戸→、,,·'、-1 3

9‘’ 
ー＇―.II.→ -I 2 

‘‘ ー』‘
....J....--- 41 lu(oH]2 とJJB え，瓜ct{)ne 7n 位 (HDEHP)2J.羞£莉丸再

峠晶 3 {i)使 IN祐•'低id 化（畔量）して If)、, f：。
1(l il I I I I I t 1 1 1 1 0 

こぅ 1包は特絨試西と弓のま？ ｛足 1用 L 「こ。 0 5 10 m mole 

信雑文験） すべ 7 呈温l" 行 7 「'.'..。鰭op/20:e滋 Na-Amalgam added 

度の土追ヒしパb-bu伽~池叶叫，雅々の規足及0) 11⑪ ?'•T仇た滋鼠 H戊邊及心］
ヽヽし斎f;_ I f昂、1 /J惰蘊心＜，依，，ヒ祈＼饂 1 よく「い IJ\‘，い疇＜，現五I、tN と
義似し Z ヽ I ん．一‘q喝令，必醸204 t•• T仇＂サ生々釘外，io叫（｀＇沙 IA‘ il::. KE めん。 1ぶ＇辱
11 (iゞヵッパ惰＆「iすが‘, fb はtaI:/,hfが｀八] ¥ \。疇ょの叩諷 j_'7 IC 6N H泣
1'予暮離すみと(iジ IOO4瑾涛ぬが‘兄締する。 T五 ‘(b 溶離曲線 11羞千舟 rJ')` 
loss,i 10~20厖 t [iん。現在讀， 力？ム 1「 4 ズ‘，ぅ比也竹に“)い］ 3 り 1 慮訂乎 1'‘
ある。 （校池痢〉 Tm 枷tim I]なしでfJ‘ら，～呵り下9 .J疇tJJD ん， No.OH 1洪：覧
水光3~ti輝，紐叫壮しし 1 ノ扮ィ A ｀／文J臭て＇’・位節人レ1 馬冷粒 I司すん。 Ybli
忍硲乾l団後，そのよ 7 ，あ A I'1 i o、jNHル祁で‘Yb··()叫心ppf. i:.レ／危ぃ 1 。)(/dc とす
る。 Yb の国疇作（a すべて 97池ぉ詞‘松のy |ine I: I 7 7 ケェッ 7 レ，兒令，｝生直
記でさん。

紅紐応 Yb a:出祀しレi Yb(J[)Sa/J.うまー逆村 7 ロマト互紐冷仕ん一貫棟作心iだ竹
われてば "nべ，；農締 m1 位瓜‘gY屈 100~Ii0 呵7.逗絲吐t行 7 f＜紺屎で•I .I医堤品テスト
1 沿峰， 7 :r:. ｀糞麟として竹譴用され卜。
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1 B 10 療・潰絶如虹積」のための無坦ギ '‘7T爪の製造(JIC)
- (Ho+d) ぁよび・（已＋f)印戸肋起車環従一
（金沢久瑾，第 1紅芍＊）坂本帝，中園薫、 90人れ千和·、

意中潟寄が搾函営的紡飩済用す釘てめ介綻坦年‘叶爪の製造法として．萩そ
l炉竜づ碑ライナ‘ソJ~凩 vじる打落点桑灸告レてぎた。雅束“T肌\.!" I“比 C 0(,.立）,.
I切已（pれ）， Iヽ平（d，皿）印冦叩い V＼るが． 168在， 9ワ°Tれヤずと長砂茄

邸が笞か到狂直ャら払ヤい。凶し，笈註酎呵と所等董（へ机Q)., 1ム7T以そ得-~
::...い研可黍吠｀応，筏2年1-:: ぶも孜応炉釦撫い。乏：：'(:· I/.ア加げ遵，し

か力手騎T瓜夜稔環知戌1奢えら臼＆よう口叩射知牛叶筵mm切差庶
寸イク叫ロンかうの 4”ロア凶頌平p,-;..ヽよび核腐すベクレトロンからq四M
巧tm,、国（q，訊）岱□［x＝ I—Jぶよび '‘7モ介江）’‘8-XT'l+1. I.EX=
（へ3] と心—Er(f立） T瓜反応匂細応そ年ふ吋以参這ばふ
(i)_:句品(d,XYI)‘f-XT尻授応
拉知 H砂（＇“出 1吻）セアセト‘／懸喝芥｀態から拘 1如応、 AL笑 C戸卒 1て 3~
豆／心碩ーや急ざ 1-::.竜気卦事舷も付着さ七 rく。ンkt A必妬で包キ投CJ 1S和會
ゎ合わ奴如知和1 ／下＇ツ\-とレ、痙益ずイ 7 \::i.(J) 4S, す紐知.t- 1) /./へ I. r，A で・
2岬瞭射しf-::。各＃子ッ\-- l'Cつ\,'心心‘)検姐羞とじ 3 衣稟スN 7 \--1以厄j,
稼汎兌年かに危紐国知耗~ ?た。 X=1~4 すりわ 9 必8な． I ヽ7庇，“‘応
豆D向戸細紐豆に丘唸のため応が叫刊唖は）苫紅翠
ら(::z.)にわか彫直統れ 奇完翰J尋拗た許箪直豆）もフ°b ットし知得ら
屁茄疼認愁iバ衝宙吸渕敬彩区かと文叡釦 1.r心く寝序 3 が．痘論億~tすかヤ
リfく麿之\,\ 3。ヤぷ‘・ム召ム吟戸ー丸 A と 1 て伍，pyが蛇。一
戸迩一戎ゃ C ＝ク06 這…～階叩砕。 「
孜り疇心炉ず｀、 I砂品（o(, /'1,) I‘吋爪の笠畝歩両條 ItみoM-iずで—ヒ0ーが直

1必叫） I /6国（4叩）／勾厄の豆戸叫西• 300 心 <,.m 。：：：バ嗚合，燐え
戸ぅ違瑶叩九レギ‘---長）取 H。隠殿“合し`•寄a· ケA・hA- Q 11,iTw.., 
デ叫A•い I虚加が生成すむ
(ii (Er +f)誌
市販の匡()3 ('咤已 0，心、 I勺己 I•砂'“己 334%,'‘宝庄．9％,“吐r ~7%,'-r,℃ 
心％）あ＇よび｀＇‘行云濃縮即細“乞o, Co闊ム製， I呵丘＜o．o3%J I、4EY O.06メ，
邸己紅玖＇勺□I.S冤，＇‘吐冠：i筑”宝 0."33%) 旬池這1叫知知A属.t..

l忍か虻、祈晃知のA-丈喚必介たが丘痰窯凩勺‘ソ7臼鴨した。::.-ぃt痙
和ザイクロ，， 1汎臼V戸‘0応吟AA 1 時）呵ノ戎応イクロ4 冗ゆー之｀·砕砿
炒4. 4時）蘭知パパu1国疇0身む手・窮面沼豆嗅定筈邁ぽ呵爽射q唾複エネI~
岱が•；ぃー記禾vf'-c.＂吠紅叫と＇ヽ7E嘉茄恥ら a 釦和区ー
亥した。得ぅ杓ぷ起関叙名所・a に界す。奴衰研渇·品た払畔材シが彫這
ぁ'_<f'-_'IF ヽム蛤＾レ、`士 I 渥 レ― = ・よ軒！合、加 :,,,. /~ 

さかもと二ぅ，ャ”‘ぞめかある、二むらかずひさ
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a= Mr, C=o.06 tl丹V,., I‘‘&. 
“7已．fヽヰI;v-,／ケ°已｀に対吋 3 釈起測

叙がにめ，同｛糾依存在え必須匙して
拙え令れ也fてわのて心ij ~. 

蘭からわか 3 よう 1て，叙‘乏の疇
＼士＆凸りr骨疇環とり畏m
ォヽ令澤値ぃよか均）よくー孜しZ V¥ 
吝。 lb巧砿ぺ餌ヒ閤していえ l"t‘ノ

Iヽ フ已瘍誼同f幻李そ用バ孔易合／倒

玩//,-.._,/3 囮応、 9門必がい
／町7TWL,()、初色如•紅q Iら斤れが‘生

成す 3 。
収上a 姥乎と摯すつヒ C船十以）

夜誌 (Er+1) 及応いに従和報
告~\ザミ芝＜凌ヤ各が、乃否乞 a いT--:.
捏翰てよっり直嗅でき3紅矯
界}J‘．停 Krて。直苔そエキしヤ翌
で冤射すれぼ廿o ダー'T'‘ット身農甜ク
ーゲットとお約紗今似・ムの
／'67TTrl..ヵ＼鰐ぅ収a-:---汰 0.3夕らuG

んAふか紐が所祝が生知3. 103 

切印的に＼戌鐸ャ廿凸(f “70ク）
が‘惰午Jでカリ、そ¢ぃ d ビ｀ームマ、数
剛し10 峙）年「イ 7 叫比｀／寝紺音
い存り玩臨知洞叶介ゃ叶爪'.: 102 

z 

疇ぅ払~.- .. 6 
さら 1之心t辞リ屯してそ凡会涙＼ 桝

激ゃ店（各＂F :::--'-c:.房少＃→ヘフト 腐 101

゜で←が釦奴や砕岨こ／のTw..浅埠併 5
罰吼，やや紅咋＾歪d，必叫心
廷ガ稟篤．．今船紺すベ・孔溶
荻競袂ぇ小Z い 3 。
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Present Work 
-ｷ-ｷｷｷ-ｷ- Rayudu-Vaffe 

へ·I \— --•Theore t. 
I 、
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I `―•入•一'

. a笑一誓、0：ー：·0:
l ー·下
I 
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PROTON ENERGY IN MeV 

巧・ぇ寇： E心＋f廷召a IダT""- .I6広q
7叩薮

斧好匹択‘

{I)知叫… Yaか．伍．エ戊邸・至ぷ2f4. ((96~) 

叩巫、区—がら戎 C勺，砂必． 7•麟互ICI箪）
（か）＼村和ス田吋男如又加翠告窃 -TCH-10 （西），こ―-14．フエ応九にp.. ‘’l心
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1 B 11 幻絲知り知瑾侭し 4｀り‘q囀Z心滋l災

（患幻闊郷） 1\““·鵡牝燭

昧・礼化＼ 1 邪~Oi.. l::~‘ いら
知鱚が;ぃlii維： m、炉 C和01 繕釦‘トリいム代狐け：：： n5 ．紅鉛t
X’ぎ ~,a;~ • こ/....ンゞら しヴんじ｀名う
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ク、い秀ik't:しゃ，姜、行い鰊 I N'紺簿il -t-レわら 4‘ じ成痰 l f= Po心ヽ1 1"  
狐琵 l がら＼し嶋，糸 <b,5a ，知 l00* `、J辺） l= 0 、5m渇杭 h ttt進J。追し合
叙ぶ和召疇和紐t o、四双紐項移和和知繹I,ゃぶ知
霧1 ;17._;;;バ象”““I,f~かしび紅：ィい）ウム七仰しtfり 5 濯和
糾知 I琳約合

9• 49統0" ン， I＼` 1 ジウパり，，，応•1.t.'l'.- L 渇1~,,.五紋tがリヽりム
し 1 介｀、ヽJ}'lし瑾い長K伯I蒻稲叫叶Wギ／咋I4 令パい紅疇
和吋“り紅 I 1” 目 1希 l 斥．知奴知叩ウA 9, グ
ゞJ卜渇1 よ‘) K りヵ砧 n折が．＼で 1 n‘追いり、、 3 二℃ t和t, r'V\1 妙
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l B 12 恥直射能知n秘造 違．射条件の改良一

（原併）尋尚直 •O 茸即痔行・反田去美

I 応 lり主として枯医栄の分野で利用され 3 ため． 人休複牛 aoミ瘍合に泰，卜生
が問咎ヒならは I l程及に比放射能咋 n 槃品が平求され~.現在．日本手．｝叩灯
で 1まこれらの経 1: /..::.し＇．比双射能 so じ／3•CJ吐 n 心屯04 の 0. fu/. NaCl辛請高紅
出荷 L て 19 3. I祀J...炉t.. EE 秋村籠の市、，勢紅得るに 1ま (1)魚牛、I•生｝束 /0、3”/t,.,L5e噴
娯を利用 L たチラ lしド｀チヤ lしマー及た 1:. .r 5 和広ヒ．（Z）的濃縮中定 I司位休（天
然存庇tc.1'. 3／免濃縮度？げ）こ 90窃／伍‘g噂応で殷対す 3 方法いがあう。後殆は
比較的直処理が局単であるが｀・ターゲットであつ痕縮l司位 1本があ伯 c 入手が＇困難
であ 3 ，又執中4•生的束 10'''"/4が心定掌的に得 9 ためには日本パ誼炉の登森争lや｀
らある！艮度がある。一万． “l訊ぼ処理Iこ杖雑 2 があ＇）．収率がf象1) と I I う欠点
があるが＼復教の歴今”..i更用でき、ターケ'•フトであうクロム酸カリ Iむ担価で定帝
的に製品と出荷するに 1む菌 L て（ I !J •現庇 l古面方広を1析用して沢／＆製品と噸追して
II うが．本殺ではチラルド•4- ~ Iレて一広にぼ）．杓臼f照射条件の代討と行II.
宇定した名rt袂村能町 Cr製品の碓f争と目的と L f:.。令}J和勾茫射が数、放射稔．
ターヤ匂卜の団灌．熙射麟ぉょ叫埠牧II)放畠時間 1::. ク I I 切痒と行 Il ．如玲
藷槃産装墨E 変え砂て叱J)比枚射籠の変イかど成叩．
2 U)Kふ049ーゲットの含水分曼の変心
ターデット中の木令の影恥 L らべ 3 E めに．市殷特船拭菱比ha （往晶粒I\,3 

伽”サ：紅叩•'/o TD) '.f.のそのと，ベレツト（廓 TD) に放型しtものと、 5
00 ℃で亙空90釦．水分臀 0.9％除き粒只微細化(~0./””や）とした毛のをそ
れぞ咸紅ft照射し．紀Iぽ処理E L て比放射能の比較と行った。
(2)XW浣射乞装条件の変丞 l：：ょ? r稼発熱によう椋的変化。
鱈中の虹砕馨E しらべ 5 ため図 l に示すように夕 A フ゜ACKふ04 珀）お

ょ仏ミタイプ B(Kふ 0<1- 2!;~) <I)乞業条f和哨紐理f L 
な ll ターデットli:.照射した。タイアA lまー船に使用し ヽ・・三舟舟叫
-CI I !)謬tあウが麟ギベップがあ I}知違心く A type 

: Kの尺｀古V4．言、ー；で99霜富］：e）仁＝—
疇L t:., Kふ 0l'J.？ーケミヅトの中叫麟 lょ約 IOOC応
200 °cと計耳かれた． 9 イフ·A 乙：の Kふ 04 ターゲット 図 1. 9 ーゲット窪這
晋の変化によ 3 も喜：：つ（ I ても合セて行l). '>f..れぞれ
疇射条件下にお＇する町1 しv製品の比放射廂値乞求めた。
(3) 懇中、卜主各東紅刃烈和麟 n変他
JR R.-3 の V R ~f炉L t使用し． K2(v0“5碍紐中、I•生各の高 n f這(¢:::;2X/O貨心
幻びイr. I) 位星（か05XI奏加）で 1司呼問照射し．に放射能ti)変化をし；；ベi.ヌ
叩患射位置での I サイ？ lし（約 2n 時間）照射ぉすひ］必サ 4 ク lレ（約／ム4時間）照
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射レ、比放射籠の変化どしらべた．
(4) 照的食の放呈峙間の交化．

屈r 011 （無た涅） 508 E4r、与炉照射し、近靡げK E.品成させっために 1 週間放＄
してから似ず処理と行うがこれを仕らしてだ理 L f: t易合の比放射廂 Iコた I 1 す？彰嬰
E しらべた。
(SJ "名 (“c4け）庶射によ 3 三価？ D ム生成昼： l:: ウi 9 て
幻月照射と同乞装条件て乞装しt kふ 0項料 503,を ‘‘Co終我を利用し 1XIO' しント
ゲンのけ輝、紺ど知 I, 索f祭り妓此処理と同条件で知豆処理討和 K. りが社峨
のクロム醸カリと束照射のものとの三価クロムの量~ tt戟して来‘め瓦
3 輝LI)~(4) のf．屯果 E 3 とめだモのと l図 2 に示した。S'/らの比放射能 I古 Kふ 0“
ターゲゥトの含水量• I点A の変化に l茂男籍囲内では特に舟紺 I古稔められず、?II/:t

這比例し．骰射殺がら如江m | • 0 

での枚墨時間が長 II と低下す 3 こと IGO 

が約｝った，一方 r稔照射 1こ.rつても
ク 19 ム甜．カリ中に三価クロムが生氏

すうことが'¥リリ．原．｝けで照射t E 
湯合もか内でり放鉗象によう彰慇 Iさ
ざ lt遠閻．高比放射箭兄鯰
E得5 E め（2 !古 K卜 1打での Hが舟ぅ讐
E 疾少 2 tうこt Itかなり困懃であ
リ如t n 佐 I I照射条件が良く照射
後佑＇f処理ど早く行う 1必要がある：：：
とが｀騒Jった。 し力‘ば肴 Iご咲要な躾
品量項町うに（さ｀ウクtのあ II
照射が如要とな 3 ．現在で叩狂3
と使用し、租中性．｝東の低 l直置ヒ
恥飢豊で条I2kzじo'I幻を庶射し
J@問後に合せて化lた四理を行 I I. 
戸 Iしド、チャルマー充、 1二ょぅ濃細
李ば (?,r）戎t tt較し l /fJO倍
で、比如膠 I” 応／加 C竹•C..' 全剖
。も登 300 伽＆贔池放射雌屹心巖
追して r I う讐
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l B 13 含史の以•粒和楓射 l這，ぅ夕9八／i'生成揃面積/1)痘'1 定

靖田罪平，山越和雌（東大百届稗研）
，愴佑礼亮」！大珈捗研）

深廼座淮穏物中の苧宙練炉成核種ば，把莉；外物脆0)蹄下誓，百宦線心年度
{I[ l二ついての印索な 4青報をもたらす。 夕3/\,,I"1 (T必＝ 37 X: /06 サ） / 5？瓜• (T厄＝

g x/r 勺）か可計危ほ，穴気中て＂遺成砕夜庭そ（ず Ii re.厄‘•生成されず＇／這 l甲
祖象，饂剛げ応 l甲留露との相亙作応＂たがら戸成さりt汀＇に配下してくるの
ヵ沢訂分てある1:'...考久ら爪ており，苧＇宙庖の裔~下是／二陵］する罪見t喝る (}\1 こ會翠て＇
ぁぅ c 宇倍危和：：：生成ごれ 3 幻N1 1 ま，主'C. L て竺兄区り）厄広 1こイ各る℃礼定さ
瓜 L cl るが，＼―め夜『塁順負噸I 定直か発表よ小て \.,.I な\;\ 0 、‘\.‘t'、 (3 厄 C凶）グ勿＇

紅'.::, /fi［面積這）定しにの℃報岩すう u

く愛喉＞

i 以勅這射 以泊心 I遣研サイクロトロンも和）j可し 入術上ネ 1しキ’‘-Ee<.::::.

2 5 M ご，t'ーは瀕度約 1、外＼ A て約:J. s-疇、蒋的 L, ヒ＂ームイン了 7" レー 9 -

によ 3 以粒謬渇（元＝ 5、 ~5>, 1016 ケ℃•あった。ターゲ、•I ト\::.. L て 1 ;:;t,天胚， I汀｛互
”成のア、 7 '1l吼／c而條慇を用し＼，入釘エネ lしオ，．ーより釘ヽェゑ lしぎ＇ーについて
は，アル；拷を（司い「：：：-Z 7··,7I、 7 ォイ（レ法（：：：よっ仁。
2 和町只I 定 陪紺し「羞翫ょ臼Ha+Hふ Iこ落軍し、～ I呵のん／1 中ャ l)
アーを加えた。険イオン委オ祀忍により応を産離し 銅阪：：：覗恙した。雨届 l にN19
の吃ご［ょ約 93・吋 le厨てあうた、化呟分離羞｛乍，和届喉（乍を食めた化生碍’1cJ、
這謂這虔凌 1こ・榊届 l 「こ N1' そエ、‘/4 ンプ L て原多瓜え洛、によぅて遵'1 定 L. q認
~ 99 °んの腕 OO I：：：あ‘：：守った 0 "t.  iJ\え？俯炭（3 ， Xe 切入フ冗方「、C -‘y，ナルカら
ン 7- I あ純匁釦半埠（ォ検也器C. PGT-HODE し [G之S) を町1 て穴。<11 6,9紅
伶- X 黎這1 定した。字炉，酸t 1d ，巧？幼原子の約が痰応＂ぁ這平稼、ご原直濯能
とが初否了“`定し．生戒立し卜 Tニダ入／て屑； ＾数を、す（あうえ広をヒった。”凡'
戸釦原ほ，冗 Cp,')1) 反え戸t戒 l 「こ srAん と精製し、 6澤＇もズ 1＼゜イワとし E 唆
和祐訂ての唄'l定 1：：庄り臼N，原了ふ数s</Nda= /. 7幻／0 ＇3廷腐ていうt0)て｀
ぁ 3 （面衆．庁生によ 3), ミ(T\元浅t'(3 6.9 keV X 魏の純力芳虔 Iふ 1四毎t'、ない。

窪果＞

Jヽ）‘.l::の翁虎がら反応拍面裕（3 庫）＝ □必竿傘＝五声le ーロ“立
心可etToi い年1) 靡戸～

として衣・められる 0 \.`し‘て八 I塩的梃，、家ぎ 5叩pie, 夕fc¥ (O,，そ 4\ で＇・小名フオイ 1レ，脅、
存訳料そ示 l, N仇．Yq c t (3 ，ダーヶ‘・／ I- 中ぬ合疇．；の約を、,f-す。粒屎←互し le i, 
門 1 に芥した。跨差ば，云文佑裔．項碍只衷訂諄差，知翌B 合南定の該鬼，悠督分
疇て＂遭I 定誤差，ウレシトイ:::. 7 1" し -9 -0\叢見がなオふ1 いる。オ尼恥＇の
麟 11 ，手 7て 1こ叩し 7Jし＼夕りv~· <1)背松動 1~,;i:的らず，オ在 X 饗0虔0 呼、Q計苓；社）
學，十＼唸衣煩叫氏以筈の不戚定で男も入りこサ乃いの 1 がクり｛が勃恥ぁる
名呈ャ‘ぐ馨らし卜たt尻えら小ち。
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Table 1. Cross sections for the alpha-particle 

reaction on natural iron 

Energy interval 

(MeV) 

Cross section 

(mb) 

23.8-25.0 

22.5-23.8 

21. 2-22. 5 

18.9-20.3 

17.4-18.9 

15.8-17.4 

13.0-14.8 

11.0-13.0 

8.9-11.0 

6.4-8.9 

164 士 14

229 士 18

273士 24

505 士 50

621士 60

841 士 80

622 士 49

421 士 36

165士 15

37 士 4
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+ 
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函
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l B 14 欣ダーゲ＂ットにおける悼，0(照組にJる玲粒弓狡出反而の方療

濱江尺狸） 0 打和久初，中原弘邁，村上庭従雄

（飼］夭然 Ni (Co(O./%) とターザットに0(, 3H皐紅：：ふリ医営利）社で有）恥 “G,
叩，四ム0)生成叔麟戸求める町認お‘こな 7 7.. 3 たが（瞑31 謹季疇
(I?？り） 2 11)さい相当量OJ 55c。 9C0,”&,”& 9 仔l1n,”加fll生成庄7-tとめた。 NiJリ
生阪するとすれば、下さむ遺＜劣粒み放出が起こらなけれ1 幻ら「Jい。し 0‘ レ、翫，
厄，応仁：の不約物がターゲ、ソト虹扉豹直‘ー：：トら0)汚千庄危易に庄成(/)ぉ
それり‘•ある。し町）｀って、これらむ精製分離'L r- Niターゲ、ソ1--互用い．これらの肋
起叫禄苫采め、反応q微揺苫知み手が D‘I) とする。
（奥、戦］疇二、＇）アル臼 N函疇疇夜も、い1XS 這し、通麟J 1/Ni色峨
配庄戒し、政誤こと1J‘し、 NH以圧加え、pH 互 5、6 に3眼製し｀銅シート厄腐極とし
て、 47噂“, 6研｛誼着した。 1 NAがNo蕩液にひたして＆む危孵し、箪均20
齊/cm1 の N, 7バ Iし店得た。 2 れ厄 lO~13校のスタックにして、珪濁寸イク 1Jトl'.l
ンゆ 2 コースで、如～如7 /1.謹の<X, iH塁射ぎおこ炉巨。ビーム電流辱及び7.o

.J-'A で. Jo炉9o祠叫Tした．鴫1後年（Li)検忠篇204紅叫．又は 4/)f墨
Pl-IA l こJ I) 、足立俸角素で r線スペクト 1レ互測定 L た。 IAEA n屎標準い用い
て口'視柁ぶ効率をあらがじめ決定し、これによリエネルギー校正とおこな｀い、喜た
輝恥輯紅r心疇訊定L 広虹煽直叩紅リ、歌紅 l □‘‘ぃ励妃
疇ついで屡し｀ターゲット収率羅］繰苫采めに。す吋わら、半戚扉魏以下のものの
剃足ばおンrJゎ r丘｀ったが、這、訂でtJ 10鰭、叫如は12翫植（己ついて哀めた．
すでに報告し E‘四立n などものを、キ得ら紅結果の一部と下記に示した。
（結応·ぷぴ｀芝濯］存在氏.i\／心？€,ヽ0A 26,(6,‘加 7.2t , 0N, ,J.66, 6Wク 1.16x
校反応に関する周1系殊 l' デ'’ータのー寺い石下記にあげに。これらの核反応で、クー

・ロン障壁団． 8 H叩這であリ、o< 0結念エネ 1レやー認30 /1.釘｛：：たいして、Jl-k
では、 7、 72 囮t.小 3 い。し邸‘~?て、 3叫珈で（J｀ 7 -u 屑壁gこえれ吟甜
謬か司能性が沢3 い． 蜘厨叫）昌蒋邸0)分ら八る渤令¢巧しl.
(1) !;&'Co （町）尋射て： lcJ‘ N゚'i
(o(王）についで、加（c<，3Pn) 紐核が起こると計ら仇るが、げーしま三
心M戎｀と拮足 2 れる。し b‘ し、
その生讀 Iま叫知（こたいし ”a, 11W' 霊
て 1 1行小 5 い。 3比速知では、 叩· Ja.,,_p:九
｀［（知，刃），呪（給，叩）完o 3/V,ｷ II ""P 

履手ば、当舷として賃i（松2） 加
知pn) が主となっておリ、高 0 % 

エネ Iしやー側へ子ー＇）ン／‘して 喚 知. II oeJ/./..ヽ屈 魯）2 |l 匁．321 泣P?L
むらまっひさかず． rJ ()'ばらひみ h ら・むら O' みゆさお

+ 1.o2 

ー／9．ぉ

“紐紺
放出栄謬
知P
otpn 
J~p幻t

ー兌i¢

ー／．迄

ーダ． 99

"'-P 

4pn 

O\p.2れ

—幻．ーお ぴ
＿
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じるこには、直蒋厄薗‘―起＞？ていることも示し（し‘ん。ぅ晨痛勺\/i左 l吋いると、も
っと判釦そ疇与鱈すシとがで、守よう。
(2) 5'lCo 閲（J6.o ん）鵡心方がある。Q紐ふリみて巧Vi（入以11.)が主で｀
ぁリ、 (,O柏（店艮応にあ和‘ら rJ L'. 51N1 ょ 1/ Cl'!げしれンが/J. sがNi（ぶ．呼）ょ l) 1 
ケ似、上いく｀主として ”Ni（以，o(p)尼。で生戒される。（か～ 19o 叫ツ訊'eV)
3H且年（図 2) では、 5'{Niの生成は主しして、 "0Nr （知，心心（し、キぃ証 12. i, HJ)
p‘→まず力られ、 2OM叩這で～10 '\M.b l ・：：： r.J.るが‘：っづいて 6/N; （加乃＜虹） （し 9 い
値 2 1.1 3 如『）、 さらに ‘2Ni（叫，吠4-汎） （ L3 ぃ ll 32. 2'-1麿）があること的饂
さ札る。こ外らば呑丘礼八、3 ＜ぅ覆稲 9 -『‘ヽー／卜 E)吋い、ね鱈以上 a 局昇 Iしャ
—頸紅あ‘シ乃う必匂｀ある。おそらく、いわゆるい s叶怜かs伍、羞柱じ
冗ふく｀ず埓わら、よ久st四とし（麟均（ピックアッア）、ついで疇
麟這危以にると花足している。こ~.J 1) 1'71 以上尺3 l 閣潅漬乞もって究ぶ
厄恥‘｀計にめられた。おそらく、 b0Ni OHJ2.，鞍1l）甘ぷ上p＇・、リの部介としめている
げられ、ざらに高ェネルや一、し3琳すぐ h祖灼か必令咄、ある。こlfl.-l這 lI タタまむ只謬0)
脊和蜘、叫叫麟 lこあリ訳いく詞r応ヒふもY1乙砂an~i2.甜生(/Jぃ
シとも知るンり‘亀ヽで、可よう。

(3)吃）主として 5り M(d.，戊）SWi(:Jる、吹んねらの定れ：みがある。しがし、し
5 直b‘e 2虹4虹で、心心で 0、 3沙ヒ 3わめて、1 、 3 ぃ。反面引屡財で｀は（図3)、
go心 (2窃:e.v) が埓られ、 "Ni（加，祝，）切／惰与とみられ、すたピーク妃声ら
戸、 祁Ni（如／J仏ふ）5‘Niも寿 (1) (,2.) 

叫止ニーニ〗 58C。 :J 1;| 3廿e
閲叫追、月1で喩（払，和）
/l)崎与も系むふク。穴Co (/J直免
庄成ば、 l1lわ‘•2 ケタ大 3 く、呪

10 

偲，r/..f)に d る。テーリングば
直麟柱」器与口乃させ、 1 

＼芍 I ネ lレギーで I J ~Ni（知，処
因 rJふ渇手が表えられる。

(3J 

10 2/J 30 心庫V

(4J 

1!l 荘 I 唸 l 1}| (fJ(u /‘j 
10ト I I 1 

0.1 「 1 ト I 1 

10 20 30 的Mev• 10 20 30 40如
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l B 15 111, 119, 121 In などの集知丹性の間恩点，

（阪大配攻短") 0 森川 [ 
（阪直） 稲島賊三・三爺亙釦た孜
（克豆い炉） 店田走郎・笹島加久

皿
＼
＼
＼

、
＼

\ L-

—— 

8

6

4

 

・
・
評

ｧ 1. はじめに
ln 直骨数奇改の I司他体、 Iこは，ほとんど例外なく鈴ぉげ伍状態の存在が
知られており，ゼの蒻性哨丑碍闊ぁ 3 syst<matics 乞示すと佑じられている．
＂いわれ 1紆鱈 9加状態届~M4 庫絡のp~rt位[ -糾e などの syst e仇atieS Iこ
阻 Iじい井ってし）る． L 'i'lヽし，これら In 農牲枚の壊没特祖中でも痢定の席易でなり
IT と¢壊い加絨． 1；；tま奏鯰疇応靭りなもパ今（）．りこで｀／われわれ 9手
知／ I C/) I 2/ につヽ 9 ての庚験を姐め，／'1In 1>研究結果の一部f守和でに報告した（穴
心］放射化）学討論会）。こころて｀‘,従来直 l21 の業支I図のうち ITI戸旦，全く
117 からの顆雄I二たよるタトなり痴広｀’あった。 しか ~I:::. その＂吐几0)壊支 I図と検討し
てサ 3 巳不t令な宥験 I＝峯 1, c.おリ， /I C/ ,117 の研究に 1ま， 117 の絣明が見吠て｀、あ
3 :::.こが判硝した。今回は主に II7エn.の”線， 1211“汀線測定の結果た報告すふ

一 ｧ 2.,,'7恥(i氾m: /9｀バ終剌足につヽ） 2 
の報告 I), 3),S) /j:匁ヽ l~, り緑絨lバ文床

1）い叶で浪謬直立に（本すべ｀ ？屹の結
果這われてし）る．とこう本文蔦）で、 1本

”｀叶疇の｛碍直（ 38-42
叫れ）丸勾， 6) と 1誌令く奥 31.I tr と報告し

ており／用いた試科叶も度パ如し1.
屹心慇逹麟が叫．Cd+ d. 7:あ 3 ガ‘ら不
馴疇汀訂訊I本充介 Ic匁えられ 3.
屹こで，かれかれ 1ふ鵡tJ) "71企疇
鑓ヽl て嗅り足屯詞斗た．
/.8 (2) 主登： 96.gJ % 116Cd をターかット
とし，＂‘cd （れ， n''7Cd.ァ"'7111-にふっ
這った＂土を介紐精槃した．りーゲ
ットを HNOJに塔糾俣 Iれは N出oH で＇
L(A. (OH).3ラ他殿 Iこ甜集，再癒解し l "シ
項盛説戌屯灰化して P線凍碍た．
叫合平印観後,/80゜収れん知綿ス
”トロメーターで反復測足該忘柚‘
正し？履埼レた．得られた¢綿スヘ゜クト

-2 

゜.z 

沖 IOO1/7J.几¢線

F砂叫 k血p姐：の例

,6 /.D ／．千

局 MeT

矛 I 表＂吐几 B 繹測定結果
各成分の 届成合の

戒分名 長大エネ Iレ芋'--(MeV) 祖吋地、度

工 t.72 5"土． 0/4 100. 

江 I. 2.叶士． I 1'l I 3.0 士 0.5

皿 o.735 士． 016 72.'1:to.6 

もリかわかヽお~.ふくし手しぶうを｀う・みとうあさあ・し）わたし 3 う・
さマし｀｀ ｝かす小さ
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)しの Fem-Kurie P文otの一例をオ l I団/"(,示す．術幕牧によ 3 餡杓で得りれた各阪
介p線の疇がと相対強度 1ょが表の通りで•あJ.
(3)彗： 1 ／ rg rrt.からの¢緑とず＝ 740 keV とす 3疇 lけが表 1lI 疇介と一
町ぷ水，這 1) 鳩県に見らい Eた I772 ke-V紅虞紐の積般み免介燻
にり知れること乃ヽらは不純物に内来す 3 と祖定した．／'7ln 危6原 n最椒 Er
”はI であJ. tた，強度 l詠、十 u 直疇‘I"ir叶新しく見付かった． llA..l疇呆
“り濠笈間 1本修正の車があふ
ｧ 3.,2, In 
(f)阻星瓦： f2(Iれについて叩と 3 n 平栽軌（ 3. f訊lnJ.2.$" se.c) およが為t本の
渭研註”'.,,がある応令違 0 帰んにつヽ1 てれ戻験的根葛這硝で·なし）．この
ぃ問雉舟命抜d)政を決足するに 1ti 1日当リの計歌穏箪時間を辰くできす．．I 一方 I
椴忠器に許案されゎ令けt~牛 I~ Iホ靱的1f.あ釦ガヽら 1 ®配戎り定で 1也伺々の口砕
リ 1::. t%な計軟1直口麟で、ヤチふい．従って令汀い帰属を叩輝就す 3 こと水叫惟心
3. "バlIす 12.( l'Yl lしつヽ！ ?, これらの困餅訊阪し 1 条り系如沖~叩りをすは叩
｛れ＂いい帰属を茨定し卜うとした．
（ 2) よ皇：唸n (92．つ）含属
とターゲ｀~/ 1--として｝束大ゑ引炉
＂加d) L I N A c 1-c. ~ ~（い）
及恥で発走し， C,e 山） lt s る｝紐

吠巧った．t1tぢ計舷他い集
めうたり鱈 1 回ご｀とに 20秒

I机 9浪t 25秒叩佑で 30 回挽サう
ことを｛シリーズとして 勅足勘
紅い作っ？，直 lこ l司じ｀こと
を I3 ;,りーズ、紺J連した．兌スヘ°
クト 1レの 1l.ue ー尤i me を植｀正した後 I
/3 シリース‘"j定を加阜して 1 つ
n ラリース‘m合欧スベクI- Iレとし
解前 1濯した．債＼々のか綿 l守令々
d' T}s.かり帰属と決定した． これ
i?、に帰息狂）明しt~ o貨， l't；紅）
通りであ 3. /2./広： 260 ・ 2 J 6S5. o ノ 9.26. 5 keV 129 '/t'1. 1れ： 392.0 J 
!~42 J I (02 I I /20, 2.247, 230J ke.V. t tc I む疇 l さ／2.1行れ床9 年・ 3 sec:./ 
Iユ 1 勺ぶ 1本 s. f.3伽＇ハとなった．

n Mc如叩s, 'Phys.紀．立，q3 (l qラS ） 力恥de”', J．松呵・加.&.. C.hE\I\.廷， I57 (If69) 

3>W叫e ら，J .L呵•l'l'-'ci. Chew.. E.,'l'(I?6() 4) Sch四3back ら／知d ioch iw.A cta l.,2.2s<196?) 

5) Baede4eY ら， N叫． Phys・△卑， 607(( '7 '/0) 6) 恥叫1° 1'\; / J..,_’uoべ1 ・ muc!. Cheぃ．丑， I“9S (1如）

7)'(uta ら， N叫． Phys ．と， 9 /9 (I か） e) Pe 仔el\l\ e ら， Z. Phy~i k 平， 38 CI973) 

q )Schei dしい心咄いう I I."吋•flu&. che1<1. L e.廿ev 坦， 47(.9初4)
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1 B 16 uoパレ、ジトの共鳴中I注輝己遮蔽効艮遠効長也様か

（京大息研）西朋太，籐原一郎，今面信酬
森山硲文＞。危田具一郎

序） 238u 峡鳴中性予反収餅面積I ょ， 6.%,,V, 20.9 ぶ， 36ぶV 等に非慕に大
き訊嗚があリ，ペレット状照射誅斜では表面成亙令でり吸辰が大きく，無淡疇·ぃ試
斜を用いて得ら礼た知も積分に比べ‘)全潟返しての失t島嗅戻断面稜口 かな）小さ
ぐなる。 脊ぅ知駅怪T束り大きい炉にお！す狐峰tで l';S'こ頑こ鰈豆｀
鯰断邸度の評均力＼童車である。 今字が疇断訊乏求める一鐸知 L てJ
麟釦麟呆による uoぶ斜噌和）吸反麟t71戎少~, 23qNp 17)今争から求めた，
如←厨，疇的諷違琴として[j,武麟這 (Sc吋）』試糾重量

(M9)として約を 1＼゜ぅメータと L た絃峻弐応ある b\:-, 多く o.7 にお蒻
実験データ 0惰籾↑による寺今であるため，（1) (2) さら［こ多M り人きなぺしット試料
について実験を行ない，経験試り返見守性を当性を考東した。

突験•j琴） U3伽料未をプレス知虞 1300℃ 1 峙間真四犀 uoぶし
ヅトとする。（直径約 10-mrn, 厚さ 1mm~2mm, 白度 m/c而～和秘砂
こ礼を） o.7'1>\/1心唇、グ）カドミウムキャフ゜セル乎に訳めたもグ）を KU 尺気送叡約

30秒翌耐羨）ペレットの一釦リ数呵～ 10吋つら顔磨して知謬 uoん中に
訊している 23幼量を瀑畷l←よ＇）定めた。 採釈した U 0:z.">L動知鯰
虹譴度広lてよリ定愛し、長製知表面ヵヽら 1九辟に至る 23?Npの分布を求めた。
函 1 で＇＼す． uoュに関してiかウうン屈子のみぅ唇、子喪度も考乙て，表面がらゲ深度

による 23?Nr の分奔忍表面を 1 とした相対此で｀示尻。呵l•厄］と I：：，全屍ウラン照射
に関して叔告さ札在央鴫杓主子淡股叩分作曲4皐を示す。 (3)

＼
。
＾
｀
＼
年
｀

•' 

r
 

ー

゜•• : U02 (Experiment) 

5

2

 

色

n
1
d
&
e
>
l
l
g
星

A o 

— U metal (Ref, 3 l 

0 l 2 3 4X1 
D EA PT H u a toッ益
238 

Fig。 1 Spatial Distribution of ___ U Resonance Neu t ro~ Capture 
にしともた 、い、いわらいら 3う いまにしのぶっぐ‘ もリヤま かうた 1丁 とらた Lんいち 37

.1 
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この的で｀ 13 ，ウラン序、子密度ゥみを兎えて分命を示しているたY), U 0辻：金属と
の密度羞：：：よる影響 l3 患、くねっている I'dずであるゥ＼‘， U O;,._ '7J場合に（ d I 駿危危、う I て
Jる中性五鯰戎述砕め、試料I付てへっ中性ナ喚収叩f氏和3 ，全尾へ湯冷よりも
小さく，拾に武料中央帝fほと．、この効来疇しく，試料全知 L てへ反応度へJ:..昇 I ミ
鱈 l ていみ a とのたり，今後月 TJうぺしット試糾に関する知船衷分を埓みため
叩理尉t蟷で（'J,｀、勾効果を含めた中性闘麟疇“‘心象である、

一方 殆を 1＼゜ラメータとする臭効断恥積経験哉の，ぺし、ヽ）日翌 l1試糾へぅ筵l丹を
険計するため， 粕這TJる uoパしヽットを同様に感射 L, 試料全体む釦昇俊，
疇紅窮輯使によ）名Np総生餃昼を采め， 突効共鳴秩分俎と患た。

Table-I Effective Resonance Integrals of Uranium Oxide Samples 

Sample S/M 詞 Dia. 

(cm2 /g) (cni2 /g) 1/2 (cm) No. 

1 0.76 0.87 0.84 

2 0.97 0.98 0.51 

3 2.41 1.55 0.975 

臼 (1)/（え）でね％り屈か｀‘'; 70 
（約yュの一次関致ヒ皮駿準§
とを比款し， R点（z,) Iづ .:?, 60 

0、 I夕＜炉虚（唸）i 50 

の釦応（％冷を用いた ; 
H 40 

如経験英七＼、 U0..2.に対して g 
最も一致が良いとしている。 ~ 30 

Ieff=4.57 + 2f.1 (%)yュ[ 20 
名

今国月いた I 3/1'1,{直り大き TJ g 10 
叫抒呪命呆（J,こ＂経験弐 祠
り外抑'C- Ii Iずー玖 LT-:::. ｷ (Fi炉） ゜

Length Density Effective 

(cm) (g/cm3 ) 
Resonance Integral 
(barns) 

0.87 9.3 32 土 3

1.05 9.2 34 : 3 

0.15 7.2 51 士 4

9 9 

Fig。 2 1 S/M(`)  3 

.... ‘らに合浚，先に毎られTて肉打（呻心戌物分和叩泉を再連するような 試糾中
叶性合翰送糾雄を灯 TJ ¥ ¥ I ：：札と円杜状鈎叶に痢用して実効矢鳴稜分を来V°) I 
鵡消糾 Iミついての類麟瓜ぬ，絲訊とり一致/:ついても検井する．

References 
ti) E.Hellstr-o.nd; J. App.Phys. 2'8, 14q.3,(1't57) 
<2) P.G.f. Moore et al.: J. Nucl. Energy 16, 335,(19G2) 
(3) G. G. Smith et al.: Nucl. Sci.Eng.'/, 421, (1'161) 
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1 B 17 柘即也鱈核での光核分製反応のしきヽヽ値。

（京大孜碕） 町駄， 0藤原一即，今面信嗣

1.緒言．脚饂遠手枝I;}: 的 2o 叩恥戸光和’'枝；；；姐及応を起す瓜‘{17)栢I
合はいパ‘、ある。こ如古▽菌近0)原手核心：魯： M碍五ェネ Iし竿'-O)x_和｀＇火ぎな粕I
知叫遠直すのtは非常違9 て、ヽち。この相直心麟這→｀ぱ棧；；；翻隆瑳
紅号羨鳴ぷ＇）伶ヽ9 約1.あつて柊ク裟 l"J, 1 れ乏 L き、寸直tしてエネしキII- t t毛 1::.
賽 L責＜，¢丘疇正応叫J；；裂陪稜 lJ;｀け小豆核、の巨大笈鳴りが‘に終
ろ 1 とす｝所にある。 )(L て新い）を手エネルや祠疇濃衛 l て ` 
如の橡橋這瘍 lてく 3 衣｀所がは大きな焚喝 r 寺、 1 な、、し戸の
どーり値乙比較t和i‘lなるか 1:::. J、さヽヽ／浙面積1" あ 5。 このよi.,:励恥れt喜ふオ支
這這面積バ）、さ、、豆噂輝麟吋竹面積tヽ1、ざくな 9 て、、 3 こ差ぇぅれる
心叩戸認応妓爵及芯幻麟叩叫濃と同様I：：励知平 1しや一の中椎
詞釦エネ凡ゃ‘ー及碍核刃讀釦這］｛知｀＇きう 3 l吋‘であ 3。•この之こ鳴‘る
紅 Iこユ01 似pb (紐l司幻素虞）I /'f'7 AlA 1 2..,...,ヽ l て仰叫鱈心

訊韓慕惰譴とも豆碩映年追。
2 ．輝． ダーゲ｀、、JI-．年／⑰戸のば、Jカーぶ‘ネート 7 4 い応疇50か
｀マイカ I16人(?f, 91 1 o/。) pb(ff, f和／~)或ヽ I Iさ知('/?. 1 砂）を幻
~ 300r9／畑巧恥 I嘉祖誕着 L, l目じ‘)豆 3 のば）カーボ‘ネート応 l"lマイカ
這底麟恥童絨合せたいの玄直径 2、 0 ""'臼疇 l2切知してば、）エ知汲
11.麟応 L t1..屯のをターゲヽ‘/ 1-tして困ヽヽた。
顧．東此這輝疇戸t、、I1 12 t 1) /紅疇紅馴屁‘#0 /vi可戊
塩て｀＇/$#t）恥紅鉢廷冠‘ェーり一こして 約1動輻射、各知格生させ鱈の
如遍和‘除去 Lて，瓢叫畔。手た 9 ーゲ‘ヽヽ｝卜直 L‘枢応紅紅拌近 L
昭宜置て｀＇同時 1項堕すして伶＼童濃鱈3緩のモー 9- t l t=。
痢茫．懇前後ぼ 1/ カーボ、ネート（本{, M 瓜叫りo°C /o飢てイガ l1 午0()/oH翫靱幻 01V¥. 
の工ヽ‘9 4-｀／り｀‘を行、憶パ詞滋謡難磯ず観察 l た。 Aぃそーりーは“A叫qt如
心Av...のバ泉の了鵡應を伍（い）検坐盟て‘‘逍1\ 定して， ｀りがり豆）核の生成奮tttパた。

Table 1. 

Duration Weight of Induced 6B of I Flux of Total Fission Tracks 1 
E ゚

of 
AuMonitor Act. of 197 Bremss. 

~ ̀  ~ 
Irrad. 1 9 6 Au Au{I),r (>lMeV) Bi Pb Au 

3.06xl0 4 2.SxlO 3 5. 6xl0 2 
65. MeV 1.00 hr 150.3 mg 2.37xl0 5 42.Zmb 2.60xl0 12 

一+ 7.7xl0 2 + --3.4xl0 2 + l.4xl0 2 An< /s 

60. MeV 2.00 hr 163.1 mg 7.SOxlO s 42.Smb 12 6.ZSxlO 4 3.8xl0 3 9. 6xl0 2 

dps 
3.92xl0 /s 

+ 3.6xl0 3 + 4.lxlO 2 + 2.8xl0 2 

4.4Sxl0 5 12 
3.46xl0 3 

40. MeV 3.00 hr 89, 2 mg 44.Smb 2.64xl0 /s 
+ 8.4xlOZ I dps 

l::. L 凶キた・ふ C叱 5 ヽ I ぢ弓う，ヽヽ呑 l?... し0)、\‘、ヽづ<‘‘
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3 ．雌鱈｀寿稟．叩~J::..O)＇定蛉條脊い鐸l足遺果を下改必~ l. I::. 示机一般疇I\
輝疇l1..よる核麟這l応｀は知｀知尻→心応嗜一心疋叫
四四右圧 68 ガ：得ぅ水狂れを17),僻 L てp知ち叫逸 Cr心叫
＜r ぶもふめ 5 い。おl事緑絲尊のエネ凡や‘ー／分布は（（）奇□餞定した:)

K8(Eo l=.)土ふt>l[1 + (Iー土f合(I嘉〗ム（［応）＋f(l-~)f-··(1)

E 。 l」麟直手のエネ見梨―,E1吝幻和のエネいや— 1 3 ぅ戸‘：一 9- 這直
手，仇如が笥覺X7 シ｀、エーター吋恥。
次 I：：日 7A().._(r,m) 1 q eAu 反応、の

“は詳 L 這l定さ水て、ヽ謬て‘‘
E。

匂＝ ＼名（E)K疇。，戸）非
fHar 

Table 2. 

E, MeV 

゜
Bi b

 

6B_
p
 

Au 

---ｷ(2..) 

図式‘I '1. ;J:_ I) 紅。に対すふ)8 f. 
鱈 l1 訊這ヽヽ這疇疇の I
M応 E。紅切練東のドきさを屯さ
凡も違農七 TぶlL I I こ示しす：：：0
さ ½Iこ砂線東も齢殊臨跡、ぺ認臼！光核分製麟の翁をもさめた。知れ乏
T晶~ 2. I這示すo l L てさ 5 に相復料 E 成狂劉事が揺肘一のエネ臼‘- J；；布 e i)
う二つのエネいギ\- m日の平均の（r をもこめた。最低ェ翠ししや‘ーに持しては LD

Table 3. rt叡‘‘予想さ
れる様鐸製嘩
茫との）｀正乎
均(})~を屯 6
峠。輝；；

/ :.、雷白
一 示す。日下ミ

か豆荘界を加沙吋^-V応ムふ吐
の昧‘這ヽI て栓言戸行っ1.ヽ、 3 吠牲/~
訊知 LP 尋t誦←破す 3 t景えて
屯艮？ ｛うて、お 3。

6S. 1. 15 土 0.03 0.32ｱ0.040 

60. 0. 78土 0. 04 0.17~0.02 

40. 0. 043 土 0. OJ 3 

0. 050 土 0. 013 

0. 024 士 0. 007 

--'_-I 

Fig.1 Photoncrossections of Bi, Pb and/ Au. 

2 
10 L l i 

0- —--Bi 
O --ｷｷ--ｷ Pb 

•·----· Au 

E McV 
Bi Au 
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1 B 18 却屯I11 社紐影ぁm l囀畔蹟抑囀

（紅季祈） 0面眠因蒋炉評， Iぷ叫凧森雌紅

枝輝パ杓ヽヽオ『輝輝片q和廂虞倫厘臼耳＇め 3 \、と ,1, 枯鱈しシ
ョ｀ノ印加如知 5-つの手が＇ h'') ~なふミの初捌直．併運動青J, 2町lふ0)
核如瑾で日〗碍片"'t羞！ぷ 11, 1 れ 5柑局l’Wわ独］収奔·瑾l足すjこt k i 
1) 4あ 3 こて µ’17" さふ 23 うL), "2,ろ汽りあ砂＇’mpu勅ヽわl し1 1 蛛秀瞑紐伶 k 間 1 」
I,28,, 1 う 0, l32?b ~図 l ろうT-e 0)枝凩1'1庫立咋i飢立）1荻 k 行な＼＼，＼ I <,.., hI q 
哨1ぷj孔見？凋た:.'1. 11, 桑も I "hとあ 1/ 這 3 I). すf.r.知 I瑾）＇硝 K つヽ＼て
紅 Xe粒要1'1,1印讀0)1,煎［£も 1l J L 1 、 1 }2) 。
夜 k あ l I う os~ -c. I う1T-e. Ol デー 1 -k 狛たに B2I 吋l12 ，府Jヽ',j, 132sb., うう T-e

お砂‘,I '3 s 紅河｀’- 1 二 K l ぅ41."p i叫'P粉＋塵咋の＂おj -0’'It目か奇
届囀直限17'3 3,1 吋‘?’'古i、斤： 1"，ぷli!l I 1. I 3 2 I (Tyュ：：j 3, り/ w in,J賃
ぉ）が TY2. "'2 -2 'S>タ h,, J1T ＝平）と 134I (, Ty2 ＝うワ加)\ I ア＝ 8 ―ちj

が＇丁~·;z.ニ 5 ?. ; mIh,  TT =4+) にっ I\ 2 庚騎、を行な，た C

東拾：ユうう~: 2-ゞリホ 3,I lづ 2叩\ 0 0 ド｝汀訊町炉屑l" 柑 2 2-
3 9 手］疇軒‘た． 9、計fii f：だ＇ちに I'}\, 紗＇令祖昨叶Jげた。 10)直1
CT'--e Y\沼如＼凡心 T C ヽ！ ｛＇こぷ 3 /1叫叡｀ぼ、3) で行r;. 7 左 I司 lI f、i碍 l1 、 CCI4
て＇ 1 :小を 1詞 ¢,rn /'11 0)下＇l エ今レ、パ和入疇訊卦t l. 13)_1 お砂’、 13切直
＼て＼ l ガン 1- J見！狂＇i峠碍！を手ぷ｝応疇柁卑とし-z. ;. _ ; I h 11迂
吋．／ 1-紅も＇扇！た c さしヒ駅間ft. C.(/4- I秦成#!:.. IM 、 NaH SO3 で 3
漏口 l り｀捻J丘 12 ~注抽出し，iしピ Tl I の戌滋f• 2" $'l i：了 L 叶翡
1 7.侃Il詞卦'i I たe ：へい叩這．‘|三の I汎疇這↓ k I 7,力
"t:'t !7 l吋＼＼灸＼3 c; l]蛾碑さい叩im 石j。成』I伶叶噴股
炉も砧げ’`f紺直卸鳴 2'i\.‘屈左し

233 

235 

239 

135 Table 1. Fission yields of ~~~1 

Previous value Present value 
chain yield fractional fission yield fission yield 

cumulative yield 

U 6.24 士 0.15 0.79 士 0.03

U 6.60 士 0.16 0.96 土 0.01

Pu 7. 4 士 0.15 0.85 土 0.02

4.9 士 0.2

6. 3 土 0.2

6.3 土 0.2

4.7 士 0.2 

5.9 士 0.2

6.2 士 0.2

に｛ ℃ tた！ふじ虹．ヽ＼じ万J. ¥ ¥ 1 にし 0)よ＇つく‘＇ ↓リヤオ仏｝た 11
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輯咄紀tも瓜遺鑓灌訊骨豆｀ぷ 3 臼叫！り｀ ｀試卦を
?Y¥-2 7" l 時間照町し 9 .t籾し＼町1ヽ吋叫紅 I~ 海液試柑か＼しq 52, t ”'n 
1341 h'’’/ 1 惰這ぽ l チ→ I341 這l ぅた我1虹1 詞］＇ 1 ［C i 4 を用 u)
5 :.'z t, ~,j1か灯這 kわたげ頓立 l しギー0)力＇‘~-J. -·tt」双出す）か 59 2 お
｝。

紅： T悼 I'·~ I I碍杓恥 1 -:z:}司＼＼た l1 t; l<il輝諄q切裔直叫丸J v·., う
印輝渭噂む＂あ）。万ぃ遭い貨祠 l炉予！ 7 91) ̂  ?'. 1 う 21砂
庄噂鱈、im 応探I_: 11. 謹fしも詞吋□q和りふ l司 II た r
凋し託呵L-_,1:41オ汀鴫簡疇，K 紅靭這的叩．を 1月 1\ 7 ，あ凸
の叶環｝雷這厨お知＇照瓜、•i碍分離わ＇，砕、か心ゥ瓜如叶了綺'1 し
フ核鬼lltJ Iも恥叉奔を求あたC 凋ふれた紅用を丁叶）に 2 kこi、 1. こq屯に11
邑和叫知門濯年ヤ子、＼てあ）。
Table 2. Independent fission yields and isomer yield ratios of 

1 3 2 1 34 
I and I. 

Independent or cumulative yield(%) Isomer ratio 
+ 

Te I (8 —)I(4') 0high 1010w 

233 .. u -132 I * 
4.35 0.08 士 0.01 0.11 士 0.01

233 .. u -134 I * 
0.038 0. 77 士 0.04 1. 02 士 0.05

235 .. u -134 I * 
0.070 0.31 士 0.02 0.36 士 0.02

239~ Pu -132 I * 
4.84 0.11 士 0.01 0.12 士 0.01

239-Pu -134 I * 
0.056 1. 10 士 0.06 1. 24 士 0.06

* Cumulative yield 

2

5

 

1

0

 

.. 0
0

 

+
l
+
-

5

5

 

7

7

 

.. 0
0

 
0.86 士 0.06

0.90 土 0.11

0.89 土 0.06

,f:)ぷ1日 11 19 2. 11 叫精暉此漬這11を 1 た。：遣要を l司 19 7..，角
＂叫印項膚叩臼）乙・ 192I Y'341 吋嘲UTく態、q向運勘易が求お

。 ：り｀‘t k つ＼＼ 111目「碩拍中 7"あ）°'t''耗＇旱が1 りj ~収・ヤ和1用す）子庄 7'あ
ふし

1) N. Imanishi, I. Fujiwara and T. Nishi, Nucl. Phy s. 旱， 141 (1976) 

2) 面し，ヤ I ↑ l日札釦＼紅1翰今 lNll (197 5) 
3) L. E. Glendenin and R. P. Metcalf, Radiochem. Studies: The fission 

products (ed. by C. D. Coryell. and N. Sugarman), McGraw Hill, p.1625(1951) 

4) S. Amiel and H. Feldstein, Phys. Rev ．但:.!_, 845 (1975); 

R. C. Hawkings et al. Can. J. Phy s. 任~. 785 (1971) 
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1 B 19 ヘリウム・シ‘'ェット型反眠磯翰返崚置

（約\ •原研） ，もi恥，羞斧、一料゜ふ耐翫

嵯置Cl)棚硲
反鵡叩＂，灯麟1要！ （3発核碩翠，あるヽ＼碕畔環却絨疇7."啓かた反
印いへ ll ヮム、-h`＼ス？祗止し礁径）加↑ォ紐の毛細脩を通して/ 1南貌和 Z'約
1 0m 紅か 1 で騎送す~ • CORONA GENERATOR 

免細喘の出口前了に柚粛藤で置
＼＼ておくt' : :に反跳粒嘴＇請i
専ぅ虹C'間 l たへ 11 ウム・
、ジェ d9 心謹瑾輪｀屯蓑罹濃
峰E Fi. L に示す。｀へ特徴l<`
ｮ ヘリウム・ザス中に少景0)

I I ー· •一一252 
C 

HEATER 
] 

REACT! ON CHAIIBE 

ROOTS 

OIL BATH 
NOZZLE I "U I ---_.... ROTARY 

COLLECT! ON CH間BER

LLARY 

訊胸も森加す a 'l 1 反軌応 Fig.1. Helium jet recoil transfer system 
翰麟｀勲碑h"·..t..jf'J。: 0),t 
疇t l て 1す｀工了 D ヅ｀iレのよ］なt 0) □ ヽ＼L)。 り： 1＂本崚＇星 I~麟り 2) の付索

l ヽと 3 正了 D ッ '’l哀げ＇墨き知い，エ了 Iコッ｀＇ lレ叶虚あと1),秘惰月百前節しり
うぶ 7 に I た。
®麟翫．紅購阻疇応殿叩切酌収を反雌応エ井 1 しi'- I汲店鰭
に吸＿ iぅ;i :'l、おさ,(f'~虹J溌 1恥后'q-ft`7⑨旅れが含いれなヽI ¼ぅ二墜椙造tした
ｮ ＼へ 0 ， 0 I Tow 疇濯州思のれきヽヽ、 110)/s-eしの）しーツ・ 1、6,/1°
にキニー翌1）初譴甜：シアを組／バロが非所漿罰で l羽ヽ I 知

特訊稔
..t詑崚置0\将I’廿試騎び行な\''予備的な．柘’果でt昂之
評冷、'L l て，す、iョ輝／か紅任 252c{ ()、 2 『 1 さ（遠釦ぶ胞嘉し，tパ

了 lしぐ二勺ム箔て".t.危）を緒ったt qを自/,) I て困 I\ た e
ヘリりム・ザス胤愚 o 、 5~ 2. 5 j・ a 伍／s-e c 1"訣糟か＇ス丘 0. .rl\, 2
心！ す尚．＂廿刃圧()` o sっ、 2 Torr 苫｛号た。ミの呼彗遁叩這11 惰
か迎ヽ＼ c
巧 9つ ‘)9'1しt l 7 11 竹の '[1 哨Ii) t（生l|01|l 7 ¥, 3 名 1']4 1 し・ 11 い l`
l D() 、?.)区 1司＼ I たz) 。
捕知輯内に‘レン午レー、シつン・サーベィ・f -1 ~厘き．エマ I) ッ’`Iし知詞
(D ̀  o. p 1 ニュー］ 1) 1-q -おぷび＇向加熟、｝也0) ：島月．ID ` o. P J＼つしお守か＇’
:::::-ユー 1 リエ- 1 這い＇），りム・が譴逹）おげ訊衝砥力堵を知て，

にし・t tた， J、いn s.,, りうり I \\iV-し，のぶ＇っぐ
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門hh奔這べ＇翡畠 70 :/。遁這た．
穂 l 圧力豆直で丁q bl~ i I て牙、す。

：のt 3 0)・コマ Iつッ ’'IV癸彗中ぅt {)" 

Table 1. Operating condition of the helium jet recoil transfer system 

Pressure Flow rate Temperature I 
Collection Reaction D.O.P. Nucleater Bipath D.O.P. Nucleater 

Reheate 1 
Chamber Chamber Bath Bath 

atrn Torr 1/s 1/s 1/s oc oc oc 

1. 8 0.18 1. 2 0. 5 0.5 125 720 170 

笥麟IL ：マ D
‘)ル紅紅'I~ リわ
l す， D.O. p..'l由疇．

炉晶段 K 粗，バ闊す
ろ． '¥ I) 勺ム｀介‘1 ス体氣
厨恥I し屯麟棺韮
い喘]9 ヽ 91 国的'9.t.

h‘’}、却透紐’一支細脩｛細瘤ー椰知麟
譴印：：＼1. あ的屁
し立＼’か｀’,毛細＇底出、 1つ
麟疇虹げ峠
訊I炉浅)\(11捕｀角知
卑訊 13{) :. t h``’ 
虫l7 たC.
捕朔罰7." l 呼間1睛

l 柊、 1 出日かか＆
知 Li栓ま尉•‘. lk1り

iり11 企 I を ~\I レ 1 -粋7、
ペ 1 l｀凡 0- 創 EFi『
k 1、す。~ q I吼↓＼し l
ふ〖＇叶矯k \.3 爾
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J.入ys ti:i et al., Nucl. Instr. Me th. 旦2_, 65 (1974) 

高栢幹二，見｛甕ェ了 1つ '}"1レ這 1 沿臀簡． rｷ 202.(1 9 7 2) 
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1 B 20 日勺恥重謁狂凡り砺訊氣

凍丈伶猜） 西 朋太・巌原一的・与西信耐 •O籐叉直人

1. 日的
さきに、白迄，i3°Te, 9‘ む，唸?'l ,70Ge'7'fGe, 7bふ．の一理的ーゲット粉ご

召ね饂鰈誌<V).で履験f誌ズト＇）、パ？｝ワ過程ぴ複合物過雅虚）応号
ふた屏枠’房広．9：依~って祝0恥．口）角祐笈、がふ／ 験直も屑現し骨ふーこを記か、
にした；）

ぎ 5 這利番号（り文きなダーゲット複に和1る重腐子且応の称起自取I苔印る上~
述鉗胴恥角兒性、＆び．そ暉那 IS~~/<\> うメータ紅町諄記｀、信．
呵をダーゲットとして虔験E行な＼ I 、いも P),(d, 11.), Cd，れ）妖（土す
3恥的麟碍5紅釘で薇告すぶ。
2 、生成放射麟種
彗放射仕椒祠忍そ 0

辛戎捐及び測定に恥 I f=­
い約エネルギー及びそ
簡皮応:.tもにオ 1 表
に示す。 nAA(d Jd p },N'

且応とフラッりスモニ 9
ーこして凪I.\f=。z.)

Reaction 

d,p 

d.n 

d,2n 

d,cxp 

Table.1 

Nuclide 

199m Pt 

199 Pt 

199 Au 

198 Au 

24 Na 

Half Life y-ray(KeV) y-branting ratio 

14.1sec. 393. 0.9 

31.rnin. 542.7 0.158 

3.13day I 158.37 0.394 

2.696day 411.8 0.947 

15.0 hr. 1368.S 1.00 

3 、りーゲ｀ット遥射
勺ーゲットと（て日立疇砒腿全 (99．叫）を砿鑓鯰浚江．
輝務ソーダ．硝殷了レモニウ旦了〉モニ了水を加入てジ了ミ）亜稲務麟遭
も．饂．銅箔L に電看した。二爪紅和しギー虹表凩．＂・フラッりスそ二
9渭m)しミニウぽ紅笈にスダッりにして．角荀1忌イC舒何汽所柑子板眉戻杞
設叩イ ')0 日 D ン (R=10ぷが）6) RI] ースで璽腸弓賠射を行なた。入射
重鵜叩ネ）しギーはほ 1 牛 Me.V, | 3 、 7ざ H£V （複差I~. \I すれも土0、 1
氏V) て和た。

4̀ 4喝冴鎚
釦紅に電羞l 臼籾Id. I哨 R<1)『裸測飼硯．究11 （半政狽沙、 1""伝．）炊切
慮こないため遠瓢t氷象氷一了以こ二了氷之帥 1 て銀を充榊(f:.後．『須瑾’阻上
行な，た。鉗紅 Iご危昏したも(f).及1J'. I叩 Au 、,q"加むl定す試もの日イ（蓉介
館と行な小な炉た。

にしこもた ふじ的か 153 う l 頃にし 0 ぶつ C ふしなみ0おこ
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5 、故射径測定
生釦魏逗様種叩定暑 rel. 充電ビーワ如和浮J，亡］Occ..羹（ Li)氾糾m」
l<, PHA 己町 1 てオ l 表に香HT二 M楚むg促．し そ 0 抽急眼泉"E. CLS QがI]グラ
ムを凩いて解拍芍ぶここにさ，て行危.,た o

6. 訂細果
オ 1 目に名和恥而邑角数も
戸。輝且輝直璃k fミ
も叩あぷ。< d, p) (d、り

贋凡町輝砂麿し江碑
紅急迎ね履麟的であ 3
かい、わ仇われかたに行 Ta., fご ^ 
蕊で、西3e tf)磁調駆叫息
ねさ). 7蜘：恥小ふ3 う b
に、中J↓13過l核祖．二閲
うに (dJ p)、 (d，叫璃起
鰈繹近ね様訊ふ
実験頃蠍戸ぁ狂、さら
に．ダーゲット C して 19J>/)"(j 

だ覧ど：：3(：，悶羞 1
豆成する石q”代の麟譴、 , 恥（ Mev.CM)
疇ら小3 ：：：こな斐腋的に碗な 'rl.c.l ．恥pe~~men~=~--e~cit at ~~n fllnctions 
めら爪てホリ、＇qf Pt (d、p) for the --~pt+d reactions 

訪該豹繹釘屈麟渭ら爪さ子定であぷ。こ爪50虔酸デーりと面直湧屠
杓ゑに似て現在舶叫吋｀万J`そ(f)勝脚らい/<\>うメー⑰如．人び、：：れ
31‘に曾5 いたl『ワメーダこd)td立と行なう子足1、ある。

、

0

ー

•
I

-
_
1

ー
『
→
・
―
―

，
町
i
d

1
0

(.文菰
1) T.Nishi and K.Otozai, Bull.Inst.Chem.Res.,Kyoto Univ,, 

47, 162 (1969) 

2) I.A.Watoson et al., Instruments and Methodos, 106, 

231 (1973) 

3) T.Nishi et al, Bull.Inst.Chem.Res.,Kyoto Univ., 

52, 233 (1974) 
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2 B 1 数如墨元不足当号邑用いる l司泣体希叙分析（.,r 3毅）
邸叫汁不足量酸化による金属更蝉中がアン今モン磁漫
（静大理•静人玖）
神原，魯尚・餃材該 •O 者）司洵江・浅ヰ章弘

(1)• 邊てンかつ釦リウム 1、足当景誤化む司いる）司f立体今紋分析 (IDA)?紅
検討し）金属亜鉗中~1紋青ァンチモこの足董と言やみた。この結果は本知日1嘘年糾
に談告L たが； しきつづいて重クロム誠カリウム酸必による叩知、のアンチモ巧定
量法も検討した。や磯果，連［マンカっ蓼カリウムと用いるオ法とよく一致l た結
果tf専た。よた本法について過マ::..力·ヽ上酸ヵリウム法と比軟（ r遣果を以、T- 1-:. 緻告

げj: 2. • 1. ; SbT~巫 1ま 125Sb (Pゅcessed U'71,ii，塩化物の HCIUい）”用い9 .:.. 
れ色 (0如： H位溝淡中zぎ、i弗還元し 12址（皿）しL て用いた。亜鋭試料 I;}:試菱—級の亜鎚
粉末を今祈試料ヒし「：：：。 sb G比iei-は？？．？？ %d'> Sbi03 t用い／その他の言氏菟 litす
べて将級し品を司いた．
2. 2;  "知;t;;...;..チ L —ニョニカウ上ター（瓜I (T-l),ヰ戸哩）によリ待·った．

2.. 3 ぅ亜釦粒豆令析するための紐理過移呈i;;t l註k1 に示芍とうリである．

.2. ｷ 4 3 SbCDL) し S以V)との分離． l ：：J;t 0. 8~/.0 がの Hee,.遠iたなら BPHA （ふCH必）によ

這ん企酌去2) と用いた．求抵：： Sb(V')1 肩キ祖に 5b(m) 力＼走量的に抽出今離2 れる。
2. 55 k.>.C崎 1::. J:.る Sb(11T.) (H c.e.遠液）のネ足当量酸即派ぬのぶf a基礎披
討した.t. 1D A による Sb の足量＆行った．
[3] 3 • 1; ~心07によ鐸（皿）の不足当量恥しに対すゐ瞑 1環反が影響
唸b(m) (12s-Sb(m;只＇・ラベ＇）し立れた Sb(lll.)) 0) HC..ll滓液 (O．ダ～ムタん）に SX/0→ガんム£ト
2.0,mf t叩IIL て当量敵孜次·行わ ¢l る力＼とーうふき Bpf(A （vn.CHCR.;)抽出ぼ/-::よリ予

備弱l: tらべ＇た毎果， a ？~/.OH HC/2.で•{~ (;J.凌こそ6釦らがた。
亜鉛を共店（乙,..50 ゥI/04)2 せI＜と芝 I~

l碑． I ：：0.7~1.o”Hばで史量釦••あった。
設に／．o“H伐滓液/-:.あいてtx/6ク K.z C,..zOy
2.ormf.を同ぃパ *Sb(..1[)量 e史駅せて
酸化させた姥果 Fが/:示すような結果
e f専た。平 I：：示すように亜鉦磋釘
で•も防害・カ＼＂みられす＂，当量姜 e 過ざた作、
肉‘詞用いた Sb（か）」も｝少 l: lJ、力、わら
す·，ー足量： s砥） e 水相におすこと.fl._· i.表
た．

3. .2..ぅ亜鉗堺莉下における既冠f s恥
ID A 法による走首
狩知晋＾ Sb （'JID {X) €含心銘ぁ瞑溶液
なんばらとみひて・すす｀・きじ｀ャんすヮ•よ

々

J

4
 

？
｀
ド3
ぶ
。
、X

ー

^“ 
/,0 ふ0 9.o 

的

吟

、.o J-.O 

労,1 血～45b（辺）心．（成）
$.0//x/0もV I<“゜ク之吋
Z孔／尻',,,,.,_/／り＾

しみぶ(I,.~ A....あ 3 いあきい 5
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に年）遭々がt這休量（池）を力以芥足—走量 IC 

の邸吟l：む） Sb(m) そゴ直政如た後ー永相わ Hし
~b(V)(~) の砂（a;）ど求めれば，両者の比文潟）
射知算しじ故1 次が＼••成立-:,. r 

ー上＝辛 • 凡=+ (A・吻）ー乞
心虚侃 山

j ...,7担休量印該4ヒさせ／ りの時が士 8撼紬｛こ冠コ
ットし俄簸恥切辺よヽ）亜鉛和 5bそを求｀わた。
亜釦 H⑫溶淀（如呵／Io叫幼ん）に既叔詈のきb (1Il.)
ふ／メ9 と用い立記遣休号変知幻SbYを求あた
とこう弓2 て＂示すよう［：：女3 ::t o．之人9 (3回平杓） 2"J 

ほぼ一致（た磋ぷ得られるこt吠あヵ、＞ r：：。
3.3 ；亜鉛虹料丑祈 ,) 0 0.I Q2 0，；゜・ダ as o. 、

亜鉛研(T) /0;.;,H笈客浪力、らのべ．：也..:.. J吐｛くよ F1.2 --｣: (c”しー／）
リ As(:m:)這匂麟そ知虚 r~ よ 9 ア 2 チモ巧
走層紅·った。 片の毎果l3 四 2 ［肴：りとうリて•• T逸1 面五函冦互i
ある。I<応0« ど詞 u 這しr;/:< -応 r=. I ↓卵殴(-t H20)i
3 ｷ 4; 砂07口用いる和広と K叫0クt l封い終法を次(< i必乎(H.吟分絹）・
疇釘3 と 1 ↓必忽！ l 
i)己0が如次標準物霞ヒ l 五爽えな冦•より手経でふリ輝心．i研砥 ! 
叩に追鎧＃叩滋零iJ、~K出0滋（＜比L て無視広泉 r：：：・ i ↓鴎戸 I 
ii,.)ネ足バ裏如凶め H改澤度黄固公砂□（：クt（て狭い。 i愕佐ク 30~/9 ーi

国巳07 ネ足当号恥せ芝、を旬い紅を鋭わ痰景ァ土 i • i 
ギ起n エDA ［：：ょ遠しそほ（北Lt切結果力、ら有即••あるヒ i白守•{S.(J←項）i 
考えら小 r2． ・ ↓匹 . 

! &,,:心£がHC/l ! 
i •一•一•一•一・一

。

-s 

如X/0加ふゃ4
め必出 5./々/

T必鉦 2ニ 尺邑必ダん心

H叙 A~丸王めんむ (P”仇）

.NAA 
4) 

砂．A~.{,:.. SJ 
厄今，＆巳．ふ瓜A /9.2 .:I:.ね

＆』必．ふ1DA (KI1心） / 9.? .:t0./ ((.,21.巨牡）ん～イ今…辺以）
R必吹， 5心とか□1屈（知Cバ2ら）／況クエgi ((aI. I 土 0,9) As 公メ今必伍わり

文献

/9. 之:t. I、 9

/9. S"土 /.I

1) 日化ノ矛舛春．牟合子捻其I. ”w(/9刃）

.2)牙／ 9® 放射ft.培討輪令手袂集仄姪（／？匁）

3) 所一心令4 ユfク{((／？ヽo)
4) T伝，因~,H.r~,T“—:心一一分と2 り／ノ r /'Jクタ）
b) T．伝，J．~~ff.臼必.i.., T..•:i bi d ..=:fl J>J (l '1ク s)
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2 B 2 既’嗜天不足当量い阻い~ I司伽＇和年殺分析（オ4報）
/2喝的アンチモンの定量（放射恐定り出段）
（静理教育）神原畠爾鈴料餞輯濶江

0石添信
[I]：塩貸該中に荏在すぅ徴量アンチモン (5b(mJ)と不足当量例恒マンガン妓1}
リウムによリ一定量魏化すむ租亥とアンチモン瓜司伽加繍扮析に涸用（て、舷〖b
中の徴量ァンチ五ンハ定量a詞みた。一方放印能．t1}強さ＾掟定さいた '2塙も脚 T、
用いたば5恥放利能．“強さど取‘ぁi⑪‘墨I) tt放射能nf直とがら／2々邸中の代量凸を
定量！た。そ n 分析値 l1可囮）哀＜一袈 IT：：。なおこ小らハ定量ぅ去に朋連！マ｛鼻
貌液中ハ＄b釦直将n醐化還ぇ放卯痢定法を柁れ［たb

叩： 2· I ，アンチ戸輝；日紅原紅1硝究所力｀ら得た必品（如tm(H釦叫）
帯液）紐a て＂和炭 1 た上． Cbnc.Hば中で頃、沸還犬tた上究岨）中爪も(JII)0分祈爾
料とtた。g,(JJf) l7l 1i泣erとしては '2tsb （塩化物 ~Hび落液）ど用い．ご比とねMC.
叫町遺剤駐 l て PS-Sb（国として用いた。 sm (/\cawiでr と（て 1ISbュ凸（竹窃）
紐ぴ l：：とか（て用いた。
2 ̀  21 計敦およびSb(l1)と 5版）とt?I分離去ll辱 28-1 雌膿にしてあ‘ごなった。

［皿1: 3 ・ l J sb園AKMnO“ によ 3 予足当聾酸化に吋すJ Hば煮夏爪影響：唸滋
園(JJ[)t叱辺n)1l H 位溶疫に新［＜絹製！た牛X. ID➔ N l< t-1\t1知． o以紐加え、予足
当量〇一定酸（認（ら A’'た組果、 0,4M HtJ.前後で競（t沢定量的であった 0 0.4MHび
を之らび＇酸（t.遷放豹滴定（た結果般厨麒叫が得らい7：：：。なお｀蜘量憚
圏紐いて順位侭袢暉{IPA) とおごなった辞長 II、牛が1＾甜是に対し l0,0が1
$bA f直と得た。昨 l 、 214 邸量に対 ll,4吋硫莉低ど得た。
3•2 戸認‘厨叩［量；唸泣）試料落浚 A0年 H戯 IT：：りに社々 n
量バ 5頃）~1/llえたも外にも4,3XIびNKH虚2,0 以を加え．予足当量 111 S違）紅切りlこ
穀ft l 抽れ含難した租果について，水租（註（ガ）＾ Activity n 茫敬（奇）もヨコ細に
約揺圏羞をタテ細Iこ！ 1 7°n ットし、？テ軸0 切片から sba量む宋めた。(.2B-1参
墜）そ八莉泉ほ｀一定量た認叫l唸虹0`|1 釘れていた。ご叩籍果l臼訓
叩放輝虹（心）幻頃釘龍げら来｀hた［果と 11 ぼ＇哀＜—釘瓦
33 ；放打滴謬直訂； 現役搭で IJ KM叫1:r 3 殿灼盪ぇ予麟量玖を週用し
たアン十五ン爪 l司イ釦和臼蒻祈武l噴I連＼て、アンチ王ン 31aa kH直tこよ 3 』特
＂を（這碑的翻却と比較戊味で•印討中で＇乃 3 。 IOA} ix.l::t"i ~b但）につい 7叫
較的容易 lー艤囲良く S頃）ハ放打湖足松可貨t?'み 3 ピ予IIさ小 3•

かんばらと升ひさ・すす芍じ｀ゆ人すけ・よしあ｀ガひ 5 え•い（そ·ぇ 1 ごと
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2 B 3 麟慮材料中頑諏青成分の放射化分析（葛濯）
不足当量絃］ごよるズズ，、中のイシジウムの定t

噌魯磁邊域研究所） 0 小林脩;:::..'エ膳冽重松俊男

濱着らば、すて｀＇ 1: 島紆婁ガラス原料中の徴量科獨（インジウム箪、ニッ炉レ
）のか骨を置換不足当量法）こよる放酎化分析て行なって来た竺今回、スズ｀中(/)イン
詞り不足当董燐輯崎l：つ l ）て掬虹たのて報告する。
賛手放駅崎法て’'スズ沖 {})1 シジウムを定量わる場合、 IIS1n.（口） /l6JI/.Jn.の

ほかに、ズス {})(n, p)麟 I：よリ II紐 In を生じ‘、
碇来疇麒崎紅‘l練童することがていきな Mx= --4-初 (/) 
し］。し力＼y、不足営量放射化碕鯰—って、しあ Q 
る直オむぎを印）るど定量顔もになゐ。すなわち、 Mx; 束知量
放射化した試村）てつし）て、目的元秦⑰謝籠 A A ；叩）放身キ化による該祠搬
(“‘立）を測定し、未却量Mx よ砂‘し）一定青 肌：分離した目的だ崇の遺量
の況を介麟、 1 の放射能a.杞創定すれば Mx 1i a, :分離した勘疇約能
(|)式から求めゐこどガ-:•z'ぎる。
不足当量法の洛虞
｀面現l生 xit • No.DDC 濃慶
慮In 卜 L ーサを用し）、；翻酸ナトリウムを初貪 5 0-0--←ーーエ竺

言言言土塁怒l:[1 不｀｀｀：戸g)
えpH55どし、ジェケルジケオカ）レ八＇ミン酸ナ g 4 Iてリ：［言:;IID0息竺。巴99;9] ご 3 ／臼 • l 3Xloｷ% 

摩(J)pH 麟注 冦 100
叩］C 、 73XIO-8M のジエチ）レジjオカルバ 榊
履ナトリウムを靡）、不足当量柿幻） pH ]叶 。ズヘ＼
靡犀叩濯討レだ約者果を尽した。国ふリ，
I紐の一定なpH領威としてpH が 6 を得た。

3 5 アq PH 

図ー2 旋足叩砥のp出認性

'--‘ばやしけんじ・＜どうきよし·しげ弐っとしを
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スス¢(J)インジウムの定量 試料 0.9,
直彰（約 0.5g)を廉げ虞2 の気相管てヽ'20 --「―
攣紀した媛疏競麟蕩僻し 116”I疇扉（A) ~ 
を測定する履麟伯謬l-3 に系すとおリて、あ麟｀、 着阿
蕊っ｀＇、ズズを應幡］：：：ぶリ分離すゐ。底;1) (J)落吸を 3炉
疇4 とし、クI\゜ロシ 7 ワロボルムて湘虚、スズを Sn (J)羨留
完全に分雌する。 1麟しだ殿）加虚）：；瓢緞戸リ ーロロマロンオ紬
カムを加えpH を 4~51：謡整し疇JのジがJ，、ン—\11l 麟 燐
燿化討奏て，、4 ンジウムを｝鱈謬羞機層 Iな、pH 炉？ シ＇砂螂
の 3% KC見 4% N砂0藁吸噂浮鱈。 0.IN-HNO3 「」→
を加え分湘 l Cふリもどした綬、ふたたび湧石酸ナトリ 崩統 饂
ウムを抑えp月を 5 とし、アセわレアセトシーベ｀ンゼ' |闘ぶ魯嘉翡紬
叫麟レ、 O./N-HN03 て"0逆麟を行う。最綾 I~ 、 pH5 
輝10麟剛トリウムを抑えpH ぢ． 5 どし、、、濃度胚知 涸藷一喜9奸濯出
のジ 1 バルジ今オカルバミバ酸ナトリウムて 4 ンジウ 。．IN·HN03嗣”不足当量麟（筑）を行ない、II紐1孔泣謝熊（ a）を麟：言湘
麟する。ズズ（オ椒）オのインジウム履量値とレ
て II.I/ Pflll.を得た。 加虹
なお履認作でのインジウムの収牽J;l 80馴 rf I NaDDCI：誓讚瞬

あった。 匠可

園3 分離操作

鱗
1) 1)葛瀑鱈，席履叫心環会要義集紐（197$"") 
2) N. Su;/.lki, K. Kudo I A咸． c仏． Acta ， 旦．声 （ I ク砂ダ）
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2 B 4 癖約魏粋物屈微量威介贔又射化茄浙（第8叛）不足当量
まによるセレン化亜鉗祠不創励定曼
（電懃咀茨三） 0奎払疲男・エ蘇冽・））淋健二

鵬半導体れ料の一つである已レン／ヒ亜鉗癖甜日(Z心）中の不耗初と予足引量
如ィヒ侃耕で加寸した。金，棗コバ）し卜）アンチビソ，グロムにフいくは比較去
によ］），Jに， “Zn(n, r)64OU反応の歎想；で放粒ヒ伽Tの盛面が千可能が割に
つり叩，千麟疇1t麟去の一つで麟邸橿変化法で仔かに加r1)
結果についご板告する。
厘
比較去による不足当量放芽訛勿柿去同時に照射し「こ標準(Ms)あよび力利訊粁
（和項釘x)に一定量の坦f朴4(M»団，M）を加と，孟括よりをの一定曼叩介
離し，乏れぞれn放射卸s, aを刻定すると， Ml:1次式よリ定量qることが‘C｀さる。

Mx ＝凶•条（ 1 ）
抑糧靴ヒ法磁訛しに試灼に介し□如恥，叩撫A），一方に郷唖
の坦体M四IJ之，函詞料よりMより少ない一疇疇虚し，匂1りの放枷a,
辱畔匁叩， (2 ）式より団を求めることがさ諺。

Mx = a、以4:a- Q') (2> 

この知恥噂詞糾認専としない「：：：：：め，従未魯反応の慮噂蔚困難窃
「こ元亭む蓉易に定量：することが、、ささる。

鳴ll.rーのみ王『aは比虹hゞIOl2 Q•⑳江のものこ‘‘,M呻社鰤
幕三ヽら高圧溶諏去により作成‘し「こ。

歴狙照卸打珠界勁研究所原否炉，::Y"RR-2(:,-=6Xld而／⑳•sec,
t == 10~20#)--), よ「こはJ R尺—4-(:5-- ==3XI岱 n/on.2 •sec, t= 1~5 師旬）

さ行なった。標準詞料は，令々放mg(J)扁枕度金属を精秤俊， ZnSeと同時に囀孔
「こ。

定放射化し「：：Zn泣輯暉虹表面をエッ十ング稜，庄量に供しに加わ
ち， 30％刀牲ゾーダ席液で惹わし試料表面をエッケング，蒸留水，ア已トンで況噸
乾mr汲，をの重量a紺平し「こ。
担1床量変化ぅ去に只環の定量試れを濃硝酸に活解，濃硫酸き1lOを基、杞乾固した
民 I N硫酸に芍解，この戎環と二カし，一方に斑知量の銅担1本と加lとる。どの疲
両者につりご，硯剰ジチゾンの祉比，肩統相かだ争（シアンィヒカリを含む州2.7 (f)
級創溶疲， o./ N塩醸， IN アンE ニア）を行なっに抜，碩：—硝酸を加えこ荼、発乾固
する。菱祖7K紅虚，芳汲のpHg__ 5に請澄し，ジナツン匂l□t，千足当量梱主と行
なつ。さらに，全操作での銅0)：弓染璽左，糾Cu 尺 I による不足当量同仰材輻昧に

しげよっとしあ・くどう ざよし• こばやしけんじ
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よ 9恥，先の定量値と輌正する。
ZnSe中の不刹漱）の定量 ZnSe痒結晶中の不耗物（金，銀，ワロム，コバルト，了
ンナ£ン）の定量操作と表 1 に示す。

表 1 Znふ中の不耗物の定量操作

三
芯］

虚―→
（ジチゾン寧）

I I 

皐疇さ虚寧）
I l 

生；

lN麟認pH謬液疇亨 I 

ーダミン BIiジ手ヽ］叫（心虚虹） PH父索布 勺竺塁担生）
ー響心

-JV （クッロン油出）
不足 , I I 

麟水

（乙
クッベロンに
よる不足ヨ量
耕生

結果および考察 ZnSe草結晶中の銅の定量結果と和E和酎司血本
疇痣の値と共に表2に示す。表に示したよフに， 1%1,者の直は
反＜一致した。土「こ，i也の不耗物の定量結果と表うに示す。

表2 鎖の定量結果

彎餅法 I 1.4 ppm 

同筐料叙法 I 1.3 PPlYl 

表3 他の不耗物の定量結果 （単位 ppm) 

碍口り AQ Cr C。 Sb
濃農Q38PPb QO土一 0.)5 〈0.01
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2 B 5 ポリエチレングリコーJレ及び｀やり誘導｛本によ｀る可） Np人ひ‘‘ら 3
の F.p這媒抽出
（新潟大煙） 0エ篠人昭慕認夫・外林討

島紅塁のボ°l) エチしン？‘｀ lJコール (P玲）及な々の令棺誘導体は R僅）， Co) cu.) 
互 H浅のチオシアン函溢又 Iすョウ化物漁液からの溶採柚ね試‘呆ししで利用できる
ミとについで 1す既 l：：報告した］ 今画すこいらの各誇か分令竜の現ったP瞬鯰‘そ
”尊体によ 'z 万ば）碍げ）から効果的に浪ー液恥法にか疇い□ ミ
とが見幻四：：ハで報告T る。さら 1ミ）恥 P入及び｀2.,3 r/) F.P tJ)こいらの試知対
す這峰動につ L t °Zも報告する。合た有微｀相に抽ぬさトT-=-V(_可）ば直陪 Iこステン
以板 1::.~電着さいうことが見袋さいたバ‘）そいについても叙令する。
疇玄 輝鈴ふ犀＆奴遣手い 1,2-ジ‘クロロエ 9)__ て｀希釈 l f::.も

のを加徴‘i日と l 1 麟巌住吋オシアン酸木嗜注から液ー液抽旦遣震遺って
抽ぬ＼たっ 祖配比測定に｛更用した祓炉這種I本／茫，茫’1 茫，Nげ，＆な‘F、 P でみ
り ▽這以外 lJ'すやて笠坦体でみった。
釦果這慮 髯1 ~）は8的〔露］：：：：： 1、°凡叫］＝叫心とさ）語疇麟中

濃度這変化さてた場合の万の分配tt(J))と［誤］のら」咋プロット豆示す． こによ
り）袖麟浮袴中のウランのチオシアン陵函錯：体と荏令との結令比は [P麟］に対し
で噸豆‘'ははく） ［？西］＝～0， 1 ぷ啜）｛嚢文 1:1 から 3: 1 へ大きく変化 l Tこ，：の
在否濃息評巧が訊疇豆恩い～？。 肴禄｀相中刃呼激度ー足(l..o 名）のと
さ）応恥率に及ぼす邸衰度渇厚註河、2 に示す。詞町り）詞：：：：（如
叫麟牟直応店たすることがわかう。いた °`15M 叫四，釦(?.+)の定イオ汲汲
水溶汲pヽらの加惰釦謬測定しぴ得られたらP—ら象国］プロ、ソト吋渓斜から
袖出さい区〉ラン錯イオンの｛蒻頃 l3voえぷCN）：こ士体とす｝ことp渭慕心むた o
T迅．1.に胆令に上3V和ねド人1ず｀す）K相中の Table.2 

H位潔度叶渭 □ 示す。 0、0区0、1N H 改由企て‘‘
骰丈脚這只秤匁）を示した。

Fig,l. 

2

1

0

1

 
a
 E
o
1
 
1
 

ITable. l 

[HCl]"; * ュ E (%) 
0.00 57.2 

0.01 74.6 

0.02 85.6 

0.05 96.8 

0.1 96.5 

0.5 87.7 

1.0 47.9 
1.5 25.4 

-3 -2 -1 0 "1 
log [PEG] x 初靭潔虔

PEG nl) E (%) 

PEG 2002) 4 0.0 

PEG 300 7 0.0 

PEG 400 , 0.14 

PEG 600 14 o. 33 
PEG 1000 23 4.9 

PEG 1540 35 21. 0 

PEG 2000 46 41.8 

PEG 4000 91 68,0 

PEG 7500 136 95. 0 

PEG 20000 455 96.5 

l)EO 平＃汀 1寸，加モ）し孜

2) 平均令ふ愛

くと‘‘うひさあき はしもとてつと ざしば‘やした（j l 
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声如滋化エチレ I 3,Fig.2 
澤ぽ0) の中70-t lレ 3 

数豆直畔、とo\ I 2 
相 OO もT心＆． 2 に示す。

1 
ロの品異によIY\..1a:", ! Q 
一股1::. 恥の付加も習゜
）し粒ぽ（こ抽ね率pv-Ir-I 

-1 

1競環｝教的に婚加す
1 ことがわp＼った。 I -2 

和つ幻疇以上が I -3 
らは嗜加牟 l't薄応
疇にある。
叫 3 戸詞：：s| ー 2 -1 1よg[よCN―
う地町）の 0、05~KOM の H ⑫, HNo),H歪虹ほ娑性の＋オシアン磁似LOH))K麟
から直応の際硫即tt J)を示す， NF ⑰) <1) PI3応翫炉V)叫直（吋0→厄的J D
釦あら淀っ< J戸）及び戸）のチオシアン疇麟から／寸⑦碍（V)
から分窟庭敦105以上四速量的に令囃て｀｀きる：：：と P" わかった。ま Tこげ）及び｀ NPOO
謬町ンモン避記 b唸M) から）梵も芳｀‘む砂叫追泣辛オ袖岱可釦‘＼ら
う。さらにP蔚 l字万とF、 P 麟加十オシアン疇履茨から/す, M。,I. I T.e., 
忍N↓
Fig.3 

冒:i:
1r?~ 
戸巨呈
ｧ ! ：同翡恙

［以り］胃
IO3ー ：喜-i Vl｀W1］履りり

Table.3 

[HX] ュ:ｷ (M) D 

Np (IV) Np(V) 

0.05 
-2 -4 

1. 7 X 10 1. 3 X 10 

HCl 0.1 
-5 

4. 9 X 10 
-5 

0.5 8. 8 X 10 

1.0 
-3 -5 

3.2 X 10 6.1 X 10 

0.05 
-2 -5 

1.1 X 10 7. 7 X 10 

HNO 0.1 
-2 10 X 10 -5 1.6 X 10 

3 0.5 -2 -5 
0.9 X 10 1.1 X 10 

1.0 
-2 -5 

1.2 X 10 1.5 X 10 

0.05 
-4 r-10 -5 9.9 X 10 

H 2 SO 4 
-4 -10 -5 l. o 5.4 X 10 

溢

I # -’ 
| 

塁

I呂

Aqueous pha~ 

l
m
 

9
-加

llOO 

志

O.IN HCI 
IM NH4SCN 

」-----500 

~600 -J... 
700 C!WIIEL 

1). Chem. Lett., 1976, 77 & 1976, 585 
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2 B 6 ミク □ 高速陽イオンた揆！クロマトゲ＇ラオーによ 3
放肘I’缶校種の迅速介謎

いら大．1..) 石甘大道・ 広漏師夫． 0 也哨え継

1 方妹1化栄分雌の分野て｀｀ほ．放射能が箇間の経過に伴な）て栽褻す 3 ため、迅
速1J‘っ簡易な操作によ 5 分離町』の捷縮炉急成ざい。特に短寿釘滋の取 I)1及し）
では．迅速1生ば不可7J..て’'あ 3 。近年発屎 L てきた高速液奔クロマトグラ7...-一の技術
は．このような放的這種の迅速分離疇 L --Z. t項力なが去にな~ I::.考え＄い。

と：：： 3 召放．豹箆によつ検仕、は高葛危であ 3 ため．分析＇史鯰で取 I) 1Am i1t. 3 元表の
＂ほ．一般にきわめて少な 1) 。従，て分離1Jラムの器壁ゃ充t k 渚への吸羞／：ょ
釘放窟l旬元秦のす員失た少なくす 3 .t 7" そ． 1Jラム 1ま小型のそのと用 I) た方が有斥11 と
屈わい。そこて｀＇仮/J 1t. 当詞杞＇宦て｀＇間をざれ E 介村専）用のミクロ忘遜渇笈係ク D マ

トク｀｀ラフィーによう放打I生校種り迅速分雌芯試みた． ：：こで｀iさ． ア 1し力炉金属 4元素
につ l)a釘す l ．隻舒な結果が謂 5｀れたので｀奇見告す:3.
2 F; j 1 Iこ装置図た柔す 9 (!)のてイ ’l 口 7ィーダ｀ーに，②のマイクロシリンジ屯

取，）付 11 てシ囃諒遠戒討ン 7゜として l) J。落離液If)斥店．咽／ヽ，J足が試料落疲の
注｝は．マ 1 /7 0 フィーダーに I って行なっ知湘離液として畠濃度の為巌澤J月 I) る
のて．てイクロジリンジ｀ l灯舒のステ、ノレ幻告f分が．感復す 3 恐れガ｀•あつ。っぃ這
ぐだめ．®の内径 0.5血仇バOcMI.の長い子フ 1ユン唱厄
< A ク P シリンジ＇と1Jラムの間に入れて l利し）た。つま

1))麟液(J)[7及卜に隙 L l, ;l:ずテフロン管内にマイ？

` 
ロシリンジ＇相当圏のべ‘ンゼ｀ンかかし．液に羞輝で

ぁ 3 喝酸唇汲とかしだ。このようにしてマ 1 ?ロシ 1:Mi cro feeder,2:Micro 
リンジ'1月前には介｀＇ンゼンのみで．：溶離液ず)'- 5· な I) よ syringe,3:Teflon, tube

4: Injection part,5: Column 
う 1：：如 l た．釦甑料迂/'p /l. 同息：：J輝 lこよ 36:Shield, 7:Flow ce11,8: 
恩後も叡＂ためステンしス注卯金tj用いず． 1月食． o ． 3 l GM eounter,9:Scaler. 

Fig.1 Block diagram. 
m im,夕澤 0.5l 仇血のずラス管も使用 l た。 0.5 

⑨(j)疇カラム（囚佐o.5仇”しのデフロ）管）で分
離された訊料 lま．直結 l E ⑦のフロービ 1しに漉ト
L. 放創能測定され 3 。 7 0 ーセルは．介輝1Jラ
ム出ロ(//テフ゜ン管舒紅りハシナ一にょ 3 加
和愈理によって．約）暉 0.2$ l}tt成I..^ YI 5 のは•I L て

1内製 L. ®{1)豆へい版に通してら M 叡窓に幻tさ
亡てあ 3 。 7 ローセ 1レ卸今 lぷ．：： If)ように非常 I：：
網し）た~.：：：が管門にわ｀げ 3 ビークの広--1]•ぐ l) ば蒐
l ＜疾少 L, ir-.セ lレt盆てか＄‘の 1釦紀：：よ 3 混
合も非常に少なく，分離能tf§下ざせずにフラク
ションた分取す 3 こと1J分＇さ 3 。なおフローセルと

カラム研間［こ li /.5c仄～2c仇の距離名とり． Lゎヘ

□3ロ

m
 

s

ｵ

 

5

m

6

 

1
2加
・
吋

／
ー
・
一
―
―

@c2\;)

(•( 

7
2
 

d
e
X
1
7

』
こ

0

)

t

 

h

"

k

.

l

 

s

(

H

 

—— 

（
眉
）
a
腐

H

0 Flow rate (ｵ1/min) 1 O 

Fig.2 HETP vs. ヂlow rate. 
(*} particle size 
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ll ヵ冶巣的に行なわれ 3 よう［：：：した 3 試料ヒ l --Z.は，俎鴎， KNo3 ，払so4-. 
Cs;,. 5. 04, を固体の 3 i日条）祇手1J扉l舟所(J))~、子炉J' RR-4 ．丁 I\° イフ，（ff心／．g

X /0 /J n/c疋／4ec) によって 1 町仰加 L てイオン交援丞でぅ容紐 LE 。
3. F-i~ ~ I：：：市販心維高速如 0)司ボ゜ープスポリマ—孔乳f易イオン交採斧 IこっtJ
て，流速直鰤鵡t. //) ij輝屯示した。と‘'のイオ‘／訊 I犀も高し））這下で｀ぽ，従束

のイオン交換体（侑へは｀＇，砂 we x. 5ow - X が 2c o ~ 4-o o 仇虹｀ K て‘’ほ，流速§
四／屈 l・れて‘'HE 丁 P l:t I. I て‘'お＞だ。）に比較して非紫 l:1丘ぃ理鉛段ふガ｀＇f昂嘉

てし） 3 。粒臼g /J)わや大きな Sん(Jd..以 HP~Iク麟， ミクロ高速用には少t不向さ
し考え 5i13 ず｀，その他 (d l ）す＂れt佳用可能ヒ月ぇ＄‘れ 3 。 ここでは以下の検釣/:
Hi t cl ぐ h i # 2t 10 を）-f/ l) てfテなうことに L だ。
次這酸塁酸—，，セト）糸 I、へつし）て，ア）レ--1} 1) 金属午元啜パ界将能£貨直／：：：つり

て謡べた。 Fig 3,ま且且稜溶液 9こおけ 3 桑呑果ゴ｀あ~.堀貧農痩 1f減少す 3 t.，保持 ll

噌1JO す 2 f麺を了、してい 3 。ゼ L て涙Iを／ t1付近／こ万、いて ぐ饉（よ互 u I：ナ分な差
をtって 1) 3 。従）て：直試が農皮の福藤を溶絲液に）月 l ）て，，，／し-tJ I) な属 4 元
兼社ll 五分超ガ｀可能とガえ§い。とこ 3 て●｀迅遅分痺も行なうにはカラムの 1り圧祗
抗を磨減させ 3 ため，溶祓冦虚 13 ヽ｝、さ ll 方が｛るまし ll 。そこて慮酌 1こアセトンt

加えて翡性訂も下さ也3 方法屯梢を言::/ l た。ア）レ 11 I} 金属の保持 1a, ア也トン濃J主¢)
増 11).とともに増加す 3 傾向を柔した。 （力‘し氏藝（オ五しI I::: ＋今応差百そだす｀‘,栢§
分緯な l困難と偲.-J, ii--た。以t遣果;r 1). 'rルカi)金属の相且分恙に 0,7 11 の塩殿
を用 1) て行なうことにした。悶かれた 7 日マトグ 7 ムflJ I 竹，I召 Figチ（こ示 l だ。ヵ

ラムは， l嘩 0.5血り X g C処を用し） z 溶離［こ而 L だ叩問ば／層であった，ピー

クの形状，介廂状況とtにほぼ｀油足すべ｀きぞの
マ｀ぁ，た。 2000~
2 r!)ようにミクロ高速液約ロマトゲラフィー

て｀＇は，各成分のに°ークの IZ 力｀｀＇りか｀‘4直 I汎ヽざし 1

1:、ピ門卜［三 10[R:s·+
1 紅似力‘5`5磨生し 西; ；ょ：二3;[[K
に今取 l て， か線甑 出ら[ N 
料とす 3 ：：と屯て｀‘3 悶

3 。従って放和吟 i[ 
放卵ぢ

性校稽叫且速今絲法
1,  9 9 9 1 

と l て肴効ヒ芳え 5‘ O HCl (JII) 10 

れ 3 。

N
a
I

三
/
/
]
0

Fig,3 Capacity factor vs,Fig,4 ?l_iromatographic separa-
HCl concentration. tion, 
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2 B 7 EDTA錯体の生希之か］用 L たカラム法による Sr の分穀

（日本分村セ） 0 木村敬正•佐黛兼章・植口英雄・波口憾

1.序論 環坑中の人工放射岐根複のうち、株介翠収年が高く、半洞｀湘令長＼ヽ

qosr-'l呪s は、 人体への景け曹の大さし＼様複~ L て、 これまでクりくの訊査、扉南が行

なわれてきた。現在広く用いられて\) 3 放紅l屯ストロン千内ムの分析法 1本、討滸薄

液からシーウ酸塩としてア IL 力り土頬元良を介簸俊、発煙閑酸立用＼）て H~, Ca. ~ 
SI",訟乏介謡 L. &..をワロム酸塩't. L て取リ院し＼た俊 S卜t朕酸諷'l. l て介
難ウる方法である． しか L 未か‘5 、発煙硝酸叩史用 l木危校文伴 l) 、勿量の恨用は介

杓者の健康管蝶．にあ刈＼ても問類がljり＼）。そこで、演者らは、ア /L カリ土頬全属イオ

ン ~EDTA (I)生肘史教の差乞~l 用し、 S卜と伍t介難古るここな検討し衷。

ここで‘I-;\.、実院(J)環蔑訳熟中のふの分離碍鰊に造用古るtめに E D TA鏃直

凍限、浪差、 pH 1f(J)回収宰へ(j) 93 誓 l：：：ついて椴討した結果立裸告ぢる．

2. 焚験 pH 3~5.5 (I)範囲 l」おける、y JL カリ土頬全属イオン XE DT A 
の反応 1本、式（ 1) で示される。

M” t H3'2-=MYユ—+ 2 が (1)

（但 l 、 '(;EDTA)

対（ 1) よ I.l、水良イオy津良

の道加 l本、 E D T A鎖直の漠度

屯洒少させることがわか 3 。さ

ら 1こ、 Co. t. S "" (I) E D T A'i. 

(I)生応史数（文。｝ k) は、それ

そ'’*I0.5 Cf'i.ls' .63 であり、

邁当李p H 立盪状すれば、 Sr 

を伍よ｀J効幸よく隋イオy交

峡紺陥 I~ 咽着で｀き百。

Sr 磁討賭へ 0 咀着i辛~ pH 
(I)関1糸1. /(｀ッ令法 I~ f-')調べ‘た

綿果立、図 I Iミ示す。 ~ (J)@よ

リ、 pH 5.l 以下で 1ま、 Sr は

非洋に効年よく樹脂へ咽着され

ることがわか~.

0

0

 

0

5

 

（
ゞ
）
併
瑯
脊e
」

S

4-0 5.0 6.0 

pH 

図 I. Sr-(I)樹脂心啜着年~ p H の間伶

イオ‘ノ交換樹脂； Dowex SO W-X 8, N q,望．

[S 卜］t＝ 2 午m 'Inde·r, rY] t =27mmohr’ 
（重量 ltーセントで I 1-). 

き式ヽらとしまさ•さ X うかなあさ・かく＂ちかで‘あ・はまぐちひろ L
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Ca 1 をと Sr 0.1 をとトレーサー
't. L ての 85Sr を含丸、浅液 1;:. 、当置の

ED1A た加え、 EDT A の重曼,~

ーヒントが I r. ~令るよう水で希炊
L た復 pH 5 、 I Iミ誠寄 L ~。同様

い組酎、 p H で、1:. DT A か‘2.E'.

と 5 •/.(I)溶液乞甑嬢した。醜イオン

交枝椅脂 Dowex 50W• (8, Na哩．

50~100 メッツュを直径 2 C'1l¥(I) h 

ラム(~、高さ 1 s- cm lこつめ、先に餓鰻

した演渡も I 5 ttnl, • ~ :1 11) ~紅速で｀

浅 L た．浅し終った力うム中(J) 95sト

玄ジソ令しージョンカウソ 9 ーで‘測

定し、 S1--(])力ぅムでの咽誓分布立

訓べ‘た経果屯図 l I~ 示t.

EDTA (J)皇畳 9\0ーセントが 1 ・1.

碩洩なp H 紅 1濯訓舒 l 、 S t-(J)

喰着分布立諷へ、たが． pH 5. I G)溶渡から得たもの'lm｀であった。さ 3 1こ、決速

”ク誓幻韻べ‘3 ため、p H 5.1 (I)湾液文乃叫叫ぷ'0浅速 Z`‘h ラム 1滋 l たか、

咀着分咋の変化 1ま訊められ令かった．
.t:.註(J)条A丘‘藷東2 カラムに凍した時、 伍の一舒も格i脂へ咽羞さ 3 ．この位、

は、 EDTA 薄藻立カラムにミ克すこ X で、 S卜を損失するこ x なく樹脂力‘3 湾蘊で

さた。樹脂 1ミ喰着させ~ St- I本、 2mohl―'H te.て＇柏脂から洩謡できた。

磁
吝
姦
茎
涎
タ

S
S
o
o

5 10 

カラムの.t古畠か S の長さ (cm)

図 l. S t-©柏脂力うムて｀•(I)分布

EDTA (J)重曼 lゞーセント A; I 佑

B ; 2. 5 1. J C ; 5 •I.. 

3 、まとめ ここに示したお法は、 Sr よリイオソ交換柏晦へ(j)項着:hか3黛<
、 EDT A とのな的定数が小さ＼汗易イオyt，討料落凌か 3 蓋状的に栢賭へ咽着古

る方汰であリ、代の 4 オン交投相脂法とく 5 べ、用\\ ~淋l 陥畳か少奈くてすも特長

がある。
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2 B 8 原気中の l3ll の簡易分析法、

（日本介析セ） 0桐田博史•本易哲大秤・木磁改正

在 呪 l-1-煤和紙期（ 3．吟 a) の枝種て‘‘あ 3 が，核分裂収羊が高く、環境磁印能
のモニタリ刃rfに重要て、あ 3 。李た、吋 Ii-牧草害泣経て、原氣中 I: 衿行す 3 。

米国むf、サれて、‘”分析瑛＇パ‘1さ化泣収芸捻求めーをの補正tI¢要乙す 3 が、保
々 1サ如和い簡房化し、収芸バ哺正℃不要 1-: すうこ 1と対えた。本志I本頂イオン
知喚祐脂匂用 I9 3 カラム知Gi-e (Li)辛善体検虹器I：：りy綿スペクト 0 1-トリー
臼銹伏｀付けたものt｀あう。なお、本瑛11-，1'r祈足羞限界値が比較的品<.5'pC.t/.t原

乱維穫て｀あい：：：、日本にお 1り祓曝緯覧の評価 1::.1字十分逢用でき 3 。

旦塾国 I Ii\:-、柘脂カラムに原氣諄uすか広の様式国こ｀バ。隕イオン知喚蜘
Dowe.x I X'& (20～ゆメッアュ，ぽ型）て馴直径

2cm ，高さ l釦吼のカラム知作り、楚董オ5`/ 7ー 

セ用ヽヽ、原乳豆t念速約芍J・加n：＇や紀方。
}'/.....I::.f1)操作召｀信口13 イオァ如釦如匂如盈水

乙水"t.`窃浄し―-I'アスチック容怨 I:.絡 L ｀紐
(Li)辛尊fね食出釈｀、パ釦I\°ワトロメト I/ -
す 3 。
本ま渭 L て、 BII.屯用 1) たトレーサー梵

験沼fった。和廂カラムか豆豆戸辰翁中
の 1i11' 和脂サムヘの 1311 <J)介命，棺噴ヘ

の l311m p及着率（収芸） m這べ＼加え 3 ヨウ

廃祖体（イピ珀形 r) の重、辰乳係存のための
ホ IV~ り汲恭加の影冑嗜セ検言キした。なお、
和賭カラムヘの '311 の分弁,i、鉛7`‘ロック（

ふ 5e^) t積井、 5mmのスリ、ット直 lヶ“
N̂I (TJ.）ジアチレーアョンカウン'"l - -i＼ヽ 1311

直新能辺浚す°3 ~'t. I-: より、調べた（固
2.)。

竺原乳豆，切え 3 ヨウ養担体~10咋0鳴

合、和脂カラムヘの '’'1 の分布，キ @3.,,A">

占

国 1 原乳のカラムヘの或LJJ

NAl. (T£) ンンチレーンっプ
n ウアター

スリ、y卜

よラ lこい、応苓も"”‘て‘‘｀ほぼ‘足覧的 l竺I 国2 放釦架由定装置 C カラム用）
木吸着す 3 。 l * \.｀層氣t貯a I::. 分析でき
ず、係存 l なけれ 1谷‘な S な、｀嗚合t考えて`#- Iv マリアや凶t本加しセ。い斜
泉が曲綺、らて＂あ 3 。梃脂カラムヘの 1311 ti) 7T弁型 I字 l手 1手凋じ‘"1.‘‘あ 3 が、収魯が悠

下 (3~ o/o) L "t. I 、 3 。

きリたか 3 し・ 1手んぜてつセ 3 ラ・セ屯 S 乙し吉さ
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よって｀ォ＜豆＋ 1 ＂⇒rこ水豆＋ lo
吟r-tホ IV~ りン卯4セ椒脂カラA_ I含紀

す:.'(.. I：：トリ、 木 IV~ りァの影噌セ漏べ‘
た。収悴‘lat渚が 100 災後堪が哨芦℃

なり、まt:.` 9ガ弁要もその雄逢が認心
れなかった。 L 7:.がって｀ホ Iv てりア℃

原乳豆紐令も 1：：お I9 て、イ可ゞかの廃困

召遠難訂t起 L て\) ].'t.言えう。

名々 1吝-::. d)収華企下0)改善屯試社．迫

体壌度函添くす 3 :. tが有効這 3 = ℃ 
tか）せ‘L た。楕々の祖仇環度にお It~
/311 の分布哩 l本 1手 It同己‘あ 3 が、収蓉

心't- I2" 臼 lく、坦年棗度に疇り l
て大ぎくな 3 。

）l .l:.の締屎か S 、 131l lこと 3 mm9しの

豫紐量 15mremん這底 L、)か析条浅
件泣次のよう lこ未めた。

汽イオン交源柘脂 De>wexI xi/ 20~知
メッシュ，辺―翌

”ムのサイス‘‘ 'f 2. c.-..)t. Io C.""'-' 

原気量 牛£
ホ Iv~ りン量 ro以

が7 製祖体量er) S-oo 吋

この条件にお 11 て、同口原食心用ヽヽ"'t“

咲取直後心ぶその 1 遥間像J-:/2)析怜作セ
行い、＇町'l <1)り叉争セ漏ベセ。各 3 国の平
1;J 1;. をれ屯＂れ 93%, 99 %てヽ、あっセ。

主朽析知‘‘Iさ、知如）料葛知紐
落t"の放射能乞t項り時間セ約2.0時闊吋 3 てさ．原乳中のS-pCi. 131エ／又セ計数諜差
士 IS-% t亀｀楚量て｀き 3 こ℃が外かった。字セ、::.の力；紅 11-、低 Iミ、"'7グラウン

ド計数装置怠用 11 て訳洞tさt瑣りす 3 ＝こは不可能て｀あり｀少看の担体濃度て‘‘収
辛屯上）f‘3 炉去引喰祈が今俊fl)課題ずあ 3 。

2

1

 

a

a

 

赳
感
唸
裟
森
括
C
I
-
m
-

゜ o S- 10 IS 

カヲム上面かS の長セ（cた）

123 樟噴カラムヘの 1~11.がガ咋

介布曲緯下の面棧 1本 l手 1ゞ｀収摯 1 ：：：

比例す 3 臼 l叶魚耳してあ瓦。

loo 

食
ご
祈
メ 5)
コ

e
I
-
^
-

゜0 2.IX) 500 

ョウ楳迫体凜度（m3エー／吐紐）

図牛陰イオ｀／交喚樹脆カラムに
おけ a BII の収杏臼針に鳴度

本研涙屯電集事度逹合会か S の委託如妥 rナ梵滋した屯バ‘あ 3 。

l) Re3心I~加。ッ知cie.午 3, U.s.Atom1eEner3y Commissiol'I,(l973). 
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2 B 9 巨大絹吠‘構造麟吸樹稲の放射化学への利月 (4)
ルテ：：：：：ウム 0 吸八（せの I)

虞毯貨）
°今升闘ふ・｝農刹----t・イむ沢訊

且一
これかで＇、 イオー／文授樹翡や合釣吸着相雁繹狗ふとし、 もの巨大組1灯屁（Ha—
四逗砂心 s加必（収記）内に釦微あ砂 It繹疇属釦虹む町：：：
,JIわゆゎ＇‘金属虞樹翡＇さ作成し， その沢恥［訊餌 I'.: つ VI て狩討炉をゎてき
た。
1) 

なかても義迎閉発ざれ嘉森噌楳汎冷叙l1分れ恥吸羞土示す HR 釦令戎
吸印瓢 (A“処鯰 X肛）ー2)1J.夕＜ O彗叫疇鐸年叩只
キシ｀／、 7 穴 0‘スジチゾ｀／知叩観謬澤注屁ざぜること1 ：：：ょ I）, {Jら／唸／
”r1 厨ふ，／必＆等を支jJ星翫喰対すみことが認められている。ヱ）
平う 0疇り疇囀粋/J、乏れ乏れ麟詞薬吟亭心麟‘に類似
刃卿鰭すことが 1年ゞあきらが 1 六されていゐが． lレアニジム碍令碍他峨 I ：：
くらべて化営的鐸噴祖四て·さら 12詳しく実験直ねる心警があふ
したがって条戻験で I~. AJ精噂）レデニツム 9 吸着和戸睛ら＃＼にすクたあ 1-:..
皐寡遁、pH ，化営種等<7))げ呼豆吸州：：土’J I3｀す影厚：ついて， 1 やシ｀／
さ恥て知租的縫慧E行なった。
覧賛ぉJ O' 結果
“"知バッチ法で行知た。すなわち、 XA1)之 0.2別：： ／ク6厄も含む
闘麟（O． I疇頁疇r い）ウムなど）炒叫＇あ加え振羞—訊間経
釦知麟：泣罪鵡定してはじ知9[Jえた涼射能と比鞍して吸対年を手‘めた，
疇這4乍戸シン麟下で•おこないどの効知しらべた。
話畏も図疇す。
pH,. グの 0. 111 酢絨—酢緯↑トリウム器ぅたがら． 106Rルの XA:/)-2 4 0 汲
炉．訪48 時間配盗俵 r/J.- 7 ロロぁ''II().’’いUMO” ニャラト I~共に 30危であるが．
稔NO- 二 r 口 lキ（和とんど吸着されない。

図1. /Ob図加口の XA 1) -2 への吸眉
t o$0分 衣砂添加 1週間知拓閾

ro 

吸
尾
ぽ
去
す

オキシン無玲抑

〇
゜

10 .20 30 

稲蚤時間
40 切（時間）
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(%) 
咬u.NO- ニトラトの吸眉

100 

吸

>
辛to

゜ ゜
10 20 30 40 50 （呼Pl)

lOO 
(%) 

IO6 知 ~0- ニトロ 0 吸外

吸

ル 抑

年

゜ ゜
10 20 30 40 

振羞呼閑
so （路凪）

才そシンさ斧加すると．認-7 IJ口0)吸着平 Iキ帯るしく清大する。 Ru.. NO二十ラト
（ま紅 7 ロロにくらベオキジン嘉切昴/:1-小さく｀ ：：fそ、知NO—ニト DI手をの効果が
ほとん着忍められない。
また試料麟l：：パジンを添ヵ濃吸紅駿g行なう戸疇間が長くならに

したが v＼いず＇J/1.-の化学行オ吸眉和ふすら。 9 

紅）弓ロニウムを目パ疇が鵡笑験t行なった後履雑研旺麟しべ｀／
ゼン這簡した咽犠';fB0吸収ズヘ~7 卜）レ/J.私- 7 D 口の湯合、例クテ IZ じ°-7
パ訪m. R比 OX必辺在の支祢他し一致（た。
馴0ーニI-ラトお寸µ•'冗UNoーニトロの瘍合 Iキ．訟 70 日とは異尼たズヘ°7 ト

ルが翡られた。
功叶疇い虚扉lレデ:::--ゥ£.\ I屯コバ）レげ知疇l2和国：こと 1 ：：：
J I) 穴そ：／｀／釦して XA l)ー之に吸乃させることが可『紅芳えゐ。
なお、紅虚）Vテ吟這幻醗俵］ぎシ疇加］での時町鱈、和町¢の

脱府等についても1虔言寸を加えた。
文献｀
1) 7涎利：屑．i刀学会話▼竿／ 7/t (/970) 

2.) ［四／ w心砂 I炉wa..: ゴ，脳砂0年必，⑳昼（オ丈オ局'/')
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2 B 10 イオプ交堆樹脂粒を用いた点1犬ガ｀ノマ練源の作成と
その放射化分析なとい‘(/)応用
O （金沢大理）中西考・（東京歯大進）小林頭子・（西卜‘‘
イツ・ユーリッヒ核研） B泣匁O Sa'rl.SO心

I 主差 放射線頭位繋の時性試験など‘にお v↓て，ふヽつうに、点緯源と紘され
て用いられているもののほとんビば，放射牲＊友病i(J)逹滋た逢当な吏峙体幻：：：蒸発乾
燥させたものゼある。 この蒸発法て、｀，直径 1 債帆以下、明嘘海形成、放射牲核逮
の堵ーケ布、が保証された魚状線源と作成するこl::.ヽ訂甜釦｀、ある。 一方，市販の

イオン交蜘脂 1本，粒径 o.o-,.~1 帆況の 1まぼ記全な或形で‘あリ，これに放射性棧
精む紐，あるい 1,i，宇楚元素をぅ農総後，放射化すれ,J.‘、形状の明碑な，ぎ、状ガ‘＾ノマ
線源を、容易に再現姓よく作成‘ゼきる。 名護の放射性栽理を，直径約イ伽いのイ
オン交喚均商t芍濃碗謁製された，恙、成ガ‘プマ線環 I本，すか口市販さ水、実用''=株され

ている。

本知｀ 1本，宇楚元奈を函羞さ七たイオフ交換街雑粒を中住子放射必して点成ヵ｀‘

プマ絲源を作成、する手法 Iこつき，放紺必今祈への応用と試みた。

1I L塾 イオブ交換樹扉な， Dowex !iO x 8' (SO""イ00 メッメュ）た用いた。
標準ふるいた用凡粒径 0.208~ 0.2?5 '11\m のものふ墜男りし，正嘩な粒径 1;::j;,中牲

的照射約 1巳ポリエ今レプ災：：封入 L た杖随て‘‘，顕微鏡 I:::. よ']渕定した。 この森
脂粒I= 、主に，放射化今祈の取度の高し》， Mべ、 Co, La を吸着させた。 z?1--65 
練渠（伍 K X線考）作恋のため， zへと辺着さ亡たものも 4乍成した。 放布4b分
杓ーの展渡の高い元素 1が炉も存在するが‘, Dowex 50x8 にもともと含まれておリ，

兒全な洸浄除去が困難なこと，中性子照射によリ生成する核辣の半考媒召、系手て‘‘照

射試料を調製するt，その影響が先視t‘きないなヒ｀の理由によ'),本研究て、ば取')キ及

わなかフた。 Dowex 50心梯滴粒への M-11., La..の定量的吸着i丸点魂i板庄用り，

イ個の街脂粒につき、 100,µi.の硝酸溶痰（ Oん146 戊•Mッ／，， oo i"l; O.S.3 88 ,l'-Jし＾
/.,,00 メ）を与えて存った。 一友放星後，遼哀と捨て，樹肱粒を乾燥さをぷ゜＇）
工＋レプ袋伍封入した• co 、 Zへについて 1古，ぅ農唇遼痰店街粕粒 lこ与えるこヒ 1 ：：：：

よリ，飽却さ七た。 イイ国の樹甜粒あたリの M""-, LtLが量 9士交キ灸忠量以下て、、あ 9,

イ00 jd.四靭該も木°'}工＋レン・カプ乞ル（凡径んm凡高さイふnが），こ蒸発したもの
も作成し，樹脂粒への足量·的n仄着の試莱Iこ用いた。 中柊逹照射 Ia;、ユーリッヒ検

研の F&J-2原子炉 (23 MW) の圧れ輪送餃痛 (8E ーイ2) て‘‘行った。

皿結果と寿崇 （；）年 (L;) およが‘S i (Li)検出痣叫項対幾平ヵ幸祖疸
粒径 o.2s2 """"'の Co`60点杖緯瑾を用し↓，同騨浬年（L; ）検：出庵（直往 32 心叩；

p層心邦の直牲 8mが，窓～検：比晦向 5如m) の痣表面の一つの直走稗..t: I＝っし）で

刹定した相吋虹効率の変心を凪イに示す。 直径 5·5mm の円板状口紙片にC。と

叫収さ亡たものからみ乍成した¢。-60 円板終添、店用いても同様の渕定た行なしら最も

滋李の高し以位置て決見柏叱して麻昧泉て‘‘示した。 3 回のくリ逗 L測定て‘‘、再現位よく

, 2 逹の絲療'"'"’ま，担対幾呵劫幸変，，，切曲線の成角 It::ノわずかながら，ちがいが戻わら
なかにしたかし•こri.ヤしてるこ・ブJレー） サブゾーニ
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れた。 この謹のぢがし）が現われるか舌か

1-;. ，検出奉ぃ線療の大きさ，検出痣～線涼

向の距離，用いる力‘‘ンマ線のエネ Iレギーな
ビ｀ 1：：依＇）、また， このちが‘レ）オ＼｀実漆 1：：：向睦

にな~,ならないを男加：：：して，樹脂粒がソ

マ絲療9さ、この種の過定に有用と言える。

同様の合法 I:::. よ')、放射化分析のが｀ノマ線

スヘウトロメトリーにおいて，内径 4m仇

，局さイ5仇如~ のポリエナレ｀ノ・カフ°之Iレ 9 ：：：：

封入した試結ぶ，カブセ Iレの中で'C.W) よう

にな，ていても，カフ゜乞It.Iの位置t.;.サ己固

定すれ 1点、試料の片脊リなビ‘ば向題 1-;: なら

ず、長高の劫幸が得られる試料位量の決足を存うことが‘て＂さた． Si(L;) X 糾祭

検出羞こついても同様の測足色， C l,(_ K X 紐源（粒径 0.2 干6 吹""')幻恥て紆な
り，適切な試料位置と咲定した（イ］。
(ii)熱中I卜生ふ東匿度の租対分布測定 心を吸羞さ七た樹脂粒、お、むぢ L久定吸着
させた楳暉粒，各ィ＂国を用いて， FR:J-2 • BE-12 の照射位筐 r::: ぁ 3 ラビット内の

熱加豆束祖度の雄対分布!,ラビット軸綿戸 5m吹鴫這d定した（図え）。
Mm. I LA,が‘樹脂粒のサイズ (O,20r~o ．ぇむS必m)に衣

存亡ず｀，楚量的 I虹汲着されてし）る :::.~l°;i、蒸登試料

とIf)埃導放射能(/)t頃たから礎められた。 既知量の

今元秦定含む氏項史標準足試料とは凍をし，しかも照射

時向をー足：：固定してしな＞てあるJレー＋ンの放射
化冷枯げ‘は，熱中牲ふ束窟度の栢対今布ヵゞわかれ 9 ば｀

充今t‘ある。 ラビット内の位置f':aよって熱中牲矛
束粗度が‘畏~ FR手2 • !JE-42. iflような照討設4肴ず

放射化い行う湯合，試料.:..‘‘t. I：：：モニタ一定置くのが

望ましく， Lt)..樹肱粒 1 1: I この目的にがなった微小、

な熱中牲手束粗度モニターとして，実用と通じて，
その有用性が礁められた．
(iii)イオン交喚樹II紅粒練源の長所と短所 （a.)安定

元繋g a仄着・放紺化して作成‘した点、状練壕ヽ古，Jな成 1 ：：

放射牲瑛茨い取扱わず，ポリエ今レン羹：：封入す収
I釘｀放射能が 1サ‘奉 5 ることもなく取扱し）が妬挙て＇、あ

3 . （し）形状‘が明確て｀、あJ • (C)· 反面，正礁な絶対放射能1-j、一次標辛乏用り

直正しなけれヽゴならを1,ヽ。 (d) イオン交埃和肱粒心拷呈，酎放射稗西喚＜
、桟絲紐尤の韮か、.::. 11)点も雌しな 1ナ収ぼ‘なら在し）。

(11 T. Naka心 s和 aJ B. Sa....SOか、 Pv-oceed,~が

Mdem·Tでe4s L')I. Act,va.t切o-,,i. A心alyS;s, B-22.ヽ、
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2 B 11 ト 1しエン抽出した222Rn お 5 が， 220Rn の液店、シシ千レーション
かケン 7 ーおぶが年（ Li)検謬心 3 紋恥桔亙ば巌m＼ヽて
（都立天理） 0 矢野倉虔，村松欠和，中原弘也村l:.f恙紅凡

(B 的） うドンが＇卜 Il-エン 1 ：：落痔することにもとずいて．これiて液林シ： + 
レーションカウン 9- (LS: C) にする積分it裳法危ょリ．茫易tぶ＇、、 7; ってきた2.. ,3) 
：這届I生にもとす＇さ，悠遷度の民体釈 220Tn l 1-ロン）， 222恥い塔積＾いレエ
注道稲す5 ：ピによ I)' (3"E:, (.Li)校公器による測定が可能匹った．した氏
て＇この両知恥得知必穀するこ乙によ＇）哨らが 1 ニレz:'四知，,:i2裕n '71定世兎
tっくろこt t目的しした。
［燻 1 ] iす某蔑的ぞーダた得るたか：：、年e(.I.、・）検出習：よる、公0?n t 
か島パれも•汎0)崩壊屯幻萩糧畔 rr f線に対す 3 検枷辛t ;t表のこ．．、しく．足立
符 l司釈..天定した。す99 わら数如濃危0)辺Ra L229Th 輝の一定せ直戊l司,,・イ
マ 1 レ (20m0)K封入し＾ャ今；；；浜紅平術1連したものと遵ばしレ．検公庁ヵ幸t全ェネ
1レギ- ol..-7 0)面浮青がら来‘めた．揖IJ定i：： tうし） rご 226&＾ A 号心，.22 X I ぷ8u. I 
20"A t 4.50XLO-U c.: /20叫て味を戯絹恥直五鵡 l こJ，＜渇られた信 a 平 9初直
とした．

三；
1.1 "'--------• LSC 

5.6r• --• 

？足
，グ’べ:7!i

104L. 、、

如む）

L
 ta 100 200"';" 1{) 50mid 

Ge(Li)ギむ墨吐 3 授埠恥ケ()1() 叶紺親差とす 3 ヒ四0和 a 唱合J./.2似 0
238“rm t 1 峙 In祖Il 定口 2.4X90ー唸: t.なる。222和呪易合 1921喝 352.h句t角 19 3 と
4. q x,o乃、•さらし：唸A• 601位で 1 す 8.5X I5'危·ピ 71 I), ?S2丸叫b＾すが洵紅であ
や(/)<らみのる•むら呑つひさかす＇•なか I吝らひろ在ち・むらか舒ゆさあ’
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る。i r=2知四が3.825&byしもいため、音l) 児呼叩 10h ;1/...tとれ l が 10ー 11のオータ＇’—
｝に設可『い勺るが．丑IJ定その時1芦足性ャ 1\`..,7・1"う叶 l:.. t岱虐危が、炉恥
ftる． L S(. z-- 11 きれめて廃易耳も討泣1J定h‘す、•こア；える籟令計屯譴と吊 II T-=。そ；
1ｷｷ LS C. l7'i場合遺出限界戸知遠 1年）’^紅ex "-2,のん｛，『（直IJ定す 3 のこ＂
訊荀-c. 7tF'), 3 c.pwtみil (i''十／か可能で 2,7)(10-l;l,以とな＇）．輝：：呵n の弔合ぷ閉
叫tll 1 っ0,“t 2')//) ゃ祝と翻l) 定すうたlY\ I こ 212Pb tして 4S X 10-（う以となう。 220Rn ＾世
詞Pb滋射能l:. iって庫むすシ： tが‘出まる．
［東l粒］そこて稔霜探鉦泉心ぅ増麟稟心舘稟心：：ついて，面兌去＾ tE 
紅IJ虎tボ：： Tfった．鋲泉水 1 』: l) 20 しC 17¥ I-I レてンで抽出レ湛IJ定 1,· ィアルに LII
PPO, popop l 加え L$ c..｀ぽ山）棺磁わ渦j児レた。梢‘第され亡冷”‘母·と文に京す。

ん 年(L:)叫((i) I LSC1::..J遣 (_Ci)鑓）し LS({j\ち匠（O/iJ
岩 li\呂 A I 0.77 -X IO ーIO I o. 5!5' X l 0ー10, 28. 

岩 l1 呂 13 I z. 30 X l O -IO I 2. 2 4 X l 0 ー1() | 2 ．ヮ
穴文天 A I 17. 0 X I 0-IO l 22. q )(l 0 • 0 I 26. 
夭文i 13 I l鑓 Xl 0 —JO | l 5.2 X IO 一l° 1 8. 8 

芍］ :_ J 且蒻；：三I 臼b; ] [:::ー I .. ;:  •一
紅恥｝ ｝紅釦ちtゞ u 0\う 5 岩庫 AIさ砂）0) 1Jウント敬 b"'ャr8'‘ 紅，

K紅 Aし？袖這逗入した水雇の荻約王拘知為し考えられる。
［考稟］ 孔体杖'R I の定曼小ヽ｝ ｝で困藍（あ？たが‘•もn のいレエゴ紺 I -:_ふ
湛易：： Tわた。こ爪}z.ｷｷt "-しZ. LS C.~”定覺してきたが＇9 年ぶLi） ；考にJ ~信 L
頌しT埓請！心諫計視差も兎える℃き．ガ‘rがI J'、）ー矛tt示すこしか＂てきた。
頌(J\ 5 心＊ふ吸入によ 3 しみられう 2廷訟 ol86詞r我t示すも＾がみる、、
しもわb‘った。 : (J¥ ；う 7泣，t＇げ積介計豹］に r 3 LS C.ょリ測定していが核穐t
哨らが 1こすう点で G心）法＾か＇すぐれて I I る。 しかし G叫＇）取•’！す上言己＾ Jう
1 こ．梗公効来が（生いためし＝検出限屏に応 1 て L S （虫よ｀）み利であ 3 。とくに棧今
計殿法にJ: l L S （透ll定!" 11. 6--e. ll譴 z·· 単一核種t沼IJ定してし l~ vj l ごくらI\··て，
巧nで這，血知•3倍す(”応 I I~ 0 

、、のぷぅ道壊生応校げ！りか的鯰 Ls C, OI 方があきらが 1 こす〈‘・爪て 11 る力＼＂，
釦浚生武物てある， 133xe.135Xe, 85Kr な凶｀m嗚合ゅ Ge(Li)法がすぐ叩 \l ~と
麟される。 X-e, K;1 計(1'1 ¥'.: I畔樹：： Jく｀f- Iレエンに落薪する：とが叶）かって\)るの
心銀釦．兎1j定が可能である•したが‘？灌介曼屯 1tるこ爪慣町l•生勧和
茫是這ぇこいる。
さ祗 1) S'tey11,J.Prac.恥．涵，紐細l 'r,5) KF. F/ynH,L.E,6lendeh;h, Phys．珈．幽四(l f5 f)
l-lorl"t)c.ks. D.L.,. 3+udie,.,H．出 A11al.Che爪泣 6/5(l?6I)

2）本 l訊，村..I:. '8イC28回呑差年令 lulHl↑73),#.1:.、野口， a札 l'7年分 2E07(996/)
3) 本l匂，e.tal, 1国旗r炉甘墳訟 2 NII (I 臼）
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2 B 12 粒シトラッの知よるオ、ゥ康の定董への砕IA仇― Be や戸
線応利用
（押印l エ飼） 0仮屈行，分銅良直、高樟菟、野翻哨

目的

不ゥ素の微曾分祈戎、の一つに原 3炉よリのオ性． 3 照射によ這 3 トラ、';I 7 法が｀あ
る。か、ゥ素の登中牲3 による唸（心rl-.) 7L i 0 反応前面甜 I13 foo /{'->碍掌
に大きい。幻成するん炸紅 7゜ぅスケック検ぶ器 l::. r 芝f..Jをつげ、こ如捻荻
硝によリトうッ 7 ~して投学嬰伐囃 l::. よリ鈍喫て匂る。本絣廃で｀は原い伊にくりへ99
改幻枇 3量は少ないが｀＇，線表(J)"””い，琵嗜的などの和I~、るもつ R1 中
性ば稔派を用いてオ、ウ庚の完量な枝討しt。

実硲加ょ汲鐸
6NH戊 lこょ渇い紅隙去し口紅器（［真フ 11レム：国乍蒻セル〇ーズ＇） 1-:-

丸＇A~り鑓 (I()0たら）よリの心枯｝這射し、そのトラッ？観察のた~ 0) j紅
感が工、ァチンク‘'令件石求め在ところ，エッケング新」，叶向，私度 l諸乏 6ルル、 OH,
ム0~ 60 分， ¢o°しか‘‘もっにもすぐ｀れてい在。以上q朱件を用いて1J" 7 ス牛の木ウ
慕遠量蒻試叩己。ガ｀ラ又拭粁 11-種々淳碑沼鱈し在 Si 02-, Pbo, H;s l30心魂
融して作製し在。これらち平壻 I:. J+カ‘" 2 、その両 1填公感を 1オリつ I↑、これな／＼°ラ
フ 4 > 7" 日ックで 1わ1Jな厨戸“'A吼 -B-e. lヤ仕了絆翁、 (5Ci)よリのを中性各
（拭枡照射位置で'lDJ，，，，，，／畑J. 9 年e ）で＇J- O 叶1匂竪射し P。照射終了復拭粁かう l'J,が＂
した検ね蜻左エッケングし F の万，水尭、乾煉して光幣屈負俣囃（ boo府）て＇雅窟し｀
トラックな打敢し在。回 1 Iニネすよう
に各種がうス中に含ま取るい素の量
乙トラック 4 萩 11-直媒比例関係を柔し、
店姜酸条件における It、ウ素 4 定晋限界
11-I o/。径度し考えられる。
っざ｀に電算秋 1二よる卜うヽy 7 ti/計数
臼這討した。トラッ 71象な訊筏滋
(b o o;(窄）も用いて 35ヘ""71 Iレムに

粒鉢し戸ち、その透過濃度＆ o, 1 心…
疇て＇サン 7゜）ングし｀電直科すンラ
4’ ンて揺鋭テーフ氾扇染した。フィ 1 レ
ムの全濃度 l "J. 3 t;D メ 230I7 0)、産（面積
0,01叫虻）じして表わもるが＇，そ(1) 1 
舒を量訂ヒして因ュに示すようにライ
ン 7O II >ターて｀＇打万むした。令苓げ 1 1- 困 1 がラス試計沖のかう秦とトラック
紅の環度を表巾す。トラ、y 7 <1)個駁 和しの肉係
な計教するi::.11 、易 3 遺夜レベ＇ル以.t

lo

g
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べ
き
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0 2 ク 6 8. 10 

がラス中のホゥ素含有督（％）
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q点、とその点、の侑令林パ輯戸滋如紅い。図 2 ゥ之卜 1/ ，ックスて＇前 1謬布に蓮
採する点を 1 フの 1集釦本（トラック1象）として教える'<'.-.,イ列げ＇ゲ以上叩農度レベ＇
ルの点． l オ A角令係て→ 4 ケ． B て｀＇ず'r, C て｀＇ 1 ケとなる。レベルなf以上にヒ·れば令
佑令いぎ、は AC`' 牛ケ， B ず 7 ヶ，して｀＇ D 'l-なる。さらにフ 1 Iしム表面っ回凸尼＂
トうッ 7以外に起 1月す 3 4、j豆．な徐去し｀トラックイ象0)ヵ公耗録するため，フざ＇の
釦るし•F 。すな h ち，ある醤の不ゥ鼻，を含ま拭枡から浮F トラッ 7敷 5視覚によ
リオ；ぷ｀これし計教処理 l：：よリ求めた集令1打数がほぼ＇一致するような訂敷令f午る在
用す如池釦粁の卜う w 7敦も打骸処理 9：：：よリポサリ、そ乃末う素含有量も不 1 ふ。
俯辻｀店ゥ素含有量／、 I ク0 0)拭付から得られたフ 1 IレムC1/ラ農度分茄る針駁処理する
岐、叶環度レベ｀ lしなyJ.又t ]I □`'1 ），又J:. Oi ~き 11 表 1 I二示すよう 1碕角令株 C ~ラ
ッ？）遭哀が求手る c ーす，視覚 Iっよリトラッ？杖ロボM~~b5IT 尻る0)て’,
計教処理した信令係教な， こr/')数叫'1- 1ま｀一致するような1:1彗ず：め在。そq辞屎，
濃度レベ‘1レf以J: 0)、百、か｀, 1/-If以上の素令体を耗鉢すれば屡釘和個靱ネ b 午 9::. T,FI, 
この目的に合致する;..しか｀’!/) 1J'? t=。 し下が｀＇って屁拭村ょリ竹られt~トラッ？ル偏
校戸註計敷魚4年 1：：：よ1J計教妊理できる。

表 1 計薮如鱈果
5.3't＇•うん 4 3 4'+  

.A ；，（汀—]八·こ：―ヽ~-._ｷ: ! :ｷ i -~. ; 
・ ー／卜三「＼旦・よジ•―ぅ―-• •~ -ｷ 1 • ~ -z ~ 

"·ら 6. iiう・, 5 4 4 • •-•一..,,--· -,+ ・ 4 - 3· ー・― 3 --• 3 •..一 'I -•一 'I ......―•一 4 

4 q. 5 3 4 う 5 4 4 、+

角令体中 集合1本 01'1図款
吠、知個杖 点ぷ農霞レベ'1レ

9以上 1以上
.. -- -.. .. . -.. •. ｷ- ｷｷｷ- ....一 ・・

4 j 5 •➔ ／I 6 う、; 4 4 
5 う 3 4 '.J 11 5 4. 5 4 
-ｷｷ. -.... -....... - 1 146 q2 
Ii q 3 4 しう 4 4'.,'1 

?f --:―•一•;—•一：、；ー'....--}-···.. :---..—:—•一；—. :.: 
4'I 、I 4 仔っ 4 'I 4'+  ｷｷ--... .... . .. - . 一•・一

ぅ 4 、‘t'+ 4 5 5 C Aｷ 4 

2 53 29 

3 19 7 

4 11 10 

4'+  • 4 ｷ 4 5 3 11 • 4 5,,  ｷｷｷｷ-ｷｷ--ｷ ｷｷｷ---ｷ ｷｷ-ｷｷｷ..... -・—... •一........

I+ 5 6 () 5 4 4 4 4 5 

--•-ム-—_..5_..―—__｛う.... 4.. •• 4 ｷ •--..4•一— 4 --•5 --ム•一 _4
4 4 4 n 4 件 5 6 4 4 4 
3 斗も B 4 5 4• 4 • -4 4 4 

••—-• • 4 ー●●ー（｀戸す万了\.__J__.. 5 • 4 ｷ-4.. 1+ 4 

...--(iー・←ー6ーし竺 2o... 11ー＼之． .. 4... It .. 4 11 
A 3 ム＼ビニ・1-“ 2 ;f 7 
I; 3 5 U..5 4 4 A 6 4 

5 4 3 

6 3 5 

7 5 5 

8 , 6 , 7 4 

10 5 8 
＾・● •ー・ . ....... ..... . 一● ... ........ .. ...•— 

シ 5 うi! 4 5 ，↓う 0 9, 

..... •• --" -.--•5. --5 •一一→ ンー •• • _.... 9, - 4 --. 5 c (9 5 
りうり 4 4 :, 4 2 :;. 3 

11 4 3 

12 

゜
4 

~ •----4--5.. —-5—-4 ---4 0ーー・＿ぅ•-•一· • 4 ---•ン．-·- 5 --j 13 5 2 

14 う 3 

‘ )g2 集合体（トラッパ象）のデジ｀f IV樗示 15 3 1 

16 う 3 

17 

゜
1 

18 1 1 

19 1 

゜
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2 B 13 笥竜粒子励起X叢則定 K よる微そ元景介莉（'7)
壌境試料(J)介枡

（味 1試、理） 0 V. R. Navarrete, イ和詈野藉，t国1羞1姜
石井度直森田わ

麟 笥愛雅手席りたい畏tll定によゐ叙登元素分莉法の研戻て今 1 て'’うす vヽ，Iダーケ●●
ヅトパ雌譴，分析慇羨等を杓討し戟告して来 r~ 。そこで ll 本介莉括が薇灯拭料中
の痕訃元素分析怯として慢釦•点をもっこと勺＼認のられtく。本純告で 1 J. ;R,体拭料，
粉末 l即試料し：ついて内祁揉卑を用いる喉の試料の謡製瓜、一ついて梗言寸し，本岳で
併ら Ill rこ分杵脊い果を他の介和幻てよら桔泉と比萩し走誓汀法の枝討を行なっ r~.
粗 紐r、 I江］瓶 IJ吸着し「こ｀ふ滋度を緩て梱広し「惰液，蔽計也戯可能rJ元素
を土遣試料から抽窟レ r諄液，土叢武料， NBS の棟車汰料の Orchard Le砒s(SR汁
l 夕 7|) を用い「：：。叫濤阜濃滋澄に 1J.ウランセ済加し／土慮拭料•1サ紅弱紐t•,
恥 r濠ハ1直を用 v\, Orchard leaves に 13銀を添加した．診沿わ B巫in蒻 11今i
で遺如、最箇の斗 ,-un ~マイラー膜を用レ＼ J液磁試料這とで慈発乾固レ／粉太
試料吐蹟狂‘9::::. —,1..-if口頂濱水で渥付し rミ． 200 ~eV r ロトン街苓し r＜土痛試料
は高純笈グラファイトを約 30 ％；屁合し，直径 lOm m.,-1-~ o、 5mm.に加圧灰哩し r~ 。

7• ロトン衝腎 lI東北大労引MV V仰 de &raa.ff, ~00 KV Cockcroft-Wa lttm型1JD 速春を
応， Si. (Li)梗腐癌で X 線を須11定し r:.. itの他 IJ対国の詞皆叩函 1) である。
桂墨 CP~ E 法による定量で 1注拭如，1 発生す“li·l生い線のカウント数N 勺‘ら
目的元索の竜量WIi沢式で求められゐ。

w ：：：丘 MN/A Q n餃f
こ::.'l'; M 11知量， AI1 ア木沖 F tJ仮的衝聟7on l-ン釈か IJ:刈線知新
輯J e d知澤遣虚劾名f IJ X.旅の透晶洋である。 しかし）安際の介莉試料
で 1m -i7)原む）りうす vヽ＇試料を 1乍萩‘するンと 1l 困難であゐ。冷こで知1l そ(Wsl咽
粋樟亨を試料に内ーに海1JO レ，i訊て定量レ r::..

W=MN 応らf s vis /Ms Ns か'c f 
(1) 液体試料の内抒棟痒
fサ這勺‘ら叶鰭知足量パ輝ウラ ;;;.lレ釦液を添加して IK!抒楳車として定量
墳果を原3 暖光怯による値と比軟した．ま r、•投液化営的見砲勺‘ら土遂試料的酸
直菰可能な元祟直材で 1i，ウラン li分杓元素のヒ•ーク℃言fi,)鵡滋恥して
m rよ・レ 9 ． そこで原紅及妃t去で求め rこ俗の値を内軒麻隼としに。存逗崖土嚢の拍
釦知浪量1直 1ょ奪瑾知恥： I 汲そ樋とほぽ一致した。シの緒果魚体杖料で 1月郭
棉和して済加しr~元紫ばビームの挙るif> 3 ">11 7Tl の微lヽ詐分で灯ーに試料と混合し
乾固して I l るンと h\•認められに
(2) 3 、 5 MeV,200keV Jo tJトンを用いt:t濃核料ll)分析
紅 MeV 芦 0 トンにiる土還試料·の X 緑スペクトルを図 1, ~ jり。＆り‘ら Mo すで
I LI-元素のじ• -7 h＼・言もめられ，これらの元表ii))司片定覚り＼可能＞であるシとが穏めら
如く。しかし X 貌の低エネルやー祁村に 1a 街1 勅放叉射様にiる尺き[J蔚・がぶ現以a
より危原手屠号元表の定堂に,.r.困翅妍あっ rミ。図 21汲，OokeV 7。 U トフのスパク1-
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ルで 11 3. S-MeV 1,ロトンに比べて X 絲を生産m 面猿ば）］、さし\ 1Jゞ，iJl勒双射線(JJ BG か”
現われrd いたがAlぶ， S, ば， K のヒ•- 7 碍わられ r：：：。ま r：：原紅競滋で求めた鉄
の値を肉祁揉卑とし r：：淀そ値 l,l祠方のエキルギーの 7o0 トンで分莉し「：：： Ti ,V, Mm の
値がほぽ一致いた。シの様に分枡対象元素に記じて棺々のエネルキ｀‘ーの 7心トンを
用いるシt謬範囲の元素の分析 b＼可能と「d る。
(3) Orchard Leaves の分村
籾末状の固麒料
疇叡慄平和0i却）
棟言すの目的で Orcha.rd ,; 
Leo.ves を分析し r, 。

約 20 mi dJ拭料に
o.lm』の 200 ppnし
疇岬7紅各夜を混 1’
和／和雌，もパ
数m1 を再留水でマ(J

B 

イラー萩 I守付着tせ 2 

乾燥した。定澄信 IJ '゜
”採卑低ヒー牧レ
I 4板遣紐‘引釦本
紐 1:: おいても内一
＼＜岨瀑卑を涼 00 哄 '30 

束 3 ンとが＼祖汐”ぅれ
た。

Ep • 3.5 M,V 
AB50RBER950四 A.
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2 B 14 
7ェロシアン化金届頃症殿生成による RI のキ甫棗
（放医研） 0河村正一J、甕童克己，紫ff)燈見竹下芽

現在王心こ一連のフェロシアン化金属｝翫鵡丘作 0 /その痣成ぁよび Rに対
謬吸庖考l生はど‘出諭べてきに。今回 rま名詞ざ同じ積瀕の試和（史つて呪飴追
応せて／榜ら娑生威覆話浮紋知l•生オ免種のJ輝尋と蒻｝べ I RI の須遵もピいの
麟性につ 1) てオ象討した。
宗頻

RI 疇鱈： 麟 /00 叫に RI からび＇fこ I T紀の試芽ふ0叱印 L わが｀つて
囀虹げ 0 —麟叡這ぜ｀て邑疇煩L r2.のち／疇疇幻n肛）井戸型虞シ
ン手しーション計数素聖による叶教摩を Asu-p.とする。究展知生威前のiわ未又初じ，
の計教年を八とし I (I -A吋•/A) X / 00 の双｀によっパ恥叩心囀望／。
）と L fz.。
試繋添POtl年．． 0-/M M(NO』" o. 3, o. q, /. S, 3, 6, q, I瓦 I g叫）に o.I 
M Na森(CN)6 ざりかぞ｀れ O,I / 0.3 / 0..) / f I 2 I 3 / 5', 6 叫 bOえ／それぞ
rl't No. ¥, 2., 3, 4,. S, b, 1, S ヒ L f::..。
琵更
1. 種Qの攣鰭高知ヵ0えたとさのヤ，こウムのキ刷底牽 無栂イオン交埓加し
てフェ〇シアン化金属逗の沈殷ざ作る滉脅合痛切昂酸盈：：：吋 L て 7ェロシアン化
ナト1)ウムど粒 R(J)tt年に加えて：贖’忍作ってぎtこ砂硝絨虚3に対し 7ェ 0 シア
表 l 。 No函(CN）（とどもに加えた M(NO山ン1kナトリウムを l のもL比謹I合に
No. c。 N i Cu.. __ Z_0_ __h_Q_ 1.7oえて作った症般が最わ四凱やすこ
I 93.7 q2.3 q釦 41.6 5.s とが分かつて l \る。牟回 I J RI を含む宕
2 q6.'1 化． 6 q 6.g 63』 1 2,q ；夜中て貨殷を生成させf醜する方し玄をと
3 叫．g 1 6,2 q8,6 13.8 10.q ったが‘1 焦根｛オン交痢恥ヒぎと司じ
4 行， 鐸， qi. q 60, 。 8.q よう (.::3: I のもしt豆｀試羨凸0えi虎殿
5 知竹．。qq.5 8 1.q 2釦 叫った。その飩皇、表（に示才よう 1 こ
6 q的知竹．,, Cf 0.3 I 弘 呪s の定董ぬな而舟に 1 ま， 0，[ M 忠夜
7 呼、 3 1 知 qq.9 84ｷe 25.。 のコ八‘（し卜！二｀ー／午 rしあよび§可そ加えf:
8 竹．8 門．7 qq.8 ⑰、 3年 とさ／その添切耐が 6 叫と鰍スると十
/i5t‘あることが分がった。なあ‘,O. f ME紺茨亜鉛ぁ、よび｀ジ＼L つ二 1 しゼは定量白り叫荀
殷がて｀、どはがつた。このうち ,8諷二、｀l ケtしに 7ェロシアン化ナド）ウム的0文た
どざに生じた虐殴¢)のi『骰ぽ！＇：術恥が、所圧）か）「むの荊降に結沿りが‘b‘ がった。こサ（に反
しげ蒻年：フェ 0 しアン化ナい）ウムい印えたピ知の直い府l麻が早くi b諮仁）

l 心 L 卜，こ 7ェ 0 シアン化ナ~ 1) 勺いせ l70 えて作った叶産汀囀勘恥雌洞可 3のて｀‘
鱈繹心と知ぇ／この 2つの条こっ＼）て茄鱈e 乱正f2,

2 塁冒噌竺言；：l:｀｀：言昇蒻摩亡贔:ま:99:
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アン化ナト1）ウムに硝酸銅を加えても6鳩コバルトざ1JO之て只賛箪没わらなガつ
た。すな印ち／即Sr,(4t、el ま I王と人ど請潰ャ爪ず 1 sq Fe 1 6°C。(f)す甫、丞ま閏酸飼こ
侶）5qFe 60Co 食Sr 兄 ＇手e フェ〇げ直戸 l) ウムをfJOえたに
No. ~必， Na4長（CN)ら：幻D をよ 1J t /硝院コバ'1し卜にフェ 0シ
I Ig, 0 0.7 q3.q い アン化ナトリウムざ 170之 rミ炉とが大
21 叩 0.1 0 q 6.i 0 ぎ力＇った。表 2ガり No.6 へ 8 かま
3 /3.3 4。 0.3 ⑰。 0 '31Cs が定量的に」雌ざ州る二とが｀合
4 2q、 3 6,s O 9 8 、q I. s がフた。そこて`'No.17 I こっ＼）てつぎ‘’
5 2年 (3n o 脅•s 2.4 の検討ざ行尼「こ".,
6 3 1.4 % 。ぺ qq勺 o.; 3. セシウムの開恥鱈 (No·7)
1 32.1 I 3.., O 行． s 2.2 ：：犀未：,:::. Cs 坦｛本、 /Om牙ざ仄）えたヒ
8 33 .• 知 。 口 。 さと，加えtょ l l ヒど叫刷鱈拉砧し

Co(NOぅ）ぇ Na4FeCCN)¢約0 た。その命釈/ ()す＇汎のt易后｀」／布
質。 20.g 0 麟 0 叩、5, 1) i賃ぜて＇‘/ほと人ど定景的に
2 48,q 3 7ｷI O 知 o Cs が吸着コ{ I Cs 叩I受着ばぎわ
3 45.'f 3 化 。 叩 0•3 めて卑いことがらがった，， L ヵ‘L tょ
4 50. 。 42.s- 0.3 qq., 0 がら／このと疇未j：加えた試莱と
5 63”s 43心 0 冗 0 叩景疇殿畔l1に作 1) I この苅骰
6 46.s 45.., 0.4 知 / を Cs ざ加之「蓋未に加えて吸肩速
7 4鉛 45-s 0,1 叩 0.1 度拉翫fこ。蒲頂騎田の場合は Cs
g 48.5 43.2 0 叩 0,7 囀/Om牙ざ加えたとぎ／加えば

l) とさい訂1 も：麟叩疇試させ戸ぎよ l)遅かつf2 c 
4. ルビ｀ジウムの捕舟年 (Noり） 閲畷銅に 7ェロシアン化ナトリウムざ加えた
知｀rま， Rわ坦叩叩tふ）ときのキ刷集年ま四 0/o, Rb [ 0呼狂0えたとをの硝
鱈ま 154 °/o て＂あった。一哀硝瑚コパ＼し卜に 7ェロシアン化ナトリウムを加えた
系ぜ 1ま I Rb担偉添加の有忍こがかわらず＇ノす醜車はいず｀爪t舒 o/o て＇、あった。
［たがつて I I< b が Cs と同じようにかな，）非莉屎ざ爪ることか％うかフ「こ。
5-.~工這鱈（No．ワ） Cs 10 m3 を OOえたピをと加えな＼）ヒキの
1認 1咤ぃ囀応詢べた，，その綿棗 Cs疇h0之て 4h0えなくて虚鯰
ぱほ以ど｀妥わら「よがったっ硝撹飯l とフェロシアニ化ナトリウム豆07.._たとき l オ 8
o /o / Ei靡コパ＼し卜とフェロシア｀／化ナトリウムざ加えたとを IX 虹｀゜／。t'あった。
6 ．いウ這（樗とやこウムのj碍卒 Cs を!Q m的0 えたと
（表 3) Cs（四） 0 10 50 100 200 300 心0 500 きの扉濯年ばり0えない
G汀 FeCCN)4-― qq.8 q15 91、1 窃．＂ 岱S,3 42.+ 33-6 2 1.、 3 とをピほと人と'‘査わら
ぶ知）4- 叩秤．りqf.s 86.f叩年 36.q紅3 「よ b' っ r2 が Csの知

椀すと 1 表 3 に示ずよう（こ：露1.:: i幻 L f2 。
上記の 7ェ〇シアン（ヒ含届虚丸いず爪 {EDTA滓叡藩癖す乱したがつて宕

留 Lたのち／イオン詞抑恥ょつてセし｀｀閲：：：吸屠拍崖 l て合鐙蒻餐
することかできる。
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3 B 1 孜籾心加塚1._ J?羞炉朽磯い息遠阜

C東泉款育火’親）シ包IB 長］'.t. 0 勘橋成／＼•関屯犯

騨
募免賢l渭繹賃げ鐸素ク底賃をfすうこヒ(J叱即讚的（平嘉燥如あ
カミヒであり、く札 1 て｀＇（ヽーク＜遣豚ぷ行されている。 ~lこ鯰l l..多）放脳疇

“約1乳するこし lこJり極微吃の元象な足祐することが可侑tじか），ざ 5 (`¢んだ
疇臼かれうJうになった。しかしな択5 、｛れ 5 の元素ヵ底§も攻砂数り元
素 1こ限うれており、より紗人の元素［こっ＼ I ての脅摩、が 1 fぃれてし＼た。［こ｛万屑坑
刈坂源泉ばついてタタ紅象を 1印紺渥岳し、死球化界的祈叡碁点棗料も影立
ん！印釣とした。

嚢い‘(1 紀）ゎ綽応刷汁f-- I応 l 1..,より叱 l卜［只卿知煩梓 1叫鐸砂4わず
（口只素~I印鱈わりi 3f,..四闊糾砕h 分析比l升レl られて v' う。生研妬以IVl
てもこ叩麟遠l叶した。しか L 行が｀ぅ瑶渭滋む般 l戌比ぅ元桑1炒微冷げる
知、なん；かrf)菊麟汎＼戎夢t. 1J力。々こら］復濾lL iる和彰顧訊（ミの嘴
ぃ｀く妃配象を1且吋濃煽で送、雌 l乙よる；信砂いf...、メ採i狂簡滸で豆）
を周いた。

輝試い l げ鯰紅囀皇元湯，《企り着ばり湯、恥の湯、並び噂llI
“それ以パd)がり胎姐噂取し．厖疹傍へりふ疇碩ぐ為匹精巖絣蔽
”ん出を屑如囀し紀 1 ぢ↓吟孔l勺レクvt t直輝をミりが r1 ィ 1レタ

:i言口：；；コ：0-［；言：：：：tJ;1／゜二竺：
知し／人佐7 瑾象 シ？似砂噂初尋）
創いし［認％巧I人 うお机
幻J#(J叩パに 1: るように f9 (20透町／jl...）
蜘し、精製アン元ク朽I<

```::::;i(：シ：：口Jぅて疇追紺叩紐にした。 1 ＄層即屈
韓填紺誌ぷ斗

V) げた｀｀ながお．1=-ガ＼lJしなるし、化冬り叫 I 頓礼叫骨纂
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和崎l賃挑に勝渾滉知→項をし麟 3 屯たもヵし、試料ヒ 1司様h 扇t
吃作ったもみも l〇い、柑象条埒令碕チ‘‘}りした。
鰻噂覆紅1輝和釘虞謬炉の賃紅訊（飼lかふ束／びIO侮ぷ泣＇）

にて 2頌間鱈した。頸｛着計試料いい 1 1 彦祓で藩傾した伶 1 たはもの 1 3 測
危した。剃釦い如婢i)旅謬疇掠した#(lfヽKィンネ lレ坂面liJ析器を恥'I 『綿
パりトロメトリ／により保元素左足身した。な令半滋灘拉渇炉時間遣情によ弓
元素1 3 1;I翫滋隕間を応べ、さ 5 ［叶い洸戚｀刹の元素l1/0 叫恥沿納紅J足
した。 3 年月の冷却後硯l足にJリヒ素、ガド｀ミウム｀ランタン、サて l) ウム、イ
‘‘l オルビ‘ウム、タング‘人チン、／0 訊恥忍讀 lこスガンジ｀ウム、クロム、 1 ／ゞ Iレト、
タうロビウム、iレぞんウム、{\ 1;:::... fyムを屹れ屹＇訊足昴した。 1J紅素の足誓［2.
隊してば拭料も浮姐骰屁祝咋［惰嗅した浮祇全乞の 11 脹船 L足舟した。

灸1 評癒認水碗鱈週／い

翫島綱倍諷喝瑣鱈i斜噸湯布釦翡夭、勅渇
況唸c 軍 町位v 終1 名0q o,03 0,02 N,D 
作 :t 2磁r ［妍 ＃タタ / ro 3 凶 3成 N,D 

0 2f、1cl 3 』00¢り！心 0』S' OJ.O 0,21 
じ幻／JH 0,11 rJ、 b| 0,08 叫 0,13 

は 依柏切ンtふ了 NIO N,P 砂 叫0

La. 1to.2りは17 0竹／ふo o,0J o,0タ 0ふl

0,01 

S肌 16枷（030叔 o,}D NP o,003 o,0洲

Yb 悶((31｢ O,boo.タ{, O,Otf(副） N,b 

以d. 2凶 o,or 0,/0 N,D N,D N1D 

廿 似I（夕幻 0、（ク N,D N1D N,D N,D 

\J.J必1伽£i6 NｷD N•D(),70 ND N,p 

壁/7J,析條稟を康 1 均手す。
灰茨府］ヒして涜ガ0 した叙が 5 l1liしんじの元素 l1枚供キポず、中 1‘4‘lち人ガンジ

りム、 17 \1.-ム、ランタンが校収さホf叶べ松璃り危曾 l砕係しては塚視できi浮であ
った｀
知靡元素幻V\t t'J.菟着 5 疇叡鱈直し一我しているが、スりンジ‘りム
戸 W(l} わずか 1 こ虚l ぃ低が得令れた。合 @1扉翁納第粉汲和表ぃ椋雅によう禿乎
rtJ尼いを《わた机さ~ l：：伶ゾ碕叔特による底）号も拭‘汁｝ヤ危であろ。

l) シ咆印表生 Ii瓜必んio isot。feS 五已 3切(/fは）
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3 B 2 天然水中0)ハ 7 ＝ウムの放加紘荀

（青が南心理工） 0本村幹豆島，平尾度迄
｛底躇ゑ利｝

天笹＊和 1V族え県の定量Iょーれらえ県の砲珠• ..I:.<1) /;i"f, I 秒動ぁ;i. "'Iさ挙勧 2知
迂ず重要があ 3。 この報告ずI 1-、 その一桑として汀族ぇ系中ハフ＝ゥ4 の灰和化
走量I公 I"- つi l 這べ＇ふ天疫水和ハフニウム含邊i1紘めて低ヽど稚釦れ 3 から｀
ゅ如応和椒淘施ー放知虚心浚差j~1:立案 L て検材切った。炉1)か這
ベ•'3.

1) 放術雌和是定ハフニウ A 0)放術ヽt'..に関係のあ 3 核ブ｀ーク 2 表 1 lサ示す．
表 1 枝ダブ

椋的核 屁tt（叩）蒻疇績 立‘核 生麟麟嘆妾株弐＇
吐 0/4 バ‘ーン dpS/f¥3 Hf 半；絞縣l

Hf-174 0.163 斗oo Hf-175 1100 EC 7oa 
Hf-/ 7'l l 8. S 6 1 A Hf-I'78m • 440 IT 4,35 
H f-178 訊 I mo Hf-179m 23000 IT I8,6S 
旺 17~ 13.'75 O,Z Hf-(80 m SfJ IT S、5k

吐 18035,22 10 旺l816 000 f-42足
表平生戒漱麻能違l3 立教大な原口莉窃竹 TRl <q-A MARK II 承み炉の固戟拭料
断研 3 公柄野蛭注蟻 5XIOII n ／心•S て．、訂尊した悦釦があ 3．原多
炉翌和条l"心紐して 17?力tf 0)表変吟戸14 Ke寸のが練這炭うわと、く
L 1,-::.。

2）＿和褒磁研菰這 I9 臼伽鱈—放加t'..法
屈 1に放蕗を示す，詞琺が一旺は大量の試水
砂出和ることぜあ立脅が認和りパ

試．水
30~100~~ 
+Fe.. 
+ NH“OH 

検渇

メタケイ及イオンが多危唆託”令，i-蜘這
厨点の況蔵心‘／況降がIf炒＇‘られる。二れ ,~nれ
免恒としてメクケイ祓9 モ ,v含世の¥火上鉄さ炉之
如ヤむ (I 't 7S・放知辺祐蛉，抽~). ~こが
戎殿A ヽ2つりて放術化を仔ってみ 3 と、 1 分巫第
て、己Fe(”）玲h 認など心辺立年9潤＜
目的と 13 I'1 9吋f "'項ば— 7, J認める I~ 全ら

上澄淡 況穀A

ならた。迄て、和幻恥短~I.:, ヒを和房 L -r、
さら 1::."}}農艤湯患を 4わた。エーデ Iり翫なし
1-::. 麟テノイIVいリフJレオlJ 7 立トン（丁TA)-

ヘ＾ンゼン＇浚知｀‘加出"1j 3 亥i去ずは多羹呪鉄ヽサ樟と
な a d'J z•ヽ｀合がして図 4 の 図 1

7r.:血皇方法どとった。 碍I屡略］スー I
ぎむらかん•ああ\ ~l L あっ L. ひらあ‘よ‘し；；；っ•もがないま'} :::. 
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3)きが抽出一庁記｝ーさ 2)サ；紅耀濃、薗如訊 IIたがも
蜻したヒこう｀池水J:12 10 ng.／かい」欲危こ応いがあるニヒ／｀‘わがらk...
虜い試JK を扱｝の 1逗 L て荀易tはなく、特J:)K緩ィ吟い沈舵が沈沖 L （べ‘‘
湯卸鉄さ多量t：：クfZ.え、 4知欽砂滋邸炉戸。また '79叫げ這 ll 'fo_,土騎、
定骨の下浪傷 Ii豹 I "ゎ／試料りわかったのて^. ~2｣  ^ 悶知＂すもと予測I心直
料9こつ 99 ては、屈えのように差脊袖豆心る e}1易凜釦か検｝よした。
紅 a 心釈紅i 1 £.の試 IKべ繹i思務碍的7
戸． TTA 虹追陪が国吹孝這‘少させ 3 こと 古‘)卜～認
が蛸うかとなったのて｀砕馴炉曲出さff•ンてジ‘IV
ユニが汲がハ 7 ニウムの固牧卑．広島め 3 J•う 12 し
た。全和豹｝虔病操作叫瞑恥、 9迄紅． 11-'17年さ
用 II 3 学的かふた。放炉噂透r庄げ
知放給とさ脚l定ーしてジ｀｝レコ=-ウムの印碕紅‘め
る。ハフ＝ウムの国牧卒l古 i叫1叶さトレーサ，とし
しておめたと二う、 1 ま 1ずジ、ゾ1 ＝ウ勺と学しい： t 

がれかった。

高咳紺t～紐知放荘Iヽ 7 ＝炉々
トレーサー 1-i痔 I'!..< '--1砂． 9そ今ま KLが 9?
みともってジ‘1レコニウム 1 ハ 7 =ウム丙危

這牧戟渡しのトレーウーとした。
lj.)放拓化測定 2) また（バ）頃ら

れた:Z-r t-Hf 0) TT A 溶知テフ P ンビ1-
図 2

• 

+ 9笠r 又 r~ 1r1 Zr 
茎尋濃綿
（ロークり一

工＾．、ホ゜レー？ー

又はテフロン／

1::;ヘ -9-)

ャ HF

甚尋和囚
ャ TTA ーベ｀ン七｀ソ

Zr+ Hf 

和布瀑碗宍I

カーて．＇竺府荻国し｀ i如玲紐、iいいて 1)竪fJアD e Iレに入庄乾屎，国交 L 1: ~ 
柘~,料とした。愈埠珂将も同祖~ L て痢絡した。座約吟向 I2 ・ 立数大なみるヵみ戌：
所 TRI<tA MAR.I<. 11 み奴が‘. l 半浪期 I進11 .20 秒から飽乞逗恥 3ク｀土ビさ
玲＇た．炉3 令如たまド砕Nも豆附などのヒ°ークが認められるから， I4"J 
閻謡追用した、匝身淡了から測史．まt`11 I夕びかかるのて疇、 20租1年0秋翠
l：：統一した。測走古fiO Cし作 (Li)旅ろ番フ、 •3 マ 1レチチャネ IVハ0 ，Vス］Iふ心会布ゑ厖ド
より， LIVE MODE ざ炉・1 秒jに 7、 1アノ゜ウォッチー百とどぃ這淀叩砂l‘;'-(
平訊た）図（:::. I 均尋戸方式ぃより．叩訓喜亨ょ仇父ぃ竺和
訊庭、 くリ函旦義翠心く一わした釦渇られることから．わ紅緯
疫の変~,ーわ1ヽ之りと芳えらi),I, 3. 

岐凸甜iが＼和璃釦 0，が、Vl 哨／北米げ｀あった。手た二叶がか紐i4
i’得らい豆噸,~つざ， ア Iしサッ.,Jil. I:::. よってジ｀Iレユニウ々と/1 フニウ白q合を：
知'/ (な芝紐iえ），放租吟祈ざ）＼ア＝サ 4 5ぢめて 差I..う l 2 、ジ｀IV.Jニ炉
令せt疋｀あるこ豆ずをJ.
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3 B 3 純水中のナトリウム，燿素の中性子故射化令祈

(8 本介祈センター） 0樋口英雄・野中1言1尋・西村耕一・ぅ紅口博
（立放原研） 戸村恒 l凡

絲言 原号力発電 lこおいて材料の麗飽切巖せ、から水中の極緻：量不純吻環度を知る
‘‘とは急毎な、‘とてある。また各蒋徴量の 4じ手分前において，ブランクテスト，積
享試村の謂惚を行なう際 l：：：純度の固い水が沙要て、あ＇），従って純水中の極微董不純
物の感度の高い，信頼て‘・きる分析法が望まれている。

、‘、‘て. 1:1.,中性う放射化介吋ど用いて，純水中の不純吻の一つの目むと君えら札

”トリウム，娼素の今析を前処理操作を行なわずに行なっ r：：。また液停観滸(/)放
射化今加‘'墾睡な照射中に起、、が容器からの汚染，溶為しているア IV ゴンガスがら
38Ar （ル・？f80 反応て｀｀柱する瘍素1：：：ついてか険討した。
庚験
1 試料および、照射
就粁 9まイオン交叡討脂カラムおよび媒留装置で得た純水て‘•'2、の I69 と藍ィ鵡純
農厄英容尉計リとる。、、れを棉嘩餅灼と共に立激大営原う力扉究所TRI GA 1[ 
型炉の回肱餅輝（中｀性5 束： 5 X /0'ん．“”-i・心Cー／）プ／0時J旬 (6+4 時l旬）照射
した。

2 衰接澤晋

放射化）穿分躍して得r：：：ナトリウム，壻素のフラクジョンJ;l" er.t17Jウンター（愈辰~
: /.%•四祝｀＇訃敦した。また放射4ピ序応喝渡を調べるたの 4096 テヤンネ Iレー~IJ.)
検出器と用し‘た。

3 鉛藁およひ‘,"”t I) 

ナトリウムの今耀 l：：用い F 水和五醸化アンチモン (HA'P) J;1 6-1rariめらの方法
によ‘)調製し r：：：。これを粉砕げ0爪esん以下のフラクラヨン芝用し‘F。福告用の担
術叩2mlの紐カリウム溶和／3mj①/4 ），ナトリウム用の担衛訂I A -P(/)如挽
容骨に制限がある、‘と力ら府lご用いなかったo 礫辛餅舟lす慮4ビナトリウム (Na : 
/.69夕'111 (1: 2.6/4h'lj,／成）落液を希純歿水て油釈し／／f加濃度に鰭愛した。なお藍
付万英製照的容巻lぉ溶融石英および合戒厄英管より作亥｀した。
4 今折操作
照的唸， r：： r：：·｀ちに加しカリウム，奥 4t,カリウム祖体の入.,ているビーカー 1：：移し

'2 mi.の顧酸（ l ： l) ど 710之た(/)ち退マンガ. ;., !!殺カリゥム敬蒲逗 71D 之B茂 B゜に酸化す

る。臭素を 20咸四危化炭素て"3®抽おし有澱層13捨てる。水層 lご教；·廊の過酸4ぼ素
水をlJD 之連マンガン酸イオンとマンガンイオンに退ぽする。 o.s:爪廂酸E 7JD えにの

ち， 2,,,J直酸錮鱈（204”'位') ＆加え，患凶介誨レナトリウムガら娼泰を
今する。

嬬素の精傍
逹，じ、今後，虐9じ銀どアンE ＝ア I:輝する。ランタン，メタ汀イ酸翁液を加之·
ひぐう9(/) なかにしむら，はまぐ 5，ともう．
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，庄討しr：：し(OH)3, S;O2 ・'71..t/.2 0茨澱を逗 1\j‘分謡する。上澄衆に硝酸を潅化銀が生

ずるまで加え F後，秤量ず壮グラスフィルターでシヂ過レ，茨殿を水，アセトンて飛
浄し，乾煉咳秤是する。一‘れどアル、，，ニウム板上にマウントする。

・ ナトリウムの精製
璃化銀ど分難した上嗜淡を鼓固近く云て｀苺発する。冷却後／伽わ 6 が低簸を加之

釦じた如慮む桟l」する。ぅ戸液 lこ／0()mjの HAP ど加之マグネチヽソクヌタラーな
今l旬かくはんする。 M(lの政箔したHAP き秤魯すがグラズフィルターて‘注意•深くぅヂ
退する。更に 20~の 8M面酸で；お争し，乾燥後秤骨する。、‘れをア Iしさニウム板上
にマウントする。

結果

1 容思ヵ‘らの汚染
以下に述べる種々の殊浄法と用いて荒浄したた英容奉l：：：周一甜浄往入れナトリウ
ム，瘍素と今祈 UF。茫舎方法l3, 4) 崩酸および社水て"3 1!1急沸き繰逗し茨牙，
n) わフッ 4炉水素酪で表面を少除去し F後A) の操作で注浄，ハ）あらガし？源
”Pで20時）旬想射俊 4) の袂作て｀茫浄，＝）あらガじ｀の原弓炉で20時）句感射し「：：後
D) ll)操 1F と乱浄等である。介祈綿果よク，ナトリウムにつし‘7 /;J茨浄方玄の遅い
による差 1'1酪められなかった。一方，福素の場合，,1)の洗浄梯1Fr：：けでJ;;/表面 l ：：：
付着し r：：瘍表をナ介仁：：隙くし‘とが広来ない、、とが明らガとなった。容番を原J'XJ r··
患射する、‘とによ'}フッ化水素酸で表面ど尭券したのとJ'f,]じ浅浄奴渫ヵ＂碍ら机「こ、、
とは戦味烈い。
2 坊昏核及応

ナトリウムの定景 lこ際して， 叫M9 (1/l.，？灼a ，窃（れ・び舟Va恥が，一方嬬泰の定量
l：：際して，3% （れ・／切， µk （れ・メ）吻反応がJ鉗褻とな合が，徒＊中て＂Iコマグオシ
ウム，ァルぐ＝ウム，カリウAl3癒伶濃度て＇存在すると君之られ，うた：れら核反
応餅面積13/4岩度であるのて憑凍rうかしかしながら，純水が｀空受と平紡l沿‘
っ 7 いた瘍令ァルゴンの邊渡J3 柘'S_;,iJ/ttJ’とな令。： 1し力‘ら生ずが毎素介摯IJ aoo笏
とな'),託水中の瘍素の定尋の際、包視出来なし＇ヽ‘とが朗ら力‘となった。
3 楚暮結果
イオン交癒術脂．イオ汲知〗ー燕留装磐，厄英悧2 段尽哨券て｀‘闊慰 l 「：：純水

中(/)”リウム，福素t7)介祈値を表 lご示す。表より燕留森作,Jナトリウムの除去 lご
有効 rぁるが，虚索l：：：ついて/J効果がなし‘｀、とが明らガとなった。

..,,占 4おJび）

煎計(/)謁緊去
/) 4 オシ交挽布脂カラム
2) A オン交戒和廂カラム (Na，ぴきi足用セす）
3) イオン交挽衝9『7Jラムーガラス懐室．留装智

4) 石距僭 2 段燕留梧(-*_133) で崖l咽 L たもの）

0

5

 

月
＿
ぃ

I) "fi. 6-irard;, E. Saヽhioni 3. Radioanal. C/te,れ、．，／ (/f 4g) /4? 
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3 B 4 cheiatiY¥, ¥entloaded-resin による河川水中の
親銅元県叫角 ヒ中性子枚射化分ガ「
（群馬大・エ） 0 赤后英夫・川本博·中田典子

1 、最近．環境汚洪ヒ関連して親倒元表の正雄な定量法il)確立が望まれるよう（：：·
な‘7 て 3 l：：。 しかし一般の概番分村の感度以下て存在する親銅元素と定量するため
には選択性のよい予備潔稲•；去が必要て｀ある． そ：て演者らはイオソ交狭樹脂い和ヽ
た力うム法による子1庸濃縮法に注目し．椋記樹脂りによる方法を中性子放射化分析
にとり入れ．親飼元東の足量法として好綽果と得f::tJ)で報告すか
2. Che ia.tiYtgゃt __ l~aded- resin の調製： 過剌量の 8ーキ）＇） 1 - l し
-5 -J... Iレホン酸と含む水条夜に DIA ION SA 井!oo (OH—型）を加えて 3 時間撹袢

したのち．ザ過および水洗した。この方法で得られた穆t脂と低：： CheIatiY¥g alent 
I o Cl de d -re s i n と呼ぷ。 中性子照身寸のための予僑濃箱： 渡良瀬Jljから採取し
た試水t 0、 so t<-ミリポf -7 ィルター訪｝遥し．了ン毛ニア水と）莉いて和知pH
を1. 0 付近に詞節した。 17 うム法 (7 rnrn 中 X /5"-m m. 流速： l 'l'll 1 /mi n.) で親銅元
素と詣集したのち・1Jうム中の che. l o.tin.g o.~en.t lo o.ded-res i n を水洗しf：：：・
この樹脂を 40°c て戟燥したのら．ポリエナレンキュープに封入した。標準拭料も
同様なかに作成しf：：． 肥射および定竜： 上託作成‘斜沫斗は原麻f :TRR-3 の気送
管で 1 時間賤射し 1：： （中性子束：z. x 10'3 n ／心 sec). S!猜射試料は冷却したのち放
射能を測定し目的元束と定童した。
3. Che lo.tin9 o.~ent loo..ded -resin による金属元素の 1角偵：表詑相詣への

金属元素 0) 吸着能は 1k鍍（ 1I) >倒 (11)> 亜鉛([)>カドミウム (TI) >てンガン([)
直序であり． 8 ーキ）リ）ー）しーク d ロホルムによる抽出pH の坂‘少する序列ヒ
一致した。i f：：勺 D -p H フ゜ 0 ットは直線関係只しf：：ことから 吸着機構は樹
脂内の 8 -キ）リ）一 l レー 5 ース 1レホン酸による錯形成てがあるとして説明でぎる。
このため Cheluti VIg 0vgent |oaded -resin i：よる微量元束の括集は選択性が
よいばかヽ）でなく． Na＋の吸着は絶視て 3 る程度であ I). 『ースヘ° 7 トロメトリーに
際し＇［好都合てある．

pH り付雄If) 11鳴況：：存在する Sb(OH)b- は陰イオン文換樹脂に吸着する、アン
チ毛ン（皿）ー 8 ーキJリ）ー 1 レ錯件の存在は知られていないが． Sb (OH)3 はジナゾン
とキレートを生成する。カラムシ去は笏段I1}渭記であるので稽脂相内の 8 ーキ）リ）
ー 1 レー 5- J.. I レホン‘＠笈If)錯形成能は塔しく増大するこヒが期待•ざれる。実際にアン
ケモンの捕集は本法で可能であ‘J. As(OH)3 として存在するヒ秦も．本オ封脂に吸着
しf：：゜
分村結果： 試料を中性子終．射使 l5 日間ン令却した r- スペ 7 卜 1 レに 1 i 122Sり汎4-

冨ピークがみられたが． 124Sb の 60 3-KeV ヒ゜ークの相対強度が標準試料の｛れと
異ったため定達はしなかフた。，76As は 559- Kev 、 657- Kev および 1215-KeV

ビーク(/)f手口：：より£雇認したのら．ヒ県を定董しに表 1 I：：その綽果を示したよう
l：：滉常に高いt.素の含量 I1 環境瓜学的にも注目される。 1 q'l Hiの 17-KeV ヒ°- 7 も得·
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られたが、定量には、賤射使 1 5 日間冷却し［現われ 1::: 2.03Hgの 2 '7 7Ke7 ヒ゜ークと札
用した． しかし水鎧の分｀れ斤値はこの元束の将発性が‘＼言iヽ‘f：：： 1) に閉題 Ii‘あ全こ＼ーこ 1 匂
橘しておく。 II S' mcd および呵d l;t.試水中の行仕度が低い Iこめに足せこ｀さなし‘, I之．
銅ぉよび亜鉛の定量にはそれぞれ汽d の I 34 6 k汀ビークじょ;;.. 61min ·,) 431 応 7
ヒ゜ークと用いた。これら 2 種金属元県{1) 1か枡斤 1 ：：つ\ \てはクロ入今ェック{f)白湘勺 9:•駅

栢された試料（A- I)．および渡良痛） 1Jから採取した試料 {B-3) と出ぃし定重の正戒さ
および精度を検討しに表 21：：：示したよ）に喝足でさる綽果が得られている。親釘匂
元素の呑在度と相対的に比較する目的でマンガンおよびコバルトも足量し表 1 にi
とめて示した。表 1 からこれらの元索の行在度ば親銅元序に比戟・して、とくに小さ＼‘
結果が碍·られた。

表 ー

Element Sample Sample taken Time of cooling Content* 
(ml) (day) (ppm) 

As S-1 1,000 1 0.18 :': 0.01 
II S-2 II II 0.13 + 0.02 

Hg S-1 II 15 
9 9 S-2 II II nd** 

Cu S-1 II 1 0.11 -t 0.01 

’’ S-2 ’’ ’’ 0.047 t 0.001 

Zn S-1 II ’’ 0.08 ゜：： 0.02

’’ S-2 ’’ ’’ 0.046 ! 0.01 
Mn S-1 ’’ ’’ 0.017 士 0.02
II S-2 II II 0.0003 ! 0.0001 
Co S-1 ’’ 15 0.0008:: 0.0001 

’’ S-2 II II 0.0006 ~ 0.0001 
ー」

* 
average value of three determinations 

** not detectable 

表 2
I , 

Element Sample This work* Spectrophotometry** 

(ppm) (ppm) 

Cu A-1 1.30 ｱ 0.10 1. 20 さ 0.01

’’ B-3 0.23 ｱ 0.01 0. 22 

Zn A-1 1.20 t 0.10 1.26 ~ 0.01 
II B-3 0.23 t 0.01 0.14"'0.19 

* 
average value of three determinations 

** dithizone extraction 

1. H. Akaiwa et al. ~-且巳邑 [10] 1049 
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嘩荼中の傲量元豪の放釈化分祈（')
裁屯虹による非破浪多元兎分祈

（允工言式） 0 ラ可島 1 昨・甲田薯生
（京教大） 山本 1 夫

琴生吻中の微屋元素の存在量に開する系爺的如誠芍十介であり、この碍lこ
恥て/;},.巣に元桑の存在量も咲めるだけでなく｛敷量元素の海洋住物中におりる分
般穿動芍猷する施魏11冠l き出サうとするこヒが重専である。＋のため1項峙
定元素のみ屯介祈する方去よりも、また待定の生物種のみにつ（）で介莉するオ去よ
りも、できるだけ今＜心疇lごつ（）て令くの元素誼量する必要があリ、同埓多元
景介前の可能な棉中性子による屏愛の非碑康枚射イ玲析もおこなつてl) る。
［介櫛阻〕土砥ね謝）た癖囀譲譴、這＊およ滋喩kで‘翠 LT.::.
のち電郡乾燥して据屈 L た。：：：のぎ洋\t I o 5' 0c で2崎向乾燥L て恒暑と L たのち、
電気炸でゆっぐ）衛屋l て 4 Q O へ 500°Cで｀た化し、粉砕したものち詞科とした。
濯業訥料）定量のための比酸用標率脚料としてJ B-\ 、J ~-I 、 AS-1 
ｧRM-l57 1 および 1 5 吋印使用 L た。一部京表I：：つりては和の希遺K薄
啜討If.lの中釦 l凌祉ませ、乾燈したものE用いた。
（照射J和邦暉射で｀Id-;-o~I o o nt~、 60介照町では20~30 tng(J).t捉
肉苔ボリエテレジ7 イ Iレムに窓1し、京大陳子炉で2x 1010ri/crn~ sec. 稚度の
撫中牲功庚により、 (0 へ 60希および60介照射した。
["lJ緑則定］恒蒔疇眈lまただ｀ちに40 c c qB(Li) -I KP HA で｀寿l史し、

名， 60輝鉱料は名エ訳lご哨ち欝）敬B齢諷
IO r 4 佑“ 63 cc 井ヤ翌 Ge(Li )-4kPHAで‘De o.. d

砂 2iA ti me 2-3 ％以下の条
本 Iグ32 芍I 件で繰り返L 湧淀 Lた。

勺伍 l ：臼”[［えIl,ク/r;“]'1:99zな7”
l叫lll/49ZI(1 /,(I.&  

z勾 l IIz24ヨ| 3093 

3 B 5 

3
0
.
o
z
o
 

I

I

 

、a
u
§

y7
＼
心
｀
｀
心 /0 

~1 . 枕＾．、アズ／ l)り1釦A° フトIV'

籾利 97、 z“J 立仰 II) S‘‘ 
~,,知硯m Z90 5、C ． 径墨99簡 ZI).““・"'.
須＇定屁緯 9r妬．互~l -t,.~ 2メ．

soo 

rh邸厄／ Number
かわしまたつろう・：：うだよしお・やまもヒヒしお

IOOO 
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［ピーク面積の計直J富l) ピーク 表 1 、海藻の介枡茄果の一卸C ppm／乾吻）
I胡詞部介が‘ta.iI; I"\，現象忘走芍
が遠当な高さのビークな用 (Iた。
このような名のはon well 環I淀
による値E採つた。原貝1\ 'c L てビ
-?両端から嶽 ch の平均からBK
値な求め、ピークの全計敬直から
差L 引（）た。他ピー 7の将近 Lて
nるものや、他ピークの存在の差
えら囮るもの（知，，，知，l'l%.̀ 233pa)およ紅？ーク面薯
喋和湧斜L て（）るもの(141位
IS3sm 、 160Tbり知）などは作
団酌l二簾茨L た。兒全に邑的ピ—
7(8知;_sr,14l az, 160Tb)やl二瑶ll1る

妨磨ピークはあらかし藩り求めてお‘
いた他—クヒの比から預碗蒔に
おり私岸玲印濯算によリ房し
郡）た。 49Sc のピーク堡l涵
穆である 47ca の照射終了用の薩
に推直L た。
一［樟値嘩箪〕ビー7謂直lユ
すべて I ooo這りの値1::1難し、
ざらに照用終了嘩に換算 L た。港
封 Lただリエテレン(2oms溝食）
から検出さ叩：：：鱗のあるものは

髯芦溢霜凜
軌より定量Lた。積翌幌料相互
の衛もチェック L 、 10m蒻硝虔
差内に収まつて（）るこしぢ確惚し
認、一都のものについてlぷば‘
しも公表値に適合しなり屯のもあ
った。棟嘩杭料 K の坦如J B-_\
の値い霞失 L 、J B-1 では布直些
とがえらV'l誌棄につ（＼てl＃との
細＇料の値碑つた。
［硫囀〕えられた鰈の嘩
切図 l および＇表＼ l：：示した。

試料 ウミトラJオ
種類 ゞぶ浜裾取地
採取日 64,3. 72.5.Iq 
灰 介％ 20,6 24. 6 
Na 24Na lう宮15"0()0 l 1000 
Mg 叫g l01411000 
Al 2'AI Iり呵 't20 
Cl ミ 21虹1/,48 2boo 
K ~3000 411000 
Ca 160 lヌ000/300l 
Sc ルSc20IO 0.2 0,6 
V 皮V 1434 
Mn 吟1n1111 3qo 
fe 叫elO弔 ~/0 200{) 
Co 'ーCo 2刃も /,7 2,2 
Ni 窃co 811 ?̀b 6.I 
Zn 笠n11 l> 320 56 
As 呟s 祐q 84 55 
Br 詑Br f31り 460 250 
Rb 8,,Rb/0/8 I'1 2!> 

Sr 95Sr 5l4 2ZOO llo() 

Ag 叫190％Sb l訊碑2 0.4 o.ob 
Sb 0,3 (). l 

Cs 晒s 'Rb 0、 I 0.2 

恥 1曲3lBLaal宛4祐 4J; 4 l 
La 0、 4 /. q 

Ce 141ce I佑 I, I 4.'7 

Nd 町ldBl o.3 

Sm 胆珈 103 O. I 0.4 
Eu ミUl408 0,01 0、()タ
Tb 詮忌 0.02 

Yb ''TSYi，，呼 0、 Ob 0.2 
Lu l"Lu2愧 0,02 0.04 
Hf ll8四1HTfet i知笈2 0、05 O. I 

Ta 〇,00'1

Th 2蕊伍 312 0,2 0,7 
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泉.....緑．久呉荼哄 和牽
羨該

吃．＂必がr3.g,3 64.3,I夕

20．夕7 l '1、タ {6,2 
3goo 38()0 2EOOO 
24000 
夕女90

タ知

/3000 /3000 g500 
/0000 8800 46OO 
l. l l 亀 0 0,04-
/0 

56 
3/00 3100 l l o 
l 、 O /, 0 0、2

/30 130 I I 0 
4.4 4J 2,g 
40 40 ＂う
/8 f'7 4,2 
f/0 q l IO O 

0,8 
0.1 o.I 0.2 
0 、4 0 、4 0,02 
40 43 
ln 1 、q 0,q 

4.3 5.o l.2 

0.4 o.4 0、 l

0、 oq 0.08 0.007 
0.04 0.02 
0 、 2 0.1 

03 o.4 0.002 
0.02 0 、05
0.6 0.4 0, l 



3 B 6 祈仕訊虜斜卓のジルブーウムの足量濱')線）氾産生籾屯の
約レ-::J.:::,..ゥ A の足量．ヒ也物喝靡
（荻筵研） 0鈴這玲・届拉環・小ii『章

詞叫麟‘、)レづ二汀ムー 1犀）該懲糾奢廻理氾愛砂海葺項免雌訊これる
妖扉応叢申 IZ Iレテニ勺 A -m 、-t'., I) 、ヴ/...\'-／社に次心＂，：含朋jし1 放身叶生物
度による，疇疇ししてき要応れ訊叡‘、ある。 ず戸瓜疇わ畷充飼
羞，史とレても， ラ｀ lレづシ ‘~1 ム 1卓，亜鈴， T イ墨、の Iレ已‘ら‘うム I~ >尺し＼ず号、＼元素，＼て‘‘
ぁリ，成｀人にお I↑るiふ目のジソレコニツ叩全はおJ沿‘そ 2⑰嗜と椎史ェ孔綽
識平 l、̂よく取リ訟 1 4 しる元爵，＾一つて、ある。 一舟定1て／瑚弄環境霞蝕C/)ジ｀Iレゴニ
竺 A の叢複 I J,陸...r．の乏 4 しし比べ', n‘ な I}y <'したが‘って人 1応疇キも遥倉食お
より農，鱈食岳によると二ちが尺さいとさi l てし＼る。

しサ‘し叩‘i‘ら， 日斧、い鐸哨侑が 1J逝清食品の豹）合潤尺さ< / i「く助レコニ＼汐
ムが入体に取］込ォハ易"‘「ふど'`/:J‘ら，危液平に含苓れる叫噂ジ 1レコニ炉,:
よる 1文・・潤該課、国攣知d いと秀ぇられる。 そ:::.諷蕊平認虹放盆 3 卜「：ジ）レ
シニ、‘'ム炉虚ぶ皐庄籾 I :f疇 rJビにし：‘遣復務疇精する疇虔戸fくめ I
奢呼戎境試窄け謬ジ）レ':!ｷ¥.,_I 1: l7')定會 E 知，履這分生物叱の足着心トレ
ーす→去にわゐハ< 7`!) への斎糠氏訊べた。

う戎＼令的恥検訂としL. I 既知憂｀勺•I° -
”Nb を条位し「てt.ら''\の反今およが手め吃(­

疇汀之＇）払斗セ尺 Iヽマグリの欽心ぃ豆
戸弓を 111 v¥ I ~瞑叫？.t 1">'3 をi和加し
てジ Iしづ：：：、サムの今雛~n fJい，疇疇収
釘士疇叩い r< 。
そノ1 /?r絋久を図にて1^、]・ 灰今執斜l:'炭酸
1 }-l）勺贅い戸えて疇し，洛為幻籾も
沿，t駈峻に，、韓し，が統泣牡閂ぶ，食i 1 ン
灼賢舘，↓ N 碑這，応‘皐霞し物訊‘苔
行 r.r い，棗応：マ、／・デル薇函．ヒしてジ｀ Iしづ一

ぅしヽを特墨，か囃］しfく。 ：のマ、／デ‘1レ頓虹
枠造．レ，に和茫店］＼め，ふ頑訊料§辛
馴鯰娑疇l占ど噂<.1 ぺ 7)- b メl- 1/ 
ー乙ヽ・ジ Iレづシウム—qr(/\ 足党と何f^1,J rく。

払果 乙パ刃反今について行 ra) rくトレ

／叶這応疇も史 1 にテ、し「こ． 釦這
し屯今埓国かよって菱を）レた松，）司呈
糾応｀は，祁身1 似豹瑾ヒiし考疇｝ I iよく一
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I'釘イオ、よ硬
洛紅良

I 
水1酪笈化物
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釦 r-:::. 。 1 た Iヽて 7‘’ リの反今試料ガ切し房収房 l よ 70,~7tク。をす、し
この炉虹逓産多物試叶屯のジ·,v コニッ＾ク），彗 □打尺。
ふ国／釘可互行fJ, rぷ．
詞碍処掘麟訊公 1 1 l 
賃威和詞喜見すろ旦

したがって，

麹の）ヽマ 7ヽ、リ，コタてザイ

, A t]'、 A 遺醒位'j鷹
斎．仇しぅ‘｀ ＼ヒ、〉ミトう）才
て＇あ') 1 その狂昂£泉乙 l::.
示した。

ヤ l 表

試糾

t 

2 

3 

じジ‘沢仄令試料l 、̂ 9 るや公Y K ふのに空綺’

1ふふ卜吋-· デi JP 昧、

埠1I浅授ぉ量―ー一塁児
ｷ--ｷｷ-ｷ [ り一~ --
ふI]藍危→→慇

幻／守 t /S物 ?ー. 9'1. ?6 勺 i ,7ヮ ヽf.? ー ; 
,, 

釘7s 屈． 7 ’’ る．r d ?. ? 

り う／ 7 紐・·~·7 ·~• ' ？．う 舷ぶ...... 
ー•-

. 

目麹墨賓ミおける已臼
｀厄D,.!_, 叫パ乍3w'- 1 を示し 1 禍青薮Jて‘I禾しなた浮百叫—‘＼仄る• ::.れら 09年
呈；．二わ 1 て‘、 1 ：：神舟 3 |し乙いる弐：辮泣l沖 0 ジiレコデウ,!..\<J)最よ虞隻＆ l乳ぃ
」ぅ裏鬱レバ‘Iレ臼麟戸と月麹て‘｀ば I四羨燐隻か皇締上 1 こる。 こJJぅ墨繕レ＾｀ Iレ双1
トレーサー 1 こJ'て 1磨らi l 「：が現\,.' -

疇‘かろとジ Iしづ二、うム1/)定希玖てい

幻 r冷を見I J.. )D 素昏麟V\。 ン＾
入さな美が也ずる卑恥一つレして

崎 z 反 瑚危類炉ジ Iレコ→ウ＾の念尋·

試累手名

｝＼て 7‘‘ リ

コマてが‘9イ

A 1J‘‘イ

ピジ丼

、うミトラJオ

ツミトラJ才

ｷ-- ｷｷｷｷｷｷ- ｷｷｷｷ-ｷ 

シ‘‘1レづ二、う＾令青—--- | 

叫{,I. rりi<} wt, 
/ ｢o 

立7

メ¢
｢[  

メ／

，庄i和勺 lミ訊長取される卜し—炉•ク

疇遣いが、除ぇぅ才 l る函， 1 らに
入 3這 I召として l3I RI トしーサー

釦‘`I J.ェぅ吸吠？‘Jも灯本条面が 5 (7>. 

韮）込叶 1てよる百積であリ，一};,
彗恥‘` |す::. i l らのり灼又に加えて飼
ぐチ＇＼- 1) 7 ~、 P‘ ぅヽ冴ふ谷加わ成
め嗜ぇぅれる。 1 仄冗疇精物への鐸縫応吠．2 いユとがら徳蒻叩沙 h
賃渇ぇぅ 1 しか L f~がって！恥戎約欠げ墳疇 Iこし 1..,.ャら吃; J這紅
杓＾＾材行蓄痛賃史すちに 1 誌記）" J: st-炉望 物ギの彦 Iしづ二匂バ．定菟し渭；了
バ過混t見足めみこしャ＼炉専い Tよる。
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3 B 7 瑚げ逗いし江疇桁
責和紅、として (/)A P D C 梱碍、一
｀遺）虹露。辻幻厖紗］恥多*/ i和 l 丘叉林
｀財‘ム臀爾）這祝戸，層戸鳩詞）炉鱈麟，
ほ利熱這研） ". 

畠；喝臼這4 れ雑碍“/1)ラ和）も？pb 1 fる 14 ] K吹丘喝ふ匁ヽ｝。
こパ訪疇彼遺豹心，t)怨躙輝条謬衛疇叩 3 □, m裕和デ名
“｀はなど＇）よリの稼類霞応幻碕桁11 年所りもl:-.なる。したがって 1
麟 1-:.汀 1 ，目的象紅翌択約 1勺疇し）褐羅いり囀瀑揺知心和な
~ Q条綬1;• 11 I 'f｝い‘翻元＄，の後籾虐釘燻 l叩し 1< 1心クリ？‘｀ーバ’乎 1
酸イバクウハ (A PD C し喝記).- C叫贔鱈表＇） t省噂町遣費□遣
罪虐的f(.い(/)-t,1爆叡 l喜凋し（く終泳を緩厖い。
輝； 0）麟鐸 A 1 ンの畔輝一知紐叩用い， vりぷ沿3”昇、：
”“十わげ'U‘十の各イじ lぐ7\) 1., A P OC -c頗濯）以合に加げる飢一
箪印麟¢トレパ↑ぶ (V ゎ 3 び伝 l疇、令喝礼啄， um這澤）によリ葱l
定レfべ。ずなわち烙んがシづ｀ ~I勺pH o~ 9 の牝飢ふ11る糊履縁碍応r-c..

(2)前褐蝠条一叡啄門（紅脅わげ＇ 4 ンド肴雀1< 11謀］＜俊［屁叫箪ん
炒／尋〇として冷、行け項(!) I 篠脅水 11象l浪／ミリが~1 --J 1 1v'タ ---£H ．．礼条ケ
ル紅加｀•HA :'3-しを o．少直 ll 71瘍恥邊レ， o.1;V H びl'生しして係篠しfつもの）
屯t{)()へ知90 砒とリ 12．ケ％什 PDC麟20 祉紐丸 6N謁 Of/を用 I) 咸
紅 l綱恥，閲aa /0 必t加え夕分周ふ I) 1 む｀る。哨裳相続飯レ／氷叫爵
ぴ Cl-!仏／0 咸む］玖 1 り鳩ふりま百。今噌寝甜 l否 I 0/J似り濠li ~I舟レ1
O. I グ。肛 PDC 黍夜(/fl紅） 20 以る加えて 1 顔因）丘｀る。付られ賃禽租
心祠／に移レ，喝恥豆湊釦乱レ I J疇t I-JN0.:1 I 1l)f.で条約！幻 0./成
叫~ 11·1,麟い．筏筋急違 I 叫を加元脅か＇ 0.I 叫脅訂爆蛹したの1; I )i 
紙(2X2 ettt,＂'!f..) :r.. /<.瑚千し，埓、外急翡和フ，碍遺い。これ石itり手オレン
応虹， Iか彗ゎ；び'1 疇虹疇昆I: L f-::..。 /0疇醗訳粁11, 2 の
談料 1-:: ~じ麺(M としてバ）；釈千(fこのち低鯰化し，＂（該喩こ兌吃
悉がfこb のでか渇。

(3疇峰桁ー kU R 諷‘差喧 (Pn-1, 紹叩幻釆： I．似／0＇以／仇ユ屈）で
財い 3 ／か豆輝げ I 疇印軍、1 わよび＇Jド疇‘鵡（毬V‘性子原： /.ISX/013
戸！Utt..l.足）を用い~ /0玲恥應豹紗、t行fい「<. I 吊ゎ□＂夕府懸射戎、で 1屯翌靭支
直ちに探紆諄］し碕 I) iオぃ坂 I<-移し，頸1使這よリ 200秒l訃 1 30cc 如（U,)
釦名疇 I()()0 しん P !-I II /-::. J:リド、縁スペクトにメトリーした。 I 峙間、終的紅l尻
叫饂｀叩釘ぃ訴 I) 戸オレ＞條 1叶移した役，灰秒欲分トリ堵和揺身紺輝ば
ヒ叩）燻記戸fくめ、セり 3 輝談護使，前忌t k 印事に l ODD 約乃建瑯猾Jlした。
f<fくし，試詞‘'r Iこt{,M“ (1)切仮牝、履が・嘉レヽ、 le ~ I屯 l 『史淡雇↓て徳j足した。 IOa硝
照耗紅 Iず！諏終わ彼這灰釦 l) 屯ず｀げ恢肘能（手 1/Wa わげ＇fユBr ）口碍炉

* ：現在涎穀‘幻峨工， ** ：現在 卦叶！文忍~ t,かり―-
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せ3(＜ゎ，翌扉珈約 1 乳町這↓， ‘4 虞 HN03 により委吃笥iリ丞、土し L I 
り尋採レ碕 1) -r.オレッ執 I←7 めて違いクトロメ｝ l) ーした。いずれ墨
麟わい7 も，か麟｀斜渇が1心知 l)+: 1c て調咄レ，惑印f豆和粁叩叫尋し1定布贔 1 ［く。
鑓；攣(/)AP DC柚紐、に向這穫麟 4 がン｀｀~ I t-::.1',ふ

pりl/..0~ ケ. 9 濯組に和 l 7Vr] M九ュ＋I Fe.3] Co21+ cぷ，＋ふぷ十1 /'1。ヽ＋みよび＇ Aご疇戻年
詞復和的であ”が', U‘ち肛知，叫ぱI屯 I) 7“夕1行復 1-::it 1 リ，祉
t/. 0 で 11抑似1 ~fJ I) ミt疇 □ヽしりった。板籾彗鱈lふぃ"7. I I 麟り＇’
§紐扉1-:: hい夜這知，呵，｀｀I 21/,;Vll, ..29“”1 わクrl /~／厨゜/7-cぁょ
臼 I であり I I 紆腿扉詞，”厖‘“Q‘f^gれ1 .2冗，勺rI f~伶—ff Te おかひ｀＇
叫pであっf-::。＼）す＇い必令、もむ這もしf< 3稽叫灸楕t用い 1, V, H凡ん紅
四化心も｀’i釦わり，叶豆 I<. h し） 1 贅箪されてく-::i u ~ ｷ}. P. 碍尋昇
ft v~l げ ~·,·_Mo~ 定竜も行罷もあった。！函疇扉1" 11, 'I'{,Sc, fICr,” f-e,ダ[o,
“2n，応，唸b I f9摩凸僚Tc',1兄col-“勺11,,,は国，!JI/.. Ctゎょひ＇．／｀か｀·夜出さ k 「こ

が， 1. P. 以外（む令1. M 魂惰劉匂豆
た 1·1 ァ 7試打1-::: け粒、うれ「：：fこりか
iqJ 11定喝が｀禾 9龍もあった。凶謬泉
の／忍了を表 I 疇1

50 

0

0

 
。ー

(
°
、
o
)
P
I
B
!
A
 

50 

一 △し
‘ヽ

/‘ 
I 、

I • 
I‘ 
△‘、
、、

I 、

Co2+,’ 入
,‘u6+‘、
A‘、

ヽ
• `‘ 、

―｀ー· ~ 

。。

il
 企

旺

4

。M

`

I

 

ー
1
1
△

ー

1
1
1

ー
ー

ー

1

ヽ

、
ヽ
．
ヽ入
奸

•)Xn 

|
l
|
|

バ
x
 

図 1 こ綱麟 4 い遣這捧
：肛；夕oo 祉 I 1./-HNH'I-OAC.: IO4. 
ゑ I 廂歩 2ば叩C ぅ恙液ュo 』,

銚功／o ,;,,J,.

茅 2 卵仁ば仏 /0 以．
v ; 2タゲ扮， Ho, C4, Au, U : foパ
柘t，千ぇ; Co, u, 五； 雙，雑If--.

表 I.

4.. 6 8 pH 

磁lI...該料邊折筵脊（浄作：屑／))

2
 

琳 ll＜必町 V H孔 Cｵ ヌれ

茶升 済 No,7 /.//.:!: o. 3 (t)ぷ o. Iク! 0.02 (20) 0.} 士 0.5 （忍） /. i1 0.7 (Ii) 
同 No. } /. J土 0. 11- {t) 0.)0t 0.09 (11/) /｢r. 1/.. （辺） II t.タ (Ii)

V] 

各 0ふ9:t 0.01/-{2) • f t 2 ｛夕） /,l/.士ヽ 2 0) IL.():t.o. t (/J.) 
ね /. 3 土 0.2 (J.t.) z.2IO.3 (7) I. J士(),L/. (I/) ス． ot o.f (t) 

* （）比店、沿ほ賓ほ峨［

I) rJ1 嘉氾， 創L氏 l 97釘（『） 1 f 13 応／沼
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3 B 8 光量子放射代法による深海底上の多え素分析

（東北大理・丹岩手大教養） 0 加藤、豊珀，＊佐藤允羨・鈴木信男

1 笙肴う 1ょ束北大学の喝ふ線世加返器と刹／:fJ l 、主とし-z 3 O MeV 糾動蒻村 I ―`
よる岩石，生掬外環競試‘料などの放射i諺析さ研克 l てざた．本法，ょ拭料マト＇）
クスの＇出成にあよリ 1月係なく徴曼ょ l) 主戒合に灼たる多元来の非戚鬼約 1司硝免曼法
となリ、 これゥ0)中に 1 よ Cr, Co 、 N i、 Zr, Nb, Y 0 ような他の今析法でぱ非瓜嬢定
量が難がし〈、かつ，地疎化号的に重要な元乗か含よれて、、る．既に，底｀．度、は東夏
度，競令反応や矢府板綾iJ)妨害など、 1: 7 いて 1も 多元素今析の甚礎研究 1, 2) なうが
這祓虚囀岩石のげ祈錯果 3, 4) てかなリ明らかにな 7 ておリ，匂底上のか折に応
用すれ 1ま、、地域疇往条件の差箕 L 、祖成l:'.. t7J I灯保など地謀疇的寿象に孜立フf`'ータ

立待る府効な手紋となると考えられ~.本研克いも東火藩洋玩和海洋奸克 (1973) 
這 l~ j糸取された太桑洋速が這危..t..") --祁と拭｀料- t I 凡J o MeV 剖動輻射 1; よる
叩皮燎的が元素令祈と検討し，捻泉に恙千の地拌‘／［佐的号象と加えた。
2 拭斜ばマリアナ海域他教組所·(,-j紅又ざれた；る底麦屠土 7 綾および•Core 祓斜

3 練 1•ある． co re 試糾且長さJ O 7>1のオ主床誅泥忍で＇採取されたものを 1 cm I肝紅
切リとフたものの中かぅ送んた．．．各試＇料,i 70゜C て゜ 24 時困乾煉後， メ／ウ乳鉢り勺

-f；蛉未と l ，その一史量j.9 3 00 吋をア Iレミニウム筏に乞殺（て 9 mm｢ x かnm

に成型 l た．比較試＇料，ま］ま蔽羞標準岩石JB-1 t 1tJ、‘, 1司科康に成型 l て拭‘料河 1勾仮’j

に就置 l f：．これに，競令反応の妨喀受と求匂て柿＇凪する目的て｀純欽いがア II/ミ
ニウムの羨）手 (1 如n 伯）と希対！てる茨嗜，：吋入 1 て放射化した。放射化,ci 3 oMeV 
喝みヒゞーム（打9 70µA ）と？t板（ 2 切切）て’'制勤輻村 l：換えたものてや 4 ~ 5 峙 1月行な
った．煎射伎，アルミニウム作と取除さ 1刈冬初去母乞慕 l, 68 cmぼe (Li)徐出唇と
40移今ャンネル波あ令祈扱置によリ， 主と I 1 (r, n) およが (r' p)反応！：よる残
紺枝の r 、4泉スペクト）レと刻走した．史量に利用した萩反応，残憩枝 r 孫エカルゃ‘'-

3, It) 
などti敗報 L Ii l ず 1;] オ表て••ある．

3 J O 娃砥料について本沙、t―求‘めた／ b 元素の濃庁と表 1 およが表 2 にiとのた．
拉令する妨名反応のうち，最↓ （月題 L なるti) Iな M” と 55加（い）54Mれて麦受 1 3 際

l7) 5‘Fe (I, pn)54Mn d) -/t為塔：。あ 7 た．、先欽ヵヽう"I 54加／ sヽ心生成比!_ Iキ］、、て油‘正 l f, 

ヵ\··, J'B-1 で 1i欽に起 1月す 3 54釦 Ii全 54氾生成愛の約 40 ％に，海危土で｀ I1 ? ~24 % 

に雑各tた。最 1 にあ‘いて， F-4 あ‘よ V●`F-5 試＇科は Ca 令府受が箸 l 〈あく，る反
復海ゑ.t.の§且成 L オ、してあ‘')、他の葬土 1食品ゑ.tと区刹て•＇さる，石／文 I賃海危土 li,
一般に徴曼元長の合府曼か｀祗く， 一方，昧と 1 （度麻蔭土に Ii徴受元表の；、農縮ヵヽ••みうれ
る． Sr の；農底 Ii、逆にみ反 I貨のものて｀、あぃヵ＼｀、 I ~'1)例外 I よ Turek/an う 5) によって
も指尚されくいる． core 試料 I: ついてみると， C-1 試｀粁 11:他の 2 牲に比べて＆

濃度が（らく、下層に至るよて゜粘上復海麻上のJ.EL成と痛 l ている，で-2 かよ O``c-3 
試‘料は極めて石灰 I負で Sr 以外の特文量ぇ表の；農戌 I1 位い．
ヵヽとうとよあき・さとうのふ‘｀よし・すす｀｀さのふ‘'お
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昴海底表層拭料の介析終累
ー·

多量成令元糸（％） 徴量成令え素(ppm)
-------- ------------------------

表 1

試料経度、埠度忍度
北号 （東） (»1) (a Fe M!J Mn Nt:1 Ti Ba Ce Co Cr Nb. N, Rb S1 Y Z... 
F-1 133 ゜02'2 1.0s2（；と）5 1, 20 J.04 4.97 /.77 0.98 3.27 o.39 9-25 79 S6 60 6.4 85 273 !Fl 3/ !66 
F-2 172 ゜47'7 ゜5り＇（向） 5360 /.80 7.12 2.17 /.35 f_'j{, 0.5} 626 64-88 39 S.2 ;88 58 2今3 78 12S 

F -3 /J O ゜359 /i゜／2'（化） 63S01.03 7.26 2.07 1.ss J.010.so 223 99/4686 8.9 !78180;984f l午3

Fｷ 4 !SI ゜J I’/3'4¢‘（北）S/; 00 /. 17 5.81 /.95 o.5S 3.02 0.53 410 107 106 87 9.2 176 3S7 178 76 175 

F ｷS 14 図'//゜029（北）t o30 1. 2s S.60 2.os o.n 3.74 o.52 37/, 70 91 73 8.o 1u 24-5 J8S 72 167 

Fｷ 6/49°/7’/0°/2 ヽ（北） (,ooo 2/.1 3.Sb 2.20 0.3/ J.3'1 0.43 220 40 47 75 5.4-t21 II 今ヽ 9f 41 /03 

F-7/72゜239 /S ゜oo ヽ（南） 4150 27.6 3.53 1.05 0.36 2.26 0.17 314 17 !8 29 /.5 17 58 1218 28 2'! 

衣 2 core 試粁の分析、を考果

試料記5 遥底麺
（採取位置）か｝が知

(cm) 

多量成令元素（％） 椋文菱成分元糸(ppm)
--------ｷｷｷ-ｷｷｷ----ｷｷｷ.... 

& Fe M3 Mn Na Ti 8a Ce Co Cr バーb――ーーパi← 欠b Sr Y Zr 

C-J9 9 泰舟

（誓［詞；、）ょ巳
o.8'67 7.1S 2.08 J.54-3.04 0.6/ 312 /01 !IS 34 6-4 !81208 1'17 80 ;1.S 

o.t57 7-03 2. IS /. q1 J. 37 0.58 479 87 12q 70 fl.4 JOb /25 210 /0/ !93 

c-2 '1~IO 3 4. 3 0.'f 2 0. 4々 0.06 I. I'! 0./0 J4-7 25 - 2b /. 2 31 14 884 !8 21 

（東経 I6が501 20i~206 35. 4 I. 04 0. 40 0. I4 9. og o. /2 225 - - 22 0. 3 4 / II / 000 /7 20 
叫2'4／，入。5 ～ヶo ヽ 33 、 2l. 20 0. 50 0. 07 l. /9 0. /2 ヽ23 - - 2 6 J. 1 2 7 / b / 6 00)3 27 

605~606 2/. 8 2. 43 O. 84-0. /0 /. /,O O. 20 611 I 9 22 SO 2,2 6今 2b 1880 42 51, 

805-806 27.4 /. 84 o. 72 o.O'I 1.57 O,IS f;午7 /4 IS 29 /. 3 4 も 22 /410 35 4l 

/005~ /006 2b,3 f.3S o.so 0.08/.420./2432 9 7 20 /.2 2!i 171340213) 

/105-//06 29-4 /.St/。 .60 O.IS /. 60 0.12 SOI 10 25 27 /.4 4-S 20 13'!0 3今 38

C-3 105~ /01, JS.3 o.63 o.35 0.11 1.17 0.043284 7 11 0.1 4-9 68138018 1't 

（東経／I, 7 3゚9‘ 205 ~20I, 2 ?. 8 o. 88 0. 38 0. I O l. /2 0. o f 33 0 8 7 ／ケ 0. 今 / 7 - Isgo 22 20 

餌 l ゜33')305 -3 06 33. 4 I. l90. 500. I I I.32 0. 1 07599/2 / 1 0. 4 39 - 1520 3 1 27 
4os-4o6 33.0 o.87 0.3ft. o.o5 o.98 0.07 371 7 7 'I o.6 18 - 204-02017 

605-606 34.2 1.07 o.44-o.o7 1.12 0.10 J97 8 8 n. o.3 23 - /970 2午 22

805~80& J4. I 0.86 O. 41 0.0も 1 、 /7 0.08 41'/ 7'I fl o.8 18 - 1S/,O 27 19 

905~906 34. I o.81 o.38 0.08 /.08 0.06 sos 7 II /0 0.2 IC/ - 1470 25 /6 

/ 0 55 ~ /056 J2.o 1. o7 o.46 o.o'I 1.27 o.o7 73'1fr 13 21 O. 7 33 75 13/0 JI 20 

core Tヽ 鳩 3/.8 0.'/5 0.45 0.05 /.26 0./3 712 8 佐 8 0:f—•21 口 /380 20 23 
文献
1) T.Kafo,J. Rad1ot1nai. Chem./' 庄, 307 (lo/73). 

2) T. Kato, K. t1asu1moto, N. ふ a1o and Al. Suzukt'、i b i d., 竺、 SI (If 76). 

3) T. Ka t。, L. Moritct qnJ N. Safo, ;b id.I 旦． 97 (/973) 

4-) N. S afo, T. Kato and N. S uzuk,'、 '/?ad i'oc.him. Ada, 丑 I 6 3 (I'17 4-). 

S) K. K. Turek,'ein and L. H. W'edepoh L 1 !Jul(Geol. Soc. Arn., ]_!:, l'lS (I 9 t I)_ 
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3 B 9 須應器、の放射化分炸（?!7 3板）猿投、窯爵淡土仕員恵岳 k つ n て．

（奈良紋育大） 0弐狂1- •平賀章己（京大原手炉）加h
賠夫，咸｀内忍之．中野章稟（名大・女）誦疇—

1 嬢煎品 1す古代社な＼における童要な日掌用具であっただけ K 、い流通を追跡
する：：とは 古代‘社公0)交流を知る工に興味がある。一蛾 K. 須意届四此加斤庄産

され Y` よう r" あるが｀•その絨オ色が忍形ぐォ如采 K ．睛瞭 k 表わ仇なり穴め い lず

ウ 経験、と勘 r直知5 土昧q月恥生がウ．その注雇池が雅楚されて床凡よ）枡応．

その座氾を決めようとすると．絃叩違約莉礎几甚づい K9 然’科学的が知依ろし
1)、ない。さら K. 媛虎忍、4 )iJ'称倒 n\' 少IJ: "'y,め と．．のよプサ方法玲這地釦『そし

てよ＾のがも外分吼も、ある。=-0)研忠-c· l~. 紐鐵約這克羞こか村し．丘捗烹

□ そ a 産他今1『のう嘴を筏立うる：：：とを月約として n る。

星擬ヵの乏しぃ古代わ今のこと捩阪］土｝す 、宮祈江t峠衣 V て n k と仮売して．

店い得る免地令叶のが去：：：しご lす． （ l) 分莉名景ヵ‘シ． 1国々っ 3頁克忍片を、直袂
約土壌虚 O'・フい。 (_ 2) 鸞甑位 c蒻急羞の化考紐攻を整荘 u. 5~. 烹忍）午こ、魚
パ砂‘つけてりく。主として• :::.02 つ，，，ガ法が忍. i.,.らtl-?.親五．，Iこれ o翡咤

忍漉］土乙｀あるグと殖証のいかはなく・がつ．炉℃して侠用加える粘土 1な．烹
洞逗ぷ 広←鯰豆ところヵ、シ知7)がウ．涸々の錢魚羞奸をかりい｀フげて

いく＾口ゃ々、困知ぁる疇之シれ K のe-;'.. " qグ5 乏ガを採用レ冗輝g
ど｀の移穿、そ I'd. (. l) ~負虎届‘-4固沫 l3. 4ヒ各往成．1J`ウケご均慣て••ある。 （ユ）一つ

の翌、出土っ矮恵品沖の分杵4直 lJ. ある狂度べがり rJあるがニ ゼ K 虹7 k 、 1己＇、シっ
がず、 3 と¥））と井戸。 (3) 化含経成；）．煎）凡虐籾四応ある．℃り

産池分叶バめら差礎条件頌認され K 。今四は，久萩陶恥ヶならず 庄手灯ユ

の須党熔ヽ名麿渕．どある凍救麟群· t｀よ 6. 靭銃っ古、＂ヽ K つ n てル 危辺分祈q
こ可方法が坂り立つがと・クがそ 1舷す歩ると｀＜ t k . これら三化成り知賀豆樟えを

，比炭·してみr...

2 我虎羞拭封としては．捩殺魚討、太土ハしのは 名切王大ノ払啄彩ー紋北大
町幻函＾ものは．大阪店紋条 、m．池技奸翔鉾"'烹公土のiの四・青入釘鯰
｀えJ::改易炭稜／秤f喬知文 北野莉平灰支野すが噴大土領唸·届 rcr. ~屯．代野

紋便ょ）ォ是供され K ものt"ある。 これシの試茅m ．タンブヌテンカー）ゞィy•9頃鉤

？粉未レ、して内多 京大原ぅ炉て成知化され K 。う．·_夕入t t釦法とレてし'l.今国口、

比萩法 K俵っ K 。走堂にけ天痢し衣 r縁 e'↓ ／クは r‘叫（心 11 匹 V) ノ 24 N~ ( 

1,3臼叫V) 1 42 k(l. 52 5 Mぃ V) / r9 Fそ (1.09 8', 1.2q2. Mり）ノ必 5c( 

0翁 9, 1. 12 囮 V), 60 Co (l. I'7, I. ~3 M --1 V) ノ＼40L a. (1.s-~ S-M.e V) -t"あ

》．蒋旱試‘粁として 1-;i:. J B -\ノおよ炉J G -l’‘仮別され K 。g.,'Y--.一つつ

烹から士土すろ我烹羞、q 27J\打位") I/ \ず‘ゥつきクと表示うる K め ｝夕式に従っこ．受

動係姦ヵ吐封浮ー乏れ K 。

vcｼ)= 
Jえ lXレ一 XI2.／（企し）

X 
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x: 手均直 れ：分押但挙·／凡：イ函之っ食首値．

3 はじめに．捻虎羞の洞ーぽIふり敦涸灯1Jヽら．斌料片を切9 yとっご．今祈レ次

ー移•jそ．衷動 4紅教ど表 I V、示 v てある． n す｀ h の元素 r、つ m ても愛勁係舷ゅ l 0 
幻心-c· 我烹」い詞 4回年し:;l. /,じ習稚戎ょ）打ご．均噴て 4 土シれに。汝 K. t",、

核肉邑＾"くつで‘a 、家‘'(J‘ゥ出土 l k 視庶品、の幻直の., lずウつきクを求 2 i:示 v て

みる。 いずれっ烹 u‘ うも． 3 V,し 0 片っ含む叩市が分莉でれレ。 :: q)ら． T K -3 

2.. I ~、贅土土 "'l "'l'7) lざ•うつミが）lI さいの＼す．）叩玲に現戎さ n て n Y、疇えられ各

虹 l 0 炎っ分 1"“ どあ,. これらし:r.同一旬土そ虹して n k こてを示ぅ紅采

であろ違とられた。他の、信、での•， 13｀うつ？らが君干、大さいのは懇ゥ＜．｀＂

江心釦r の約土そ使用していにこ℃ r、Jシる℃店i...られる。 レカ‘し守が｀シ．河ー窒、

万‘う土土 5 ろ 4勇東品、の 'r かっで ”lつ、 このよ; K 、ある程度っえズヵご）はあ;;:,てもl

｀次して`て.、 K ラめ k ほ｀ 1すウつかな＾ことぷわっ‘っ K 。与田． でら/" 猿投、窯判、

群武土の後点器など、 7o妥ノ灯紐氾互·群土→秀和品ダ 0瓦同り」葬ィ
”関（白叫·ノ屋ム戌望え田准池濱／月主ウ汲銚上ーム）玄土のギ忍ダ0ダ、っ分オり、！を
晃てし。別一っ喀．本土＾ものが知嘆 Iす． リャリ》をみせる＝てぷゎ介つ K 。↓ K

｀大jが叩雑応しご．翻葬／大板翫］邑淋逼の三沼成）応叱鼓ど口見月虹の土な

ほ．一外認鈎f. F之が多く．菜抜か企にゲな"'· -;Z. L<Aは大阪陶邑い尤ぺて．
厨年．矮投＾しの庄多""..,.ょゎ'2 詳細匂りンにつ n てしつ 月下．整這検わ中であク
＇猿没＾ tのにつ n ては． 5 化紀後年 o‘ う 1 ユ也紀に至る乃代による L辺ノ比吸

よろL戊'J :,,-~につ口ても＿心わ也て．荻訂し K ＾で拓全ぅる。

表 I. Fl- 佃侶＞＾均項,,~に）幻ヲるラ．．ータ

NCA. K M'Yl, Fe. Sc Co Lo.. ” 生ズ 7X 2Z  4 x 6万 2X 

表 2 大萩向召七、空、瑚紅の n くつウ｀ ＾室、＊土 0 援兎名→ d9 バす｀うつきツ

No.. K M'YI Fe Sc C 。 Lo- （ヌ）

TK-32-1 q 5 5 3 2 ID LO 

T K -ｷ 94 5 4 6 8 I I l o IS  

T K - 3 6 25  15' 之、 6 l O l.2.. I O l3 

TK- 42  2-3 ア 31 1 I 8 4ｷ l を

T K- 8 5 l 含 t ユマ 9 7 10 l O 

T(z- r-c l S- Y I 之 IS  マ 5 s 

O N - 4S  q 6 lo 3 l 6 l 牛 l 3 

KM-12-l?" 30 6 I(; l 2.... l 4- l ウ ..20 
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3 B 10 麟堵斗中戸Sr, 137Csov分雛足量

（九犬理） 高島良正 •O西紐］幸・謀奇三郎•北駈9月

［目的 l
\,‘ふヽみは環必租中に邸ね燭詞譴で問題とり叩、主として核瀑発

臭験l 、̂よ.., t主成しt'ぶ文負担f紅籾じ、走旦l月1 みt (7lであみ。そのうち'Iosr1"~....., い
叫戎丘発姓硝威；を用I,‘t.、分雛法が‘—坂I ^、和比いていんが.そ(J)分ガ伐扉J緊
雑で、要姦東を要 l 、勺‘一紺出勺 ‘n‘ み。そ：で‘．方涸11淡童硝威を4難せず‘l ：臼瑶斗
中のq°sr2.十を共荏すみ Ca竺叫2+n‘ り EDTA I~対すみ、、いりの金属の乎克度足駁
雌黒し、 1易 A オン交扶濯誦を利用すみ分離樟かに対象とし［；環境誌料li．海
喋籟陸i胡直籾、街、貝麦負fi tヽヽであ h.
（庚隙 l
印和前処理は従来とり払ていみう法に従土．
譴籟や、い螂詠で洸浄棧 110 ゜C て｀、翌私県し｀さ
ら 1.、電気炉中 4;-0 ·c~470 ゜C で一衣加熱し灰化 l
t :. r :t•: l450 ℃ iで昇温すみの I ^、 F fJ手間ずl1[ :. 
試砧研兼4乍を図 1 t^、打。
麻りl ：頃湛諒拉的 10;鵡 L ｀ Sr”I Cs令
のキャリアーを各20ng加え． 6N泣酸 200 ~ 
で抽出後シ松愚 l tら：方液11翌発乾国伐濃場酸杞農
硝威を用いて有磯籾絆国ふヽ、最後に塩酸で
忍発乾固もくり返して函t刊］とt tら
諏呻·ヽ令1 い雑炎、アルミニウム↑↓、と•'の元素
1 3．菜輝国［逗疇詠 200山崎がしァン
毛ニア水でpH5.0 l 塩諭釦、遠心冷離l ；よリ況殷
と L て除ぃt:。 ヽ‘(J)シ兄段I 我函威てぅ恥ヽ L 紅·亀i;o
訊 l としアンモニア水で再況段さぜ達心分雛を
行ふ得らいね蛾I J.前泣液と合わせに．、｀の
シ？知叫アルガ＇）元素とアルガリ遺珪讀
恥てヽh (J)で｀．達棟ll {J)炭蔽アン毛ニウムをシた液
に加tアルカリエ奏負I 諜蔽埠として況殿させ、オ
液を Cs十叙祠としド。炭麟直t鳥・紐 l て
蒸発範固と:r子.., t^、rJlt, 2 Y. EDTA湊液に洛ヽ l.

Cs.. キャ＇）アー

ザ返
蒸発乾固
居機物分解
蒸発乾固
Ha 
水200叫
pH 5". o 

Hcg_ 
影祀乾固
砕町A

鳴イオ汲祠豆訂面
s~.2+ 

図 1

椒オン交袂樹脂を用いて Sr2.十と Ca2十，叫”の分離と行-,[:ヽ．
カラムは bN埠戚 20叫，水 l00~, J O Y.福几アン毛ニウム l1i0 wJて‘•前処翌 lr: 
Dowex so W x 4, ~o "" 1 o O 以esk (1 t恨”50c帆）を用可：．斌達llいず｀、いの場合{ I.5 

t'、n‘ しよよ ll~· t l ti(J)りりさ・ふ、じさきさ、 s •、｀みう・、へ r •、じi iさわさ
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弘；n t L I“‘• 
珀l ~J...,て令3 いみ伍巳叫2+ (/)量り、夏．ti~ <i)で、訂、磯用すみ EDTA(/)董
｛知み、｀と l.3該。そ：で諏斗中のば+, Mg2+ (})令量を灰AG諏斗 1~ 2 gを校用
して前t..,て＄同べて恥ヽ I ·‘° 
2 1/.。 EDTA 邁液ば将級(l) EDTA 2 ナトリウム塩を埒級妃釦ン王ニア水少｀

量し：漆ヽし水で希萩して 2.¼EDTA洛如し［~.景発乾I~ しばが収箪jの 2
y. ED TA如ll 塙ぶし、塩薮でpH4、g l 調整復ヵうム l ：通し S戸を吸厖させに．
吸着さやみ罰・、ガラム 1:l ipH 4. 8 1 訊径しf ~2¼EDTA を I DO~通しておいじ。
ついで‘pH 5.2 l ：誤整t r-、 2½EDTA洛液300 rJ., 1k I OO t11.i,。.'7ij N 泣威(J) I')負 I'、通
l t :ヽ .Sr2,1-し 1 3N温威 I r:i O叫で濃雛する： tり＜’でさt :。 Cs十（いア）レカリ土籟か況真度

`、t l て取 l) 隙可·ふた夜l ^、 .Cs-tの特墨砂氾啜l であ~ sodium te、 rak i s -(p-
廿 uoro phe l'l.y l)- born•e を加えて況殿ぐぜt •‘‘ 
け名果洟泉］
唸げ (r = 0. SI 3 MeV:)を卜しーサーとして用し‘. C0..2+ 500 飢9, M,2.+ 1 50 Mg (7) 

場合に-,ヽ‘t(})分離叫も果を図 2 ドネす．，lj Sr 2.+ (})放射能剰知宰麻尭吝夜5以りポ
リエチレンバ 4 ア）レI :取＇）ウェ）レ9 47°のシンケレージョンカウンダーで行..,r:.
EDTAI ：吋すみCo.万錯形成丸較lJ Sr2十の錨形成兄数より犬きい（す）、 I i.と K
心 Ca叩EDTA錯1本を作＇）、分離できんが一各P i tく｀§\‘..,ていみ Ca”li pH 5.2(/) 
E D_TA邁液 300ml ゎ成1 、｀どで克令l ：株＜ ：とり＼｀でさt“、 .Mt1l. EDTAI ：ク、11
樟彰成足馬Sr2＋とけと久ど変わらfふヽにめ、 E DTA錯i和してシ的し出 1 \.、と
I I できや‘.., [ ^、 .l ll... L 0.1~ N塩蔽 200~ 麻，て洛難すみ、、と勺く、で 3[ ^、. E D TA 
11 pH が低く牙ん凶況殷 L てくる(})でげ瞑遥過反和け即叫勺舟令“専ふぁ~.
EDTA さ十分に庶ヽてお勺｀fふヽとオi薗 Im:•沢殿してあとの分離ヽ＜ぅ 2 <\‘l'l...fin ヽ
..,r ~. 
拉L｀よ伏｀ 20幻 Ol ED 丁 A洛我で分離を訊｀社「hぼSr2+ (/)放り囃はカラム念棒l ^‘ 

広がらて鑓瞑れも知Jr,i...,r,. i r:~紅逗度が達すざみと Sr公の吸着帯l i広ぶ')
` Ca2十｝叫”と直t勺＼困難l さi hr ：ゎ丸逹l 1-己／心を赳itら、、とい鮭‘、以
r :.ガうム 1 ：塩化1 トリ加蟻峨和氣して浪掘を Naサ見として分溝位K該凶·ヽが希足
心課I 碍み： t n ゞできも‘..,[ ^‘゜

。゚
i
 

(CS

y
“3 

゜

0

0

 

5
 

EDTA 
pH4.s •• 

O.'TSN 3N 
EDTA. Hュ 0 Hc.e. Ha 
rHS.2. n ．．→一 (

5
£
)よi

。
' 

.
6エ

25 

図 2 500 ゜E.O..U.ヰe （叫） 1000
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3 B • 11 環遠試料中の "0Sr'137Cs, 23'1Pu.叫秘約介析法

（原研） 笠井 蔦・今井利夫・天野光

1. 目的：環境言式料中の '\0Sr,'’唸，沼Pu.が分析法 11 、 それぞれ個？ 1::.. 独立した方

迂としてすて＂に確立しているが｀、原子打柑も設周辺の環境モニクリング(J) 1こめのルー
千ンイ乍箋介析沼として、一つの試科 h‘ ら唸r, 1nc.s，田pりもt糸綬的，：介饒定量
て｀｀きる方活 1こ 9 いて将討した．

2. 分析ぢ沿：ばし｀‘めに言式料を統抽出し、抽出液中 (/)70)し1- :.り u t錬共·沈する。

こ<l) ;t殿を 8 N 硝酸 I芦容かし． トリ＿n- オクテルマミン洛速によ ')70ルトニウムを抽

出する．含失央:t (/)限の上澄液 1:, ついて．

国砕の既殿t卜＇）ウムを過制 1:, 11□ え、

於醸塩({):t殿を 7 <..').上遼液を B.,C5

分析用 1乞沈殿を'l0Sr介析用とする。

:.t殷を希塩醸 I芦をかし、投ィオンが角

印因了ン）＼｀ーうイト C- C:r-120 H十竪 I';,

通し、酢酸．アンモニウム遠液又‘・スト 0

ン手ウムも溶鞄する．ストロンチウム

l這酸ストロンチウムとして咬殿さt

11o y(/)ミルキ｀ーグ｀•(J)ため 2週間以上杖

置する．上澄液中のセシウムば、溶液

のpH tし 2 J';,詞節し •OOf本，）ンモ＇） 7‘‘ 

テ｀●::,函食了ンモニうムを加えてセシウム

を吸着さt.これを 1k 醸化す卜＇）うム

て｀｀遠かし. pH"'8 ヒし． 1知l'..白金酪培

液を加え、塩化白金軽セシウムとする．

この場合、 37Rb(/) 邊入(/)おtれのぁる

時 1"3:、pH"- 6.8 ヒし •No.- TF PB 3% 

溶液を加え． Cs-TF PB の沈殿とする。

試料(/)骨が少なり易合ば●,式科"t
抽出した抽出液からで）し1-ニウムを

TOA 袖出し．キ紅出後'l) 7f(忌の部介を

戌イオン交キ急衡脂 I~通し．酢醸了ンモ．

ニウム楽夜てヽ•スト D ンチウム，セシウ

A で溶紐し、ストロンテうム 1な舟酪ス

トロンチウムとして．セシウム 12 這化~

白金駿tシウムとして． そ卜ぞれ沈殿

さてる。

n‘ さいあっし・いまいとしあ· •あまのひがる
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環境試科
I 

乾燥・瓦化

Pu-2%(~I d.prn,) 

Sr, Cs 坦1本（各20 1l\,)

醸抽出

塩酸

) 

硝酸

水酸化ナト＇）ウム

窟會 mv..

枚射代邊＇］定

("'lCs) 

I 

逗醸
pH 伝 8

3%Na-TFPB渚液

重量紅が
祐的椛邊曖，
C199Cs) 



70)しトニウム 1な電着ののろシ＇）ユンヰ尋体将出器て｀‘o1 線を洟1 定し．qosr ll <ioy t、
呪$17 これぞれイさ 1\‘")') 7‘‘ うウシド 2 冗廿‘スフロー n ゥンタて｀‘B 繰を翌’j定する。

3．環境試料への過用：本法を．大気中塵埃（隻麿：戸旅）不｀よいを降下物（水覧試
科） 1:.迫用し． 1 ヶ月毎の各言式科中の唸 r,'叱s, 滋Pu.遠度を求めた。本法 11.,
！紅紅）前処理を通当 Iこ邑へ｀｀ば、上急t底式料以外の環境試科 Iこも）L ーチンワークの方法

として通用することがて｀‘きる。

*pu.分析用洛液

ol 線7.. /\°7 卜 a メド）

＊＊唸r?l'析用溶液
,'  
0ぶ0.6N 塩酸

' マン Iヽ｀＇ーライト C C:r-120
H口r 100心00 メッシュ

洛紐液 l '2.0'5叫
2M酢醸r北二加：メ9l-)レ＝ I: I 

溶紐液.JI I叫叫

2M 酢酸ァンモニウム

アンモニア水

兒酸和元こウA

巨

毘酸7..I-ロ冴辺
l 

:2過向 l-J..且這
I 
I 

qo'((1)ミ） L そンク‘’

吋の紅’l 定
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3 B 12 環境中に存在す 3放射性核種～走量 (3) 松葉中つ放紺性核4登

（名大理） 古ノIノ品チ呪7

1. 原キカ発電の環速力＇．嘩＇大する必と会、二澤唖中に存在す 3故知性蒟賃：：渕逢す
3成邁畑重要位（士ますよす堵大 2 て＜ iように手えら出3 。 我々（土ノクグ3 年y.... 

末種々の深受j紅和沖吠瑶湛核種の3廷董I=-.;t芝辛 L て l) 3 成：：：：こゼ牛松葉0:,中 9こ

存在すむ 7年頌t体9.:. つ 9) て被告す 3 。 松葉はあ耳重の重企局を潔滋す且瑾を
とっ：：どが支I:>幻hてヽ）”らえが立炉てその地域（こA革的長）珈I訊（：：わた.,,.て

蓄釦た放釦紐種の亮滋疇叶）検出法として投土っ釘蘊去ナ介考えジぃ。
.2. ;•免）定拭料·"1:-本州l芍のりくつガ‘叩謀（こよヽ（）て／? 7..r年秋力‘らノラクム年4←

にかけて採取とた。 採取 Lた松葉から小枝：な乙．を除きノ浅浄など｀ゥ繰イたを加之ず

電条祐淫器伝｀．徐々 1＝涵度年（衣なむ最高4炉a°4 -i灰ィとl.た。 ”宗スペク
I-ルの初定（這場をイが渇仔年（ど）半心検出器（今u- c..年2翌や C-nJ_ 
相妾）乙庄立袈作み含もっす0よ型 2ヽ49 チャンネノが知炉汁テ器を成,,て舒な～左

0 剃定系全体乙 L て今涛槃（よ ‘°Co ガら ~/.33 MeV- -;r組に対とてえ、、

kerもあ'))ヒ°てプ採出効率は o.37名ゼあった。 封奴効率っ涅淀（;t:. KCと
なぶ種々呪栂＇竿碑源多利l司とて行なジを»~",倍エネ Iレギー 9 位に対［て（よ戎在oと

こ 3艤の高9)俎ガ潟ら出てりなり。 （給度が考、筵紐ら土3 ように短ふキ中ゼあ

3 。)
Table 1. Measured nuclides, half lives, 

3. 捻出定量ゼをた核種（よ Ta.bte y rays counted and y ray abundances 

1. t：：示 Lた述リそあ3 。やK., ~必
Nuclide Halflife E (keV) Abundance 

以外（よ人工放射性核種ぜあゎ主ど Y 
Ce-144 284 d 133. 4 0.11 

L て大毎l祖9勺核実酪によって生成l. Ce-141 32.5 d 145,4 0.48 

た仕のぜあgJ.. 1..-カ‘L r4Mん， Sb-125 2. 71 y 427.7 0.31 

‘゜乙o （二つ 99 て（よ筏ょゼの二っと< BW  Be-7 53.6 d 477.6 0.10 3 

R型原子力発竜冴＇ヵ‘ら放出之出て •9 Cs-137 30.0 y 661. 6 0. 8 6 

3 二と＆考えら十ふ
Nb-95 35.0 d 765.8 1.00 

Mn-54 , 312 d 834.8 1.00 
現在まゼ(.::埒が似墳累の一却

Co-60 5.26 y {: 173.1 1.00 
を T4以乙え．（：：示す。 こイシの 332.4 1.00 
ガ栗ヵヽぅ符シれ 3 ．，くつガの鈷橋乏 K-40 l. 26Xl0 , Jy 1460.7 

0.11 ゚
以下に示す。

t) イや表的な核今裂生ぷ物む'J63 13クどs が氾迄は／？ヽヽ年成（凌（月」ら
”戊辺： （／． 9/ ク Ci/kクノ鈴潟呆社tぇ吋Iこて舜叔）に比べてし） S L.3 L く，こ

のが9 年釘（こみ（ケ3 /3をs 径下量·ん低下を示 l て 1) 3 。

:i.) ょ4応（こつりて牛放身·虚1斎ヂ物の量もが多 I) /!,考えら斗て I) J召本海烙ヽ法 I 》
て検出されて、，以I•；必ず L が必げ的条イ午 1二よ立どの-i:•なり二ど（よエ 19 :r 2 を比

連す5た••9ナそが祝らがふち3.
3)  ‘’Co につ 1> ては E1 ~ 7ヽ, T1 ~アよら名社料の中が如’みらのみ
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* 
Table 2, Concentrations of various Radionuclides in Pine Leaves (pCi/kg) 

No. Date 54Mn 60co. 7Be 144ce 137cs 125sb 4oK 

Al 75/9 1.2(3.0) 4.1(3,3) 310(25) 230(10) 23(3) 9(6) 1880(80) 

A2 75/9 0 (3,3) 0,5(3.0) 315(25) 260(11) 15(3) 35(6) 1880(65) 

01 75/9 2.4(2.4) 1.5(2.8) 500(35) 395(14) 25(3) 37(6) 3420(75) 

Il 75/12 0,2(1.0) 1.3(1.0) 2750(35) 136(5) 23(2) 6(2) 1785(35) 

I2 75/12 5,9(0.9) 0.8(0,8) 3020(50) 525(6) 67(1) 42(2) 2630(25) 

Nl 75/12 6,1(1.4) 0 (1.4) 1910(40) 570(8) 103(2) 43(4) 2070(40) 

N2 75/12 4.2(0.8) 0 (0.9) 1225(20) 240(2) 46(2) 31(2) 1460(15) 

Fl 75/10 10.1(4.0) 7,4(4,0) 1280(135)500(15) 138(5) 10(8) 5230(105) 

F2 75/10 4.0(1.7) 3.0(1.7) 690(65) 190(7) 37(2) 15(3) 2560(40) 

F3 75/10 47,7(3.6) 27.8(4.9) 1780(50) 400(15) 114(4) 29(6) 4850(85) 

F4 75/10 7,5(3.7) 5.3(4.2) 2170(80) 500(30) 135(5) 56(8) 8810(120) 

FS 75/10 19.3(2.4) 7.2(2.0) 2610(115)495(11) 377(5) 19(5) 2225(45) 

F6 75/10 0 (2.1) 0 (3.1) 1585(50) 300(15) 62 (4) 17(5) 3920 (100) 

Tl 75/12 3.1(1.4) 2.9(1.5) 1060(20) 180(5) 22(2) 11(3) 1880(40) 

T2 75/12 5.9(1.7) 5.6(2.2) 1690(30) 125(7) 14(2) 10(4) 2100(50) 

T3 75/12 9.7(1.7) 4.4(1.8) 1360(25) 210(6) 50(3) 19(4) 2000(45) 

T4 75/12 6.0(1.8) 1.9(2.1) 2180(35) 260(8) 30(2) 11(4) 2200(50) 

TS 75/12 3.4(2.2) 4.3(2.4) 945(55) 375(9) 68(3) 30(5) 2470(60) 

（カッコャ、二統計扱差：（ 1 グ）を示りた。..)

拭呻和也； A 1 名古屋パ学鵠内j• A2，如涅 Fi.,. 1 

寿日彬加屯 0 j_,大阪府屯唇")キ内.,,· 11 ，厄I'）果
内逢輝，・エ屯金沢和頑4必訊•N1,”.2.J彩
潟船呼びャ丸・ダ1 ～戸ヽ，福島慮X碕碕内（揺島
矛 1原子々発喝房の西約 1 ~3  k-"'>メ色美） : T1 
～丁夕 福井県萩祭市（敦第寮子力発電号イ逗鼻参
烹万、・j..t)

核出さホて、， 3 。 ::;.土ヽむ利ら力＇に原子力発電考ーに9虹

来す3 らの乙牙ぇらみ.,坑在えの殺褐I二つヽ rてえ呟がヤ
r--L ——’ 

て＂ある。 放出

辺在今年になって採底いと妖料lこつヽ rm:tb）定を紐

胡中七あリ，， rがたなどが松葉中I二；如鳩がK3抵棉に

I釘す 3考穿女含め這日発表す3予定そある。

ば釦 M Ya.”勺りな，， s. 114ゴ~←み.,. M. 
Cん 9．ム4 ，，J．た4 たes. ..L..12.が9 ク 09／ク）

3 ~ 

4
 I km 

I I 
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3 B 13 沿卜＄耕水叶へか‘ンマ線泉祁土、桔、棺免＾残'j足．

炉研） ゜紬口秦稔．ム本礼夫．紘惑孝雄．
鈴木怜司． I司叶名宏、午｝疇雄，

目臼， ｝訊｛：辺、しれんi屯l・諷恥椎＇戻裕、希ふ炉＾瓜私 rd l:..’・によみもバ・
大辞／ふt'・｀ これらにつ， I (.弓召克｛さ 2 令 2＂きな観い、ら各方面t•広＜行 rふわれ 1 し 9
るりこ 4\_ lミi 1 し，｝止営・五念tふt"て•利凩iれり直，兌叫っオ迂、加凡につ 9, 1 
っ迂蒻季Ii屯，t‘ケ乃， 9 U しん、 l 旦， それら"'i'と醜t"い、t.—辞＾杜棺心
ね恥j‘而'1 /0 倍；上廻み屯t rふ 'l, そ") I iと(-.., t Ii凪念利 1恥進り手刃ぅもって＇・
ある U このよう勺恥い、ら疇げ、社q戊叫の放出，可能性 ,x 狂ぁて忠＜ r;_;
仄。とくに輝jtJ'z." I ：位（利 2 い浪和非和江成にに 1＼て人が、ら排出I れる
勺厄｀•し 1 濯桐K r、；合、へiる｀、ーとぶ秀とられ，一般q処戎囮＇よに k " 1 詞1 れる
ここ'l:. riみ．こったの｛史1が舟q y魯幻知る、こぃ将末，；鱈和も、，影繋豆遠す
る l昇這ら 4\._ ，，と寺利 2 爪み“
吃こで、本研応吠·}訊へ烈｝、すぅ排水；~1..>皇夜＾ i又公k／ならt＼ ！：文l.残過社

て、士す｀ ｀乃尻ヰに在在すうがンマ§象杖幻訪屯につ，，て、非疇が‘ンて線、7，ペ 7 ト
n メ 1、リーにt 'l 帯l足 l-) f見在＾オ認し旦這すみこt l i目的に，核ォt_.., I~ 足 5 行
ならととl- I'.、、iM殿滋，剃足ク広'J <z.•· "I今後"l I闊題、と一につり 1鯰 l tP、•

方；公 水訊科t l 直永処｝訊へ。成｝ぷ，処乳叙っ排出水.,l.0~ ｫo 1 E ポ '1 ダ
ン 7 1: :t糸取し，恙面り彫沿§枯＜＇． r? めたゞちに追蔽、も／呪q ｀心＇］令、 1"応ll( v:.P! S 持冷
‘)、すみや心にt cーが似手釈 l3 0.t/..快釦ミ＇），t‘＇ T -74‘しクー疇迫L, こ令が未
ふ～ 3じ[ E 灼へ／m ・)9』 L”こ；鬼縮 l 1.削応氾t l 訳。 卓t", 9 災滋遠且t"土じ・疇'tt；嘉
E i和 l ．畔濃:M. メ、ぷ尋．み、， 50｝ネ訊ぅ蛉末臥料；掛 r、 a こ八ら吐積棗、将
定うア 7') Iぷ恥へれ， ~(Lしバ輝心 l利ぃてスベ 7 トロメ I·'I -t行な
っt`レ
恥盈が司釉翌．オ財、1弘専· />% t‘•、如yt午ヤ｀／え、 IV痕古 Iか机忍げ訊t 1 姻（

t-:..栓這ぃへ灼が｀／遺、エえ，し、キ9・ーに対すぅ郊辛，武料t墨、何苓り条 11 q裏｛し
に---,,·, 1 "'I彬讐tホふみために！誌〇の叩tげ戸 Iうら（ C,心）．如 Co (c心）およ
し、¢k(K紋）旦訊't l 逍々 1: 条件；玄 {\'....2 込て孔！哀 l E , こq鈴見，＠i<. 0. /~ね
(<e V °'ゲンマ線邊某'<.. \てf寺碍賛他を梓填正 l司定」て｛和渇Iふ，向麟、
祠 T5 'z.~1 ：よろ痢．彗"- 1./.謬え a i戻差 I村にふっt-、t渇，紅料叱濃杓っ国足げ 1<.
サバ恥t、）行 ri` Iべ｀ 手t＾ヽ，本謙で 11 茂’l足対い頃 1令非盗討線冷、と l 直
パ：ク 3 ぃ竺Se: I I うjl I I冗，叫力なt‘.'<:. l tべta ぁ，こ卜退え立から口吐、以ヽみか‘/
マ腺,;相五に口す'a 1.. 7r ，しギー位歪にみるtのも 3 <, 2 らにバッ 7 グ＂う I` lヽ．．と
l 1 詑ダらい勺）b, 万c ts 'z.、、い a i賃r itからのかンマ 3象とも危枯、する。このた
必唸le I: 7 い 1 ij叫ふ /31碕 \<~V r.·ビ，屹れ訊 1: 叶定ェえti.--"ギー e^- 7 につ
いて面積計斗を行な..,に＂ :: q t.ー -7 i積←ぷ生、 IJ"トー？‘しt゜ー 7 1.')ヤ法澤 I丹
（、仝t戸tふ：ぶ＇）行乃っ L l' み。 なお，f言蒻性にういては現む彗甘口仕令、
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からl7:!"令エ水 r、i刈杵げl足 L
.::t t丸る、あtいろし

（建詞による揉果tり｛裟して口袢、い守るi這にふる

結知ぉぃ嗜脊＿ d 待ら 1h t追見スー辞t曳 1 表、〉心 r0 合、す u
こへ表，：庁． 2 収うこ＿．とく｛人で｀ A¥ o 訊料ん、ら 1i摩， BII 9 ]なし~ん、見広ぅー，h，

令 F、， 天、1'!::9,: t奴ュ水．る 7,3e ふ・話めらik t^、 U 2 らに，・戎o K~V~ ・f]'':/マ多泉ビー 7 1] ̀  Q 
麟比に直 l 1 人をご乃も科在するt護麦： AK C’`, l．ん、しいも 3 、、 IC 

炉一

,~恥鵡H.()、●●恥、 9, tて必心ヽ恥 L 待 riる、， rべ d
こからの者護iとからが呑排水に 1J'犀紅達^ぅq叫滋ん叩、＼ 1, ＇るぇ先えら If\_

みぶ、？K訳料と出詞成，： • }、卜汎社ふ、ら，排未中に杖が訊恥！ヽ'.'レ 7、私、
疇い瓜る可〖も1·u~• ある。す勺<hｷs 広汎水・れ砂、口遺土ぇ小＿ r:詞 2 冬這L
t｝主わぁ違ヽ＜、そq差も詮狂 l·迅にあるな麟4 ＾ォ滋［す 1ぷし、！直もi、i 1ーしみる
こいtょんらふ、，パli r、Jヽ゜（しばK t：祁文生、〉 lI\ F杖積心べ遺怜i勺ーじ丙ー 1し立 ,I\ てぶ性
乃況，：令｝れろここ令；秀えらしい" (ふ＼， 吃。止瑾r; ;ik戊t．柁杭すうじー必 1: iぶ
（譴し上＇）詳細な孔i叫ぶ＇＼ぐ母7,、ある，

専 k ，今 1月＂ ｝則足 1J:和鯰祠法にt \、試科t i寺tべぶ，今袋！ぶ‘！怜＇点 ri 1判足 F qi ̀  
rふi r立 1: t；汀／ぷ龍riどが I"兎と於ぇぅ• l ふ l.. ~"'西／ぶ，排水！：這名q汎
水t農 rふ｀I ` がな｀I "'Iい投杓t （い、t渇，あら F、な今釦訊i？づ＼，ても栓村する令
迅り知れている v

咲 1 点 水試粘比の合天灯‘閲遺

芯月 S-0. q S-1. I 
漬．入水浅え＊ ：長入水、 流.:t * 

Yb-JG~ N. D 
"“/e) 
N. D 

(rCしん｝ 0. b I ! (or.C,んq) 岱 '̂) 2.~:!: 2 

Se - 75 N.D N.D 0.4千土 011 0.2210.11 

I -131 l.+:t 0.80 2. 7 士 o.7 0.10 t. 0.30 I. 30:t036 

Cs -137 N.D N. D N. D N.D 

ゃょ克＜ 念性汚成出パ討汀輝、社

：日 S-0.. 7 50. 9 5 I. 2. 

Yb -16q 1,200 士(p4Ci↑ん0, "’’ ? ) I. 7D0 士 22
810:l:2(6p0 C'ん）

Se -75 3 t O 士2.'70 1, loo:t 70 I, 300:!.60 

I -131 6.200 土 610 8, 800 土2. 00 9.300 エ 2千〇

Cs -1:17 100 土 24 110 土 30 50 t. S-0 
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